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下
田
歌
子
の
活
動
範
囲
は
多
岐
の
分
野
に
わ
た
る
が
、そ
の
教
育
活
動
は
、

前
後
二
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
上
流
階
級
の
女
子

の
た
め
の
教
育
活
動
期
（
一
八
八
一
年
頃
～
一
九
〇
七
年
ま
で
の
二
十
六
年

間
）
を
前
半
、
一
般
女
子
の
た
め
の
教
育
活
動
期
（
一
八
九
八
年
～
一
九
三

二
年
頃
ま
で
の
約
三
十
四
年
間
）
を
後
半
と
し
中
間
に
相
互
に
重
な
る
期
間

ほ
ぼ
十
年
が
あ
る
。
教
育
の
対
象
を
、
女
子
と
し
た
う
え
で
、
伝
統
的
な
和

歌
や
仮
名
文
の
学
習
を
重
ん
じ
る
点
に
下
田
歌
子
の
特
徴
が
あ
る
。

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
七
月
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命
し
、
翌
一
八
八

五
（
明
治
十
八
）
年
十
一
月
に
開
校
し
た
華
族
女
学
校
で
は
、
幹
事
お
よ
び

教
授
兼
学
監
に
任
じ
ら
れ
た
。『
和
文
教
科
書
』「
一
之
巻
」
巻
頭
に
は
、
開

校
直
後
の
十
二
月
と
い
う
早
い
段
階
で
の
学
校
長
・
谷
干
城
の
序
文
が
置
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
開
校
に
あ
わ
せ
て
、
こ
の
教
科
書
の
編
纂
が
目
論

ま
れ
、
刊
行
へ
む
け
て
着
々
と
準
備
を
整
え
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
す
で
に
私
立「
下
田
学
校
」（
の
ち
に
私
立「
桃
夭
学
校
」に
改
称
）を
創

立
し
、
女
子
を
対
象
と
し
た
教
育
を
開
始
し
て
い
た
も
の
の
、
新
た
に
、
当

時
宮
内
省
所
轄
の
公
的
な
官
立
学
校
へ
と
そ
の
教
育
実
践
の
場
を
移
す
こ
と

は
、
下
田
の
教
育
者
と
し
て
の
立
場
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
両
肩
に
か
か
る
責
任
も
増
大
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
下
田
の

教
育
姿
勢
を
明
確
に
し
、
そ
の
決
意
の
表
れ
を
如
実
に
窺
い
知
る
こ
と
が
出

来
る
第
一
歩
と
し
て
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
の
編
纂
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

下
田
は
以
下
の
と
お
り
、
そ
の
後
も
教
科
書
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
く
が
、

そ
の
最
初
に
編
ま
れ
た
教
科
書
と
し
て
の
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
下

田
が
編
ん
だ
教
科
書
類
を
列
記
す
る
。

１
『
和
文
教
科
書
』
全
三
冊
（
一
八
八
五
年
十
二
月
）
宮
内
省
蔵
版
（
の
ち

版
元
を
変
更
し
つ
つ
全
十
冊
）

２
『
小
学
読
本
』
八
巻
全
九
冊
（
一
八
八
六
年
三
月
～
一
八
八
七
年
四
月
）

十
一
堂
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３『
家
政
学
』全
二
冊（
一
八
九
三
年
四
月
）博
文
館

４『
新
撰
家
政
学
』全
二
冊（
一
九
〇
〇
年
九
月
）金
港
堂

５『
女
子
用
文
習
字
帖
』全
二
冊（
一
九
〇
二
年
二
月
）博
文
館

６『
女
子
歴
史
教
科
書
』全
二
冊（
一
九
〇
三
年
二
月
、
三
月
）文
学
社

７『
監
修
日
本
女
子
読
本
』全
八
冊（
一
九
一
九
年
十
月
）明
治
書
院

下
田
歌
子
が
最
初
に
編
纂
し
た
『
和
文
教
科
書
』
は
、
袋
綴
に
装
丁
さ
れ

た
全
十
巻
の
版
本
で
あ
る
。「
一
之
巻 

徒
然
草
ぬ
き
ほ
」、「
二
之
巻 

徒

然
草
ぬ
き
ほ
」、「
三
之
巻 

い
さ
よ
ひ
の
日
記 

阿
仏
」、「
四
之
巻 

か

ら
物
語
ぬ
き
ほ
」、「
五
之
巻 

方
丈
記 
鴨
長
明
」、「
六
之
巻 

更
科
日

記 

菅
原
孝
標
女
」、「
七
之
巻 

宇
治
拾
遺
物
語
ぬ
き
ほ
」、「
八
之
巻 

宇

治
拾
遺
物
語
ぬ
き
ほ
」、「
九
之
巻 

土
佐
日
記 
紀
貫
之
」、「
十
之
巻 

竹

取
物
語
」で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は「
宮
内
省
蔵
版
」と
し
て
全
三
冊
で

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
は
、
既
に
前
稿
『
下
田
歌
子
の
『
和

文
教
科
書
』
考 

「
六
之
巻 

更
科
日
記
」
を
中
心
に
』、『
続 
下
田
歌
子
の

『
和
文
教
科
書
』考

―「
三
之
巻 

い
さ
よ
ひ
の
日
記
」を
中
心
に

―
』に

お
い
て
論
じ
て
お
り
、
今
再
び
触
れ
る
こ
と
を
し
な
い
が
、
そ
の
後
も
重

版
、
続
刊
が
な
さ
れ
て
い
る
。
刊
行
か
ら
半
年
後
の
一
八
八
六（
明
治
十
九
）

年
三
月
十
九
日
の「
東
京
日
日
新
聞
」に
は
早
く
も「
今
日
女
子
の
品
位
を
高

尚
に
し
智
徳
の
両
育
を
さ
か
り
に
す
べ
き
時
に
あ
た
り
て
そ
の
基
礎
と
な
る

べ
き
教
科
書
に
か
ゝ
る
書
ど
も
を
用
い
て
は
い
か
で
か
宜
し
か
ら
ん
」
と
し

て
「
皇
后
宮
今
年
二
月
華
族
女
学
校
に
行
啓
あ
ら
せ
玉
へ
る
日
在
校
の
生
徒

を
召
さ
れ
此
書
を
下
し
賜
は
せ
ら
れ
き
さ
れ
ば
今
の
世
に
師
範
学
校
中
学
校
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等
に
て
和
文
の
指
南
と
し
て
用
ふ
べ
き
者
此
書
を
お
き
て
は
何
か
あ
る
べ

き
」
と
の
広
告
宣
伝
文
が
載
っ
て
い
る
。『
国
語
教
育
史
資
料
第
二
巻 

教

科
書
史
』
に
は
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
は
「
高
等
女
学
校
用
」
の
教
科
書
に

分
類
さ
れ
、「
例
言
」
を
全
文
引
用
し
た
う
え
で
「
わ
が
国
の
女
子
教
育
の
国

語
教
科
書
と
し
て
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
編
者
が
女
子
自
身
と
い
う
点
な
ど

注
目
す
べ
き
教
科
書
で
あ
る
。」と
の
解
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
は
絶
版
で

あ
り
、
一
部
の
デ
ー
タ
画
像
を
除
き
入
手
し
が
た
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
全
巻
を
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
資
料
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
端
緒
と
し

て
、
本
稿
で
は
、「
六
之
巻 

更
科
日
記
」
を
翻
刻
し
紹
介
す
る
こ
と
と
し

た
。
本
学
図
書
館
に
は
、
そ
の
整
版
の
下
原
稿
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
下
田

の
自
筆
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
貴
重
で
あ
る
が
、『
更
級

日
記
』（
作
品
と
し
て
は
こ
の
表
記
に
統
一
す
る
）が
一
八
八
七（
明
治
二
十
）

年
と
い
う
段
階
で
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た
と
い
う
点
に
も
『
更
級
日
記
』
の

享
受
史
、
研
究
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
義
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

『
更
級
日
記
』
の
最
善
本
と
さ
れ
る
藤
原
定
家
自
筆
御
物
本
は
、
享
受
の

過
程
で
著
し
い
錯
簡
が
生
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
四
（
大
正

十
三
）
年
八
月
一
日
玉
井
幸
助
・
佐
々
木
信
綱
両
氏
に
よ
り
、
錯
簡
が
生
じ

て
い
た
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
順
序
に
本
文
が
正
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
に
所
収
さ
れ
る
『
更
級
日
記
』
本
文
は
、
錯

簡
が
指
摘
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
錯
簡
の
ま
ま
の
本
文
を
採
用
し
て

校
訂
を
加
え
、
さ
ら
に
注
を
施
し
て
い
る
。
研
究
史
に
照
ら
し
て
も
、
錯
簡
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に
よ
っ
て
本
文
が
訂
正
さ
れ
る
以
前
に
『
更
級
日
記
』
に
着
目
し
た
、
先
駆

的
な
業
績
で
あ
る
。
近
代
の
『
更
級
日
記
』
研
究
は
ま
さ
に
錯
簡
の
修
正
に

よ
っ
て
正
し
い
順
序
で
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
錯
簡
の
修
正
は
江
湖
の
読
書
家
の
関
心
も

集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
更
級
日
記
』の
世
界
を
小
説
に
昇
華
し
た
、
有
名

な
堀
辰
雄
の
『
姨
捨
』（
一
九
四
〇
・
昭
和
十
五
年
）
も
、
錯
簡
が
正
さ
れ
た

後
の
も
の
で
あ
る
（
堀
辰
雄
に
は
他
に
『
姨
捨
の
記
』
な
ど
）。
近
代
の
本
格

的
な
作
品
へ
の
言
及
と
研
究
は
錯
簡
修
正
後
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九

四
三
（
昭
和
十
八
）
年
に
は
、
中
等
学
校
の
国
定
教
科
書
で
あ
る
文
部
省
編

『
中
等
国
文（
女
子
用
）』に「
あ
づ
ま
ぢ
」の
題
の
下
で『
更
級
日
記
』が『
十

六
夜
日
記
』
と
と
も
に
採
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
も
、
錯
簡
修
正
後
の
『
更

級
』
へ
の
注
目
の
高
さ
を
証
し
立
て
て
い
よ
う
。
一
方
で
下
田
の
『
和
文
教

科
書
』は
そ
の
修
正
前
に『
更
級
日
記
』に
着
目
し
た
上
に
教
科
書
に
ま
で
採

用
し
て
い
る
点
で
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
明
治
期
の
『
更
級
日
記
』
享
受

を
考
え
る
上
で
、
画
期
的
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代

の
『
更
級
日
記
』
享
受
は
錯
簡
を
抱
え
た
ま
ま
の
本
文
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

『
更
級
日
記
』
は
愛
す
べ
き
小
品
と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
作

品
を
教
科
書
に
採
用
す
る
と
こ
ろ
に
下
田
の
豊
か
な
教
養
と
確
か
な
眼
が
確

か
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
『
更
級
日
記
』
は
現
在
、
押
し
も
押
さ
れ
も

せ
ぬ
定
番
教
材
と
し
て
高
等
学
校
の
古
典
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
続
け
て
お

り
、
下
田
は
そ
の
先
駆
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

本
学
図
書
館
蔵
の
自
筆
原
稿
（
出
納
番
号0192

）
は
「
宮
内
省
用
箋
」
一

面
二
十
字
×
十
行
の
原
稿
用
紙
六
十
九
枚
（
表
紙
一
枚
、
本
文
原
稿
六
十
八

枚
）
を
用
い
本
文
・
頭
注
を
墨
筆
、
句
読
点
や
訂
正
箇
所
な
ど
を
朱
筆
で
記

さ
れ
て
い
る
。『
和
文
教
科
書 

六
の
巻 

さ
ら
し
な
日
記
』（
外
題
）
と
す

る
紙
表
紙
の
お
そ
ら
く
は
補
強
目
的
で
近
年
施
さ
れ
た
袋
綴
装
（
五
目
綴
）

で
あ
る
。「
桃
夭
学
校
教
科
書
表
（
和
歌
文
科
ノ
部
）」
を
参
照
す
る
と
『
古

今
集
』『
源
氏
物
語
』
他
、
概
ね
江
戸
期
の
版
本
を
作
品
ご
と
に
使
用
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
形
態
を

持
っ
た
、
新
し
い
教
科
書
を
出
版
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
先
述
し
た
よ
う
に
『
更
級
日
記
』
の
版
本
は
、
元
禄
十
七
年
絵
入
り
版

本
、
西
門
蘭
渓
校
天
保
九
年
版
本
、
群
書
類
従
本
な
ど
が
出
版
さ
れ
て
い

て
、
錯
簡
と
い
う
本
文
上
の
傷
を
持
ち
つ
つ
も
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
江
戸
名
所
図
会
に
は
、
済
海
寺
を
『
更
級
日
記
』
に
登
場
す
る
竹

芝
寺
の
旧
址
と
す
る
記
述
が
存
在
す
る
な
ど
、
江
戸
時
代
の
人
々
に
も
知
ら

れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
下
田
が
ど
の
よ
う
な
本
文
（
版
本
・
写
本
）
に
も
と

づ
い
て
、
和
文
教
科
書
の
校
訂
本
文
を
作
成
し
て
い
た
か
は
正
確
に
確
か
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
版
本
、
特
に
そ
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

の
多
さ
か
ら
群
書
類
従
本
を
座
右
に
お
い
て
参
看
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
群
書
類
従
本
は
御
物
本
を
祖
と
す
る
古
写
本
に
屋
代
弘
賢
所
持
本
と

扶
桑
拾
葉
本
を
参
看
し
な
が
ら
校
合
本
文
を
作
り
上
げ
て
い
て
、
錯
簡
を
除

け
ば
、
現
代
の
水
準
の
本
文
に
近
い
。
下
田
が
教
科
書
の
た
め
に
作
成
し
た

校
訂
本
文
が
群
書
類
従
本
に
近
い
の
も
得
心
が
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
華
族
女
学
校
に
は
古
写
本
（
こ
れ
も
御
物
本
を
祖
と
す
る

本
で
あ
ろ
う
）
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
下
田
が
参
看
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
て
良
い
。
ま
た
、
下
田
が
思
考
を
重
ね
た
状
況
は
、
書
き
入
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れ
ら
れ
た
頭
注
な
ど
か
ら
推
察
で
き
得
る
が
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は

前
稿
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
御
物
本
な
ど
諸
本
に
見
ら
れ
る
奥
書
や
、
群
書
類
従
本
の
官
位
な

ど
の
行
間
細
注
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
て
、
教
科
書
で
あ
る
と

い
う
本
文
読
解
の
目
的
意
識
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
句
読
点
、
濁
点
の
多

用
も
そ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
が
読
解
を
助
け
る
こ
と
に
繋
が
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
定
家
仮
名
遣
い
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
る
箇
所
が
散

見
す
る
こ
と
も
同
様
の
意
図
で
あ
ろ
う
。

注1 

西
村
絢
子
「
近
代
女
子
教
育
の
開
拓
者 

下
田
歌
子
」（『
別
冊
歴
史
読
本 

明

治
・
大
正
を
生
き
た
一
五
人
の
女
た
ち
』新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
〇
年
四
月
）

2 

創
立
一
二
〇
周
年
記
念
『
実
践
女
子
学
園
史
一
九
九
九
―
二
〇
一
八
』（
実
践
女

子
学
園
、
二
〇
二
〇
）

3 

注
2
に
同
じ

4 

下
田
歌
子
研
究
所
年
報「
女
性
と
文
化
」（
第
1
号
、
二
〇
一
五
）

5 

注
4
に
同
じ
。

6 

実
践
女
子
大
学
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
「
年
報
」（
第
5
号
、
二
〇
一

九
）

7 

注
6
に
同
じ
。

8 

井
上
敏
夫
編
、
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
一

9 

玉
井
幸
助『
更
級
日
記
錯
簡
考
』育
英
書
院
、
一
九
二
五
。

	

な
お
、「
明
治
以
後
出
版
せ
ら
れ
た
主
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。」
と
し

て
「
和
文
教
科
書
六
の
巻 

下
田
歌
子
氏
編 

明
治
十
九
年
宮
川
保
全
発
行
」

を
頭
に「
国
文
叢
書
本 

大
正
三
年
博
文
館
」ま
で
の
十
冊
を
記
述
し
て
い
る
。

	

こ
こ
か
ら
、
下
田
の
本
書
が
明
治
期
の
先
駆
的
著
作
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ	

14

れ
る
。

10 

注
4
に
同
じ

11 

『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
史
』（
実
践
女
子
学
園
、
二
〇
〇
一
）

12 

越
前
勝
山
藩
主
小
笠
原
家
の
侍
医
の
家
に
生
ま
れ
る
も
歌
人
と
し
て
名
高
い
。

清
水
浜
臣
門
下
。
著
書
に『
万
葉
草
木
考
』な
ど
が
あ
る
。

13 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
鳥
山
本『
更
級
日
記
』（
請
求
記
号101–31

）に
は
華
族
女

学
校
蔵
写
本
を
校
合
し
た
書
写
奥
書
が
あ
る
（
津
本
信
博
『
更
級
日
記
の
研
究
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
）。
あ
る
い
は
、
焼
失
し
た
と
思
わ
れ
る
こ

の
本
を
下
田
が
参
看
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
鳥
山
本
は
一

八
九
三（
明
治
二
十
六
）年
に
書
写
さ
れ
た（
書
写
奥
書
）が
前
記
華
族
女
学
校

蔵
本
と
と
も
に
、
下
田
歌
子
の
『
和
文
教
科
書 

六
之
巻 

更
科
日
記
』
も
参

看
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
下
田
の
『
和
文
教
科
書
』
本
文
が
貴

重
な
テ
キ
ス
ト
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

14 

注
4
に
同
じ



(5) 実践女子大学下田歌子記念女性総合研究所 年報 第 7 号 2021. 3
140

以
下
に
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
の
簡
略
な
書
誌
事
項
を
示
す
こ
と
と

す
る
。

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
和
文
教
科
書 

更
科
日
記 

六
巻
』（
出
納
番

号375.9–Sh51–6

）

一
冊
。
袋
綴
装
。
二
三
・
三
糎
×
一
五
・
五
糎
。
香
色
「
中
央
堂
」
の
空

押
模
様
紙
表
紙
。
外
題
、
表
紙
左
に
短
冊
型
紙
、
子
持
枠
刷
題
簽
一
六
・

五
糎
×
二
・
五
糎
を
貼
付
「
和
文
教
科
書 
更
科
日
記 

六
巻
」。
内
題
一

丁
表
一
行
に
「
和
文
教
科
書
六
之
巻
」、
二
行
に
「
美
濃 

源
歌
子 

編
輯
」、

三
行
に
「
更
科
日
記 

菅
原
孝
標
女
」。
料
紙
、
楮
紙
。
前
後
遊
紙
な
し
。

墨
付
六
十
五
丁
。
頭
注
四
十
一
箇
所
。
毎
半
葉
十
行
、
一
行
二
十
字
内
外
。

和
歌
は
二
字
下
げ
一
行
書
き
。

刊
記

 

明
治
十
九
年
十
二
月
十
七
日
版
権
免
許

 

同 

二
十
年
一
月 
 
 
 

出 
 

版

 

同
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日
訂
正
印
刷
再
版

 

編 

者 

下
田
歌
子

 
 
 
 
 
 

東
京
四
谷
尾
張
町
九
番
地

 

発
行
兼 

宮
川
保
全

 

印
刷
者 

 

東
京
神
田
日
本
橋
区
通
塩
町
八
番
地

 

発
行
所 

中 
 

央 
 

堂

 
 
 
 
 
 

右 
 

同 
 

所 

印
記

 

「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」の
長
円
形
単
郭
朱
印（
六
十
五
丁
表
左
下
）、

 

「
下
田
歌
子
資
料
」の
長
円
形
単
郭
朱
印（
六
十
五
丁
裏
左
下
）。

 

凡
例

一
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
和
文
教
科
書 

更
科
日
記 

六
巻
』
一
冊

を
底
本
と
し
て
翻
刻
す
る
。

二
、
丁
は
、
墨
付
を
以
っ
て
数
え
、
丁
移
り
は 

」
と
し
て
示
し
、
そ
の
下

の（ 

）内
に
丁
数
を
記
す
。

ま
た
、
表
裏
は
同
じ
（ 

）
内
に
オ
ま
た
は
ウ
と
省
略
し
、
片
仮
名
で

記
す
。
但
し
、
表
紙
・
見
返
し
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を 

」
下
の
（ 

）

内
に
記
し
、
丁
数
に
は
含
め
な
い
。

三
、
改
行
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。
和
歌
は
、
二
字
下
げ
に

統
一
し
て
翻
字
す
る
。

四
、
翻
刻
は
、
底
本
に
忠
実
な
る
を
旨
と
し
、
不
審
の
箇
所
が
あ
っ
て
も
、

み
だ
り
に
こ
れ
を
改
め
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

五
、
反
復
記
号
な
ど
は
原
則
と
し
て
可
能
な
限
り
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

六
、
頭
注
は
、
底
本
の
該
当
す
る
箇
所
に
可
能
な
限
り
忠
実
に
記
し
た
。

七
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
本
文
の
特
質
を
考
え
る
一
助
と
し
て
、
錯
簡
修
正
以

前
と
し
て
は
最
も
水
準
が
高
い
校
合
本
文
の
一
つ
で
あ
る
群
書
類
従

本
と
の
校
異
を
欄
外
に
示
し
た
。
た
だ
し
、
教
科
書
に
ふ
さ
わ
し
く
、

 
 
 

和
文 

第
三
帙

第
壹
帙 

定
価
金
五
十
銭

第
二
帙 

定
価
金
五
十
銭

第
三
帙 

定
価
金
五
十
銭

第
四
帙 

定
価
金
五
十
銭

第
五
帙 

（
マ
マ
）
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定
家
仮
名
遣
い
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
あ
ら
た
め
た
箇
所
や
漢
字
の

送
り
仮
名
を
加
え
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
か
え
っ
て
煩
雑
な
印
象
を
与

え
る
こ
と
を
怖
れ
、
異
同
は
記
さ
な
か
っ
た
。
該
当
す
る
箇
所
が
な
い

場
合
は
「
ナ
シ
」
と
表
記
し
た
。
ま
た
、
そ
の
異
同
箇
所
に
つ
い
て
必

要
に
応
じ
て
定
家
筆
御
物
本
の
校
異
を
併
せ
て
付
記
し
た
。
略
号
は
、

﹇
御
］
と
す
る
。
群
書
類
従
本
と
御
物
本
と
の
異
同
で
和
文
教
科
書
本

文
の
字
句
が
略
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
空
欄
と
し
、

〰

を
付
し
て
こ
れ

を
示
し
た
。
な
お
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
文
は
錯
簡
の
生
じ
た
本
文

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
現
行
の
錯
簡
修
正
後
の
本
文
の
順
番
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
①
～
⑭
の
通
し
番
号
を
付
す
と
と
も
に
、
現

行
の
正
し
い
続
き
具
合
を
注
記
す
る
こ
と
で
、
理
解
の
助
け
と
し
た
。
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和
文
教
科
書
更
科
日
記
六
巻 

 
 
 
 
 
 
 
 

」（
表
紙
）

 
 
 

（
白
紙
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」（
見
返
し
）

和
文
教
科
書 

六
之
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美
濃 

源
歌
子 

編
輯

 
 
 

更
科
日
記1 

 
 
 
 
 
 

菅
原
孝
標
女

東
路
の
、
道
の
は
て
よ
り
も
、
な
ほ
、
お
く
つ
か
た
に
、
お
ひ

い
で
た
る
人
、
い
か
ば
か
り
か
は
、
あ
や
し
か
り
け
む
を
、

い
か
に
、
思
ひ
は
じ
め
け
る
こ
と
に
か
、
世
の
中
に
、
物
が

た
り
と
い
ふ
物
の
、
あ
ん
な
る
を
、
い
か
で
、
見
ば
や
と
お

も
ひ
つ
ゝ
、
つ
れ
〴
〵
な
る
ひ
る
ま
、
よ
ひ
ゐ
な
ど
に2、
姉
継

母
な
ど
や
う
の
、
人
々
の
、
そ
の
物
が
た
り
、
か
の
物
が
た

り
、
光
る
源
氏
の
、
あ
る
や
う
な
ど
、
と
こ
ろ
〴
〵
、
か
た
る
を

1　

さ
ら
し
な
日
記 

 

﹇
御
］
更
級
日
記

2　

に 

ナ
シ

此
日
記
は
、
誤
脱	

多
く
、異
本
ど
も
、	

か
れ
こ
れ
見
あ	

は
せ
た
り
し
か	

ど
も
、
猶
こ
は
と	

い
ふ
べ
き
は
、
見	

い
で
ね
ど
も
、
此	

頃
の
、
文
章
の
す	

が
た
を
見
ん
に	

は
、
便
り
と
も
な	

り
ぬ
べ
け
れ
ば	

と
て
、
斯
く
は
、
編	

み
入
れ
た
る
な	

り
。

」（
一
・
オ
）

聞
く
に
、
い
と
ゞ
ゆ
か
し
さ
ま
さ
れ
ど
、
わ
が
思
ふ
ま
ゝ

に
、
そ
ら
に
、
い
か
で
か
、
お
ぼ
え
か
た
ら
む
。
い
み
じ
く
心

も
と
な
き
ま
ゝ
に
、
と
う
し
ん
に
、
薬
師
仏
を
つ
く
り

て
、
手
あ
ら
ひ
な
ど
し
て
、
人
ま
に
、
み
そ
か
に
い
り
つ
ゝ
、

京
に
、
と
く
あ
げ
た
ま
ひ
て
、
物
が
た
り
の
多
く
さ
ぶ
ら

ふ
な
る
、
あ
る
か
ぎ
り
、
見
せ
給
へ
と
、
身
を
す
て
ゝ
、
ぬ
か

を
つ
き
、
祈
り
申
す
ほ
ど
に
、
十
三
に
な
る
年
、
の
ぼ
ら
ん

と
て
、
九
月
三
日
、
か
ど
て
し
て
、
い
ま
た
ち
と
い
ふ
、
所
に

う
つ
る
。
年
ご
ろ
、
遊
び
な
れ
つ
る
所
を
、
あ
ら
は
に
、
こ
ぼ

ち
ち
ら
し
て
、
た
ち
騒
ぎ
て
、
日
の
い
り
ぎ
は
の
、
い
と
す

ご
く
、
霧
り
わ
た
り
た
る
に
、
車
に
の
る
と
て
、
う
ち
見
や
り

た
れ
ば
、
人
ま
に
は
、
参
り
ゝ
、
ぬ
か
を
つ
き
し
、
薬
師
仏

さ
ぶ
ら
ふ
な
る	

の
下
に
は
、
を8

文	

字
の
あ
る
べ
き	

を
省
け
り
。

」（
一
・
ウ
）
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の
、
立
ち
た
ま
へ
る
を
、
見
す
て
奉
る
、
悲
し
く
て
、
人
し
れ

ず
、
う
ち
な
か
れ
ぬ
。
か
ど
て
し
た
る
所
は
、
め
ぐ
り
な
ど

も
な
く
て
、
か
り
そ
め
の
か
や
屋
の
、
蔀
な
ど
も
な
し
。
す

だ
れ
か
け
、
幕
な
ど
ひ
き
た
り
。
南
ハ
は
る
か
に
、
野
の
か

た
見
や
ら
る
。
東
西
は
、
海
近
く
て
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。
夕

霧
た
ち
渡
り
て
、
い
み
じ
う
お
か
し
け
れ
ば
、
あ
さ
い
な

ど
も
せ
ず
。
か
た
〴
〵
見
つ
ゝ
、
こ
ゝ
を
た
ち
な
ん
こ
と
も
、

あ
は
れ
に
か
な
し
き
に
、
同
じ
月
の
十
五
日
、
雨
か
き
く

ら
し
ふ
る
に
、
さ
か
ひ
を
い
で
ゝ
、
下
野3
の
国
の
、
い
か
た

と
い
ふ
所
に
、
と
ま
り
ぬ
。
家4
な
ど
も
、
う
き
ぬ

5〰

ば
か
り
に
、

3　

下
野 

 

﹇
御
］
し
も
つ
け

4　
﹇
御
］
い
ほ

5　

る

見
す
て
奉
る
の	

下
に
は
、
が8

文
字	

の
あ
る
べ
き
を
、	

省
け
り
。

」（
二
・
オ
）

雨
ふ
り
な
ど
す
れ
ば
、
お
そ
ろ
し
く
て
、
い
も
ね
ら
れ
ず
。

野
中
に
、
岡6
だ
ち
た
る
所
に
、
た
ゞ
木
ぞ
三
つ
た
て
る
。7〰

〰

其

日
は
、
雨
に
ぬ
れ
た
る
物
ど
も
ほ
し
、
国
に
た
ち
お
く
れ

た
る
、
人
々
ま
つ
と
て
、
そ
こ
に
、
日
を
く
ら
し
つ
。
十
七
日

の
つ
と
め
て
た
つ
。
昔
、
下
総
の
国
に
、
ま
の
ゝ
長
と
い
ふ

人
、
住
み
け
り
。
引
布
も8
、
千
む
ら
万
む
ら
、
お
ら
せ
、
さ
ら
さ

せ
け
る
が
、
家
の
跡
と
て
、
深
き
川
を
、
船
に
て
渡
る
。
昔
の
、

門
の
柱
の
、
ま
だ
残
り
た
る
と
て
、
お
ほ
き
な
る
柱
、
川
の

中
に
、
四
つ
立
て
り
。
人
々
、
歌
よ
む
を
聞
き
て
、
心
の
う
ち

に
、

6　

を
り

7　

所
に

8　
﹇
御
］
を

」（
二
・
ウ
）
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く
ち
も
せ
ぬ
、
こ
の
川
ば
し
ら
、
残
ら
ず
ば
、
昔
の
跡

を
、
い
か
で
し
ら
ま
し
、
そ
の
夜
は
、
く
ろ
ど
の
浜
と
い
ふ

所
に
、
と
ま
る
。
か
た
つ
か
た
は
、
広
浜9
な
る
所
の
、
す
な
ご
、

は
る
〴
〵
と
、
白
き
に
、
松
原
し
げ
り
て
、
月
い
み
じ
う
あ
か

き
に
、
風
の
音
も
、
い
み
じ
う
心
ぼ
そ
し
。
人
々
、
お
か
し
が

り
て
歌
よ
み
な
ど
す
る
に
、

 
 

ま
ど
ろ
ま
じ
、
こ
よ
ひ
な
ら
で
は
、
い
つ
か
み
ん
、
く

ろ
ど
の
浜
の
、
秋
の
よ
の
月
、
そ
の
つ
と
め
て
、
そ
こ
を
た

ち
て
、
下
総
の
国
と
、
武
蔵

10〰

の
境
に
て
あ
る
、
ふ
と
ゐ
川11
と

9　
﹇
御
］
山

10　
﹇
御
］
と

11　

ひ
と
井
が
は

」（
三
・
オ
）

い
ふ
、
か
が
み
の
せ
、
ま
つ
さ
と
の
、
わ
た
り
の
津
に
と
ま

り
て
、
夜
ひ
と
よ
、
舟
に
て
、
か
ず
〳

1〵2
物
な
ど
わ
た
す
。
乳
母

な
る
人
は
、
男
な
ど
も
、
な
く
な
し
て
、
さ
か
ひ
に
て
、
子
う

み
た
り
し
か
ば
、
は
な
れ
て
、
べ
ち
に
の
ぼ
る
。
い
と
恋
ひ

し
け
れ
ば
、
い
か
ま
ほ
し
く
思
ふ
に
、
せ
う
と
な
る
人
、
い

だ
き
て
、
ゐ
て
い
き
た
り
。
み
な
人
は
、
仮
初
の
、
か
り
や
な

ど
い
へ
ど
、
風
す
さ13
ま
じ
く
、
ひ
き
わ
た

14〰

な
ど
も15
、
し
な
ど

し
た
る
に
、
こ
れ
は
、
男
な
ど
も
そ
は
ね
ば
、
い
と
て
は
な

ち
に
、
あ
ら
〳
〵
し
げ
に
て
、
苫
と
い
ふ
も
の
を
、
ひ
と
へ
、
打

12　

か
つ
〳
〵 

 

﹇
御
］
か
つ
〴
〵

13　
﹇
御
］
く

14　
﹇
御
］
し

15　

も 
ナ
シ 

 

﹇
御
］
も 

ナ
シ

」（
三
・
ウ
）
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ふ
き
た
れ
ば
、
月
残
り
な
く
、
さ
し
入
り
た
る
に
、
紅
の
き

ぬ
、
う
へ
に
き
て
、
打
な
や
み
て
ふ
し
た
る
。
月
影
、
さ
や
う

の
人
に
は
、
こ
よ
な
く
過
ぎ
て
、
い
と
白
く
、
清
げ
に
て
、
珍

ら
し
と
思
ひ
て
、
か
き
な
で
つ
ゝ
、
う
ち
泣
く
を
、
い
と
あ

は
れ
に
、
見
す
て
が
た
く
思
へ
ど
、
急
ぎ
ゐ
て
、
ゆ16
か
る
ゝ

心
地
、
い
と
あ
か
ず
わ
り
な
し
。
俤
に
、
お
ぼ
え
て
、
悲
し
け

れ
ば
、
月
の
興
も
お
ぼ
え
ず
、
く
ん
じ
ふ
し
ぬ
。
つ
と
め
て
、

舟
に
車
か
き
す
ゑ
て
、
渡
し
て
、
あ
な
た
の
き
し
に
、
車
ひ

き
た
て
ゝ
、
お
く
り
に
き17
つ
る
人
々
、
こ
れ
よ
り
、
み
な
帰

り
ぬ
。
の
ぼ
る
は
、
と
ま
り
な
ど
し
て
、
い
き
別
る
ゝ
ほ
ど
、

16　

わ
か
る
ゝ
心
地 

 

﹇
御
］
い
か
る
ゝ
心
地

17　

は
へ

ふ
し
た
る
の
下	

に
は
、
を8

文
字
の	

あ
る
べ
き
を
省
け	

り
。

」（
四
・
オ
）

行
く
も
と
ま
る
も
、
み
な
な
き
な
ど
す
。
を
さ
な
心
地
に

も
、
あ
は
れ
に
み
ゆ
。
今
は
、
武
蔵
の
国
に
な
り
ぬ
。
こ
と
に
、

お
か
し
き
所
も
見
え
ず
。
浜
も
、
す
な
ご
白
く
な
ど
も
な

く
、
こ
ひ
ぢ
の
や
う
に
て
、
紫
お
ふ
と
、
聞
く
野
も
、
蘆
荻
の

み
、
高
く
お
ひ
て
、
馬
に
の
り
て
、
弓
も
た
る
す
ゑ
、
見
え
ぬ

ま
で
、
た
か
く
生
ひ
し
げ
り
て
、
中
を
わ
け
行
く
に
、
た
け

し
ば
と
い
ふ
寺
あ
り
。
は
る
か
に
、
い18
く
さ
ら
ふ

19〰

と
い
ふ
所

の
、
ろ
う
の
あ
と
の
柱
礎
な
ど
、
あ
り
。
い
か
な
る
所
ぞ
と

と
へ
ば
、
是
は
、
い
に
し
へ
、
竹
芝
と
い
ふ
さ
か
な
り
。
国
の
人

の
あ
り
け
る
を
、
火
た
き
屋
の
、
ひ
た
く
衛
士
に
、
さ
し
奉

18　

い
ゝ
さ
ら
ふ 

 

﹇
御
］
は
ゝ
さ
う

19　
﹇
御
］
な

」（
四
・
ウ
）
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り
た
り
け
る
に
、
御
前
の
庭
を
は
く
と
て
、
な
ど
や
、
苦
し

き
め
を
、
見
る
ら
ん
。
わ
が
国
に
、
七
つ
三
つ20
、
作
り
す
ゑ
た

る
酒
壷
に
、
さ
し
渡
し
た
る
ひ
た
え
の
、
ひ
さ
ご
の
、
南
風

吹
け
ば
、
北
に
な
び
き
、
北
風
ふ
け
ば
、
南
に
な
び
き
、
西
吹

け
ば
東
に
な
び
き
、
東
ふ
け
ば
、
西
に
な
び
く
を
見
て
、
か

く
て
あ
る
よ
と
、
ひ
と
り
ご
ち
、
つ
ぶ
や
き
け
る
を
、
そ
の

時
、
帝
の
御
む
す
め
、
い
み
じ
う
か
し
づ
か
れ
た
ま
ふ
、
た
ゞ

ひ
と
り
、
御
簾
の
き
は
に
、
立
い
で
た
ま
ひ
て
、
柱
に
よ
り

か
か
り
て
、
御
覧
ず
る
に
、
此
男
の
、
か
く
ひ
と
り
ご
つ
を
、

い
と
情
れ
に
、
い
か
な
る
ひ
さ
ご
の
、
い
か
に
靡
く
ら
ん

20　

七
三 

 

﹇
御
］
七
三

ひ
た
え
は
、
直
柄	

に
て
、
す
ぐ
に
す	

げ
た
る
、
柄
な
り	

と
ぞ
。

」（
五
・
オ
）

と
、
い
み
じ
う
、
ゆ
か
し
く
お
ぼ
さ
れ
け
れ
ば
、
み
す
お
し

あ
け
て
、
あ
の
男
、
こ
ち
よ
れ
と
、
め
し
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま

り
て
、
高
欄
の
つ
ら
に
、
ま
ゐ
り
た
り
け
れ
ば
、
い
ひ
つ
る

こ
と
、
今
ひ
と
か
へ
り
、
我
に
い
ひ
て
、
聞
か
せ
よ
と
仰
せ

け
れ
ば
、
酒
壺
の
事
を
、
い
ま
ひ
と
か
へ
り
ま
う
し
け

れ
ば
、
我
ゐ
て
い
き
て
、
見
せ
よ
。
さ
い
ふ
や
う
あ
り
と
、
仰

せ
ら
れ
け
れ
ば
、
か
し
こ
く
お
そ
ろ
し
く21
、
思
ひ
け
れ
ど

さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む
、
お
ひ
奉
り
て
く
だ
る
に
、
び22

ん
な
く
、
人
お
ひ
て
来
ら
む
と
お
も
ひ
て
、
そ
の
夜
、
瀬
多

の
橋
の
も
と
に
、
此
宮
を
、
す
ゑ
奉
り
、
せ
た
の
橋
を
、
ひ
と

21　
﹇
御
］
と

22　
﹇
御
］
ろ
ん
な
く

」（
五
・
ウ
）
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ま
ば
か
り
こ
ほ
ち
て
、
そ
れ
を
と
び
こ
し
て
、
こ
の
宮
を
、

か
き
お
ひ
奉
り
て
、
七
日
、
七
夜
と
い
ふ
に
、
武
蔵
の
国
に
、

い
き
つ
き
け
り
。
帝
、
后
、
み
こ
う
せ
た
ま
ひ
ぬ
と
、
お
ぼ
し

ま
ど
ひ
、
も
と
め
た
ま
ふ
に
、
武
蔵
の
国
の
、
衛
士
の
男
な

ん
、
い
と
か
う
ば
し
き
も
の
を
、
頭
に
ひ
き
か
け
て
、
と
ぶ

や
う
に
逃
げ
ゝ
る
と
、
ま
う
し
い
で
ゝ
、
こ
の
男
を
、
尋
ぬ

る
に
な
か
り
け
り
。
ろ
ん
な
く
、
も
と
の
国
に
こ
そ
、
行
く

ら
め
と
、
お
ほ
や
け
よ
り
、
使
ひ
く
だ
り
て
お
ふ
に
、
せ
た

の
橋
の
こ
ぼ
れ
て
、
え
行
き
や
ら
ず
。
三
月
と
い
ふ
に
、
武

蔵
の
国
に
、
い
き
つ
き
て
、
こ
の
男
を
尋
ぬ
る
に
、
此
皇
子
、

お
ほ
や
け
づ
か
ひ
を
め
し
て
、
わ
れ
、
さ
る
べ
き
に
や
有

り
け
ん
、
こ
の
男
の
家
、
ゆ
か
し
く
て
、
ゐ
て
往
け
と
い
ひ

逃
げ
ゝ
る
の
下	

に
は
、
よ8

文
字
の	

あ
る
べ
き
を
省	

け
り
。

」（
六
・
オ
）

し
か
ば
、
ゐ
て
来
た
り
。
い
み
じ
く
、
こ
ゝ
、
あ
り
よ
く
お
ぼ

ゆ
。
こ
の
男
、
罪23
し
れ
う
ぜ
ら
れ
ば
、
我
は
い
か
に24
あ
れ
と
、

こ
れ
も
、
さ
き
の
世
に
、
此
国
に
、
跡
を
た
る
べ
き
、
す
く
せ

こ
そ
あ
り
け
め
。
は
や
帰
り
て
、
お
ほ
や
け
に
、
此
よ
し
を

奏
せ
よ
と
、
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
い
は
ん
か
た
な
く
て
、
の

ほ
り
て
、
帝
に
、
か
く
な
ん
有
り
つ
る
と
、
奏
し
け
れ
ば
、
い

ふ
か
ひ
な
し
。
そ
の
男
を
、
つ
み
し
て
も
、
今
は
此
宮
を
と

り
か
へ
し
、
都
に
、
か
へ
し
奉
る
べ
き
に
も
、
あ
ら
ず
。
た
け

し
ば
の
男
に
、
い
け
ら
ん
世
の
か
ぎ
り
、
武
蔵
の
国
を
、
あ
づ

け
と
ら
せ
て
、
お
ほ
や
け
ご
と
も
な
さ
せ
じ
。
た
ゞ
、
宮
に
、

23　

罪
し
に
う
せ
ら
れ
ば
。

24　

て 
 

﹇
御
］
て

い
か
に
と
あ
れ
と	

は
、一
本
に
、
い
か	

て
あ
れ
と
と
も	

あ
れ
ど
も
、
事
の	

意
き
こ
え
が
た	

し
。
前
後
に
脱
文	

あ
る
べ
し
。

」（
六･

ウ
）
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そ
の
国
を
、
あ
づ
け
奉
ら
せ
た
ま
ふ
よ
し
の
、
宣
旨
、
下
り

に
け
れ
ば
、
此
家
を
、
内
裡
の
ご
と
く
、
造
り
て
、
す
ま
せ
奉

り
け
る
家
を
、
宮
な
ど
、
う
せ
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
寺
に
な

し
た
る
を
、
た
け
し
ば
寺
と
い
ふ
な
り
。
そ
の
宮
の
、
う
み

た
ま
へ
る
こ
ど
も
は
、
や
が
て
武
蔵
と
い
ふ
姓
を
、
え
て

な
ん
あ
り
け
る
。
そ
れ
よ
り
後
、
火
た
き
や
に
、
女
は
ゐ
る

な
り
と
か
た
る
。
野
山
、
蘆
荻
の
中
を
、
分
く
る
よ
り
外
の

こ
と
な
く
て
、
む
さ
し
と
、
さ
が
み
と
の
中
に
、

25〰
〰

あ
す
た

川
26〰

〰
〰

あ27
り
。
在
五
中
将
の
、
い
ざ
こ
と
と
は
む
と
よ
み
け

る
、
わ
た
り
な
り
。
中
将
の
集
に
は
、
す
み
だ
川
と
あ
り
。
舟

25　

有
て 

 

﹇
御
］
ゐ
て

26　

と
い
ふ 

 

﹇
御
］
と
い
ふ

27　

あ
り 

ナ
シ 

 

﹇
御
］
あ
り 

ナ
シ

す
ま
せ
奉
り
け
る	

家
を
の
、
家8

は
、	

誤
り
な
ら
ん
。
な	

く
て
、
よ
き
所
な	

り
。

」（
七
・
オ
）

に
て
わ
た
り
ぬ
れ
ば
、
相
模
の
国
に
な
り
ぬ
。
に
し
と
み

と
い
ふ
所
の
山
、
ゑ
よ
く
か
き
た
ら
ん
、
屏
風
を
、
た
て
並

べ
た
ら
ん
や
う
な
り
。
か
た
つ
か
た
は
、
海
浜
の
さ
ま
も
、

よ
せ
か
へ
る
、
波
の
け
し
き
も
、
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
し
。

も
ろ
こ
し
河
原
と
い
ふ
所
も
、
す
な
ご
の
、
い
み
じ
う
白

き
を
、
二
日
三
日
ゆ
く
。
夏
は
、
倭
な
で
し
こ
の
、
濃
く
薄
く
、
錦

を
ひ
け
る
や
う
に
な
ん
、
咲
き
た
る
。
こ
れ
は
、
秋
の
末
な

れ
ば
、
見
え
ぬ
と
い
ふ
に
、
な
ほ
、
所
々
は
、
打
こ
ぼ
れ
つ
ゝ
、

あ
は
れ
げ
に
、
咲
き
わ
た
れ
り
。
も
ろ
こ
し
河
原
に
、
倭
な

で
し
こ
し
も
、
咲
き
け
ん
こ
そ
な
ど
、
人
々
を
お
か
し
が
る
。

足
利
山
と
い
ふ
は
、
四
五
日
か
ね
て
、
お
そ
ろ
し
げ
に
、
く

ら
が
り
渡
れ
り
。
や
う
〳
〵
い
り
た
つ
、
麓
の
ほ
ど
に
、
空
の
け

」（
七
・
ウ
）

見
え
ぬ
の
ぬ8

は
、	

ず8

の
あ
や
ま
り	

な
る
べ
し
。
ぬ8

に	
て
は
、
て
に
を
は	

調
ひ
が
た
し
。
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し
き
、
は
か
〴
〵
し
く
も
見
え
ず
。
え
も
い
は
ず
、
し

げ
り
わ
た
り
て
、
い
と
怖
ろ
し
ろ
し
げ
な
り
。
麓
に
や
ど
り
た

る
所28
に
、
月
も
な
く
、
暗
き
夜
の
、
や
み
に
ま
ど
ふ
や
う
な

る
に
、
あ
そ
び
三
人
、
い
づ
く
よ
り
と
も
な
く
、
出
で
来
た

り
。
五
十
ば
か
り
な
る
ひ
と
り
、
二
十
ば
か
り
な
る
、
十
四

五
な
る
と
あ
り
。
庵
の
ま
へ
に
、
か29
ら
か
さ
を
さ
ゝ
せ
て
、

居
ゑ
た
り
。
男
ど
も
、
火
を
と
も
し
て
見
れ
ば
、
昔
こ
ば
た

と
い
ひ
け
ん
が
ま
ご
と
い
ふ
。
髪
い
と
長
く
、
ひ
た
ひ
、
い

と
よ
く
か
ゝ
り
て
、
色
白
く
、
き
た
な
げ
な
く
て
、
さ
て
も

有
り
ぬ
べ
き
、
下
づ
か
へ
な
ど
に
て
も
、
あ
り
ぬ
べ
し
な

28　
﹇
御
］
所 

ナ
シ

29　

傘

※ 
  

頭
注 

訂
正
再
版
本 

ナ
シ

」（
八･

オ
）

ま
ご
と
い
ふ
の	

下
に
は
、
脱
文
あ	

る
べ
し
。
も
の
と	

い
ふ
語
ど
も
を	

や
、
添
ふ
べ
か
ら	

ん
。

※

ど
、
人
々
あ
は
れ
が
る
に
、
声
、
す
べ
て
似
る
も
の
な
く
、

空
に
す
み
の
ぼ
り
て
、
め
で
た
く
、
歌
を
う
た
ふ
。
人
々
、
い

み
じ
う
憐
れ
が
り
て
、
け
ぢ
か
く
て
、
人
々
、
も
て
興
ず

る
に
、
西30
国
の
あ
そ
び
は
、
え
か
ゝ
ら
じ
な
ど
、
い
ふ
を
聞

き
て
、
難
波
わ
た
り
に
く
ら
ぶ
れ
ば
と
、
め
で
た
く
う
た

ひ
た
り
。
見
る
め
の
い
と
き
た
な
げ
な
き
に
、
声
さ
へ
、
似

る
物
な
く
歌
ひ
て
、
さ
ば
か
り
、
恐
ろ
し
げ
な
る
山
中
に
、

た
ち
て
行
く
を
、
人
々
、
あ
か
ず
思
ひ
て
、
皆
泣
く
を
、
幼
な

き
心
地
に
は
、
ま
し
て
、
此
や
ど
り
を
、
た
ゝ
ん
こ
と
さ
へ
、
あ

か
ず
お
ぼ
ゆ
。
ま
た
、
暁
よ
り
、
足
柄
を
こ
ゆ
。
ま
い
て
、
山
の

30　

こ
し

」（
八
・
ウ
）
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中
の
お
そ
ろ
し
げ
な
る
事
、
い
は
む
か
た
な
し
。
雲
は
、
あ

し
の
下
に
ふ
ま
る
。
山
の
な
か
ら
ば
か
り
の
、
木
の
下
の
、

わ
づ
か
な
る
に
、
あ
ふ
ひ
の
、
た
ゞ
み31
す
ぢ
ば
か
り
あ
る

32〰

、

世
ば
な
れ
て
、
か
か
る
山
中
に
し
も
、
生
ひ
け
ん
よ
と
、
人

々
あ
は
れ
が
る
。
水
は
、
そ
の
山
に
、
三
所
に33
流
れ
た
る
。
か

ら
う
じ
て
越
え34
い
で
ゝ
、
関
山
に
と
ど
ま
り
ぬ
。
こ
れ
よ
り
は
、

駿
河
な
り
。
よ
こ
は
し
り
の
、
関
の
か
た
は
ら
に
、
岩
つ
ぼ

と
い
ふ
、
と
こ
ろ
あ
り
。
え
も
い
は
ず
、
お
ほ
き
な
る
石
の
、

よ
は
う
な
る
中
に
、
穴
の
あ
き
た
る
中
よ
り
、
い
づ
る
水

31　

み 

ナ
シ

32　
﹇
御
］
な

33　
﹇
御
］
を

34　

越
へ
て
〳
〵
ゝ

あ
る
の
下
に
は
、	

を8

文
字
の
あ
る	

べ
き
を
、省
け
り
。

流
れ
た
る
の
下
に	

も
、
を8

文
字
の	

あ
る
べ
き
省	

け
り
。

」（
九
・
オ
）

の
、
き
よ
く
つ
め
た
き
事
か
ぎ
り
な
し
。
富
士
の
山
は
、
此

国
な
り
。
わ
が
生
ひ
出
で
し
、
国
に
て
は
、
西
お
も
て
に
、
見

え
し
山
な
り
。
そ
の
山
の
さ
ま
、
い
と
世
に
見
え
ぬ
さ
ま

な
り
。
さ
ま
こ
と
な
る
、
山
の
す
が
た
の
、
こ
ん
じ
や
う
を
、

ぬ
り
た
る
や
う
な
る
に
、
雪
の
、
消
ゆ
る
世
も
な
く
、
つ
も

り
た
れ
ば
、
色
こ
き
き
ぬ
に
、
し
ろ
き
衵
、
き
た
ら
ん
や
う

に
見
え
て
、
山
の
い
た
だ
き
の
、
す
こ
し
た
ひ
ら
ぎ
た
る

よ
り
、
烟
は
、
立
ち
の
ぼ
る
。
夕
暮
は
、
火
の
、
も
え
た
つ
も
見

ゆ
。
清
見
が
関
は
、
か
た
つ
か
た
は
、
海
な
る
に
、
関
屋
ど
も
、

あ
ま
た
有
り
て
、
海
ま
で
、
く
き
ぬ
き
し
た
り
。
け
ぶ
り
あ

ふ
に
や
あ
ら
む
、
清
見
が
関
の
、
波
も
た
か
く
な
り
ぬ
べ

し
。
お
も
し
ろ
き
事
、
か
ぎ
り
な
し
。
田
籠
の
浦
は
、
波
た

」（
九
・
ウ
）
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か
く
て
、
船
に
て
こ
ぎ
め
ぐ
る
。
大
井
川
と
い
ふ
、
渡
り
あ

り
。
水
の
、
世
の
常
な
ら
ず
、
す
り
こ
な
ど
を
こ
く
て
な
が

し
た
ら
ん
や
う
に
、
白
き
水
、
は
や
く
な
が
れ
た
り
。
ふ
じ

川
と
い
ふ
は
、
富
士
の
山
よ
り
、
落
ち
た
る
水
な
り
。
そ
の

国
の
人
の
、
出
で
ゝ
か
た
る
や
う
、
ひ
と
と
せ
頃
、
物
に
ま
か

り
た
り
し
に
、
い
と
あ
つ
か
り
し
か
ば
、
此
水
の
つ
ら
に
、

や
す
み
つ
ゝ
、
見
れ
ば
、
川
上
の
か
た
よ
り
、
黄
な
る
も
の

流
れ
き
て
、
物
に
つ
き
て
、
と
ゞ
ま
り
た
る
を
見
れ
ば
、
ほ

ぐ
な
り
。
と
り
あ
げ
て
見
れ
ば
、
黄
な
る
紙
に

35〰

し
て
、
濃
く

う
る
は
し
く
か
ゝ
れ
た
り
。
あ
や
し
く
て
見
れ
ば
、
来
年
、

35　

に 
 

﹇
御
］
に

」（
十
・
オ
）

な
る
べ
き
国
ど
も
を
、
除
目
の
こ
と
、
み
な
か
き
て
、
此
国
、

来
年
あ
く
べ
き

36〰

に37
も
、
か
み
な
し
て
、
又
そ
へ
て
、
二
人
を

な
し
た
り
。
怪
し
あ
さ
ま
し
と
思
ひ
て
、
と
り
上
げ
て
、
ほ

し
て
を
さ
め
た
り
し
を
、
か
へ
る
年
の
つ
か
さ
め
し
に
、

こ
の
文
に
、
か
ゝ
れ
た
り
し
、
ひ
と
つ
た
が
は
ず
、
此
国
の
、

守
と
あ
り
し
ま
ゝ
な
る
を
、
三
月
の
う
ち
に
、
な
く
な
り

て
、
又
、
な
り
か
は
り
た
る
も
、
こ
の
傍
ら
に
、
か
き
つ
け
ら

れ
た
り
し
、
人
な
り
。
か
ゝ
る
こ
と
な
む
有
り
し
。
来
年
の
、

司
め
し
な
ど
は
、
こ
と
し
、
此
山
に
、
そ
こ
ば
く
の
か
み
〴
〵
、

あ
つ
ま
り
て38
、
な
い
た
ま
ふ
な
り
け
り
と
、
見
た
ま
へ
し
、

36　

事

37　

に 

ナ
シ

38　

て 
ナ
シ

か
み
な
し
て
は
、	

守
な
く
て
を
、
写	

し
誤
れ
る
に
も	

や
あ
ら
ん
か
。
此	

わ
た
り
、
誤
脱
あ	

る
べ
し
。

」（
十
・
ウ
）
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珍
ら
か
な
る
事
に
、
さ
ぶ
ら
ふ
と
か39
た
る
。
ぬ
ま40
じ
り
と

い
ふ
所
も
、
す
が
〳
〵
と
す
ぎ
て
、
い
み
じ
く
煩
ひ
出
で
ゝ
、

遠
江
に
か
か
る
。
小
夜
の
中
山
な
ど
、
越
え
け
ん
ほ
ど
も

お
ぼ
え
ず
。
い
み
じ
く
、
く
る
し
け
れ
ば
、
天
龍
と
い
ふ
、
川

の
つ
ら
に
、
仮
屋
つ
く
り
ま
う
け
た
り
け
れ
ば
、
そ
こ
に

て
、
日
ご
ろ
、
す
ぐ
る
ほ
ど
に
ぞ
、
や
う
〳
〵
を
こ
た
る
。
冬
深

く
な
り
た
れ
ば
、
河
風
、
烈
し
く
吹
き
上
げ
つ

4ゝ1
、
た
へ
が

た
く
お
ぼ
え
け
り
。
そ
の
わ
た
り
し
つ42
ゝ
、
浜
名
の
橋
に

つ
い
た
り
。
浜
名
の
橋
、
く
だ
り
し
時
は
、
黒
木
を
渡
し
た

39　

語
り
ぬ

40　

ま
し
も

41　

て

42　
﹇
御
］
し
て

」（
十
一
・
オ
）

渡
し
た
り
し
の	

下
に
は
、
が8

文
字	

の
あ
る
べ
き
を	

省
け
り
。

り
し
、
此
度
は
、
あ
と
だ
に
見
え
ね
ば
、
舟
に
て
わ
た
る
。
入

江
に
渡
り
し
橋
な
り
。
と
の
海
は
、
い
と
い
み
じ
く
あ
ら

く
、
波
高
く
て
、
入
江
の
い
た
づ
ら
な
る
す
ど
も
に
、
こ
と

物
も
な
く
、
松
原
の
、
茂
れ
る
中
よ
り
、
浪
の
よ
せ
か
へ
る

も
、
い
ろ
〳
〵
の
、
玉
の
や
う
に
見
え
、
ま
こ
と
に
、
松
の
末

よ
り
、
波
は
、
こ
ゆ
る
や
う
に
見
え
て
、
い
み
じ
く
お
も
し

ろ
し
。
そ
れ
よ
り
か
み
は
、
井
の
は
な
と
い
ふ
、
さ
か
の
、
え

も
い
は

43〰

ず
わ
び
し
き
を
、
の
ぼ
り
ぬ
れ
ば
、
三
河
の
国

の
、
高
師
の
浜44
と
い
ふ

45〰

。
や
つ46
は
し
は
、
な
の
み
し
て
、
橋
の

43　

い
は
れ

44　

山

45　

は

46　

や
つ 
ナ
シ

渡
り
し
は
、
一	

本
に
は
、
渡
せ
し	

と
も
あ
る
を
、
み	

れ
ば
、
渡
せ
り
し

と
あ
り
し
を
、
誤	

写
せ
し
に
や
。

」（
十
一
・
ウ
）
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か
た
も
な
く
、
な
に
の
見
所
も
な
し
。
二
村
山
の
中
に
、
と

ま
り
た
る
夜
、
大
き
な
る
柿
の
木
の
下
に
、
庵
を
つ
く
り

た
れ
ば
、
夜
ひ
と
よ
、
庵
の
う
へ
に
、
か
き
の
、
落
ち
か
ゝ
り

た
る
を
、
人
々
ひ
ろ
ひ
な
ど
す
。
宮
ぢ
の
山
と
い
ふ
所
、
こ

ゆ
る
ほ
ど
、
十
月
晦
日
な
る
に
、
紅
葉
し
て
、
さ
か
り
な
り
。

 
 

嵐
こ
そ
、
吹
き
こ
ざ
り
け
れ
、
宮
ぢ
山
、
ま
だ
も
み
ぢ

ば
の
、
ち
ら
で
の
こ
れ
る
、
三
河
と
尾
張
と
な
る
、
し
か
す

が
の
わ
た
り
、
げ
に
、
お
も
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
べ
く
、
お
か
し
。

尾
張
の
国
な
る
、
み
の
浦
を
過
ぐ
る
に
、
夕
し
ほ
、
た
ゞ
、
み

ち
に
み
ち
て
、
こ
よ
ひ
、
宿
か
ら
ん
も
、
ち
う
げ
ん
に
、
し
ほ

み
ち
き
な
ば
、
こ
ゝ
を
も
過
ぎ
じ
と
、
あ
る
か
ぎ
り
、
走
り

ま
ど
ひ
す
ぎ
ぬ
。
美
濃
の
国
な
る
さ
か
ひ
に
、
す
の
ま
た

」（
十
二
・
オ
）

と
い
ふ
わ
た
り
し
て
、
野
が
み
と
い
ふ
、
所
に
つ
き
ぬ
。
そ

こ
に
、
あ
そ
び
ど
も
い
で
来
て
、
夜
ひ
と
よ
、
歌
う
た
ふ
に

あ
し
が
ら
な
り
し
、
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
あ
は
れ
に
恋
ひ

し
き
事
、
か
ぎ
り
な
し
。
雪
降
り
、
あ
れ
ま
ど
ふ
に
、
も
の
ゝ

興
も
な
く
て
、
不
破
の
関
、
あ
つ
み
の
山
な
ど
、
こ
え
て
、
近

江
の
国
、
お
き
な
か
と
い
ふ
人
の
、
家
に
や
ど
り
て
、
四
五

日
あ
り
。
み
つ
さ
か

47〰

山
の
ふ
も
と
に
、
よ
る
ひ
る
、
し
ぐ
れ

あ
ら
れ
降
り
み
だ
れ
て
、
日
の
光
も
、
さ
や
か
な
ら
ず
。

い
み
じ
う
も
の
む
つ
か
し
。
そ
こ
を
た
ち
て
、
い
ぬ
が
み
、

か
む
ざ
き
、
や
す
く
り48
も
と
な
ど
い
ふ
所
々
、
な
に
と
な

47　
﹇
御
］
の

48　

る

あ
し
が
ら
な
り	

し
の
下
に
は
、
を8	

文
字
の
あ
る
べ	

き
を
、
省
け
り
。

」（
十
二
・
ウ
）
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く
す
ぎ
ぬ
。
湖
の
お
も
て
、
は
る
〴
〵
と
し
て
、
な
で
し
ま
、
竹

生
嶋
な
ど
い
ふ
、
所49
々
の
み
え
た
る
、
い
と
お
も
し
ろ
し
。

せ
た
の
は
し
、
み
な
く
づ
れ
て
、
わ
た
り
わ
づ
ら
ふ
。
栗
津

に
と
ゞ
ま
り
て
、
し
は
す
の
二
日
、
京
に
い
る
。
く
ら
く
い
き

つ
く
べ
し
と
、
申
の
時
ば
か
り
に
、
立
ち
て
ゆ
け
ば
、
関
ち
か

く
な
り
て
、
山
づ
ら
に
、
か
り
そ
め
な
る
、
き
り
か
け
と
い

ふ
も
の
し
た
る
、
か
み
よ
り
、
丈
六
の
仏
の
、
い
ま
だ50
、
あ
ら

づ
く
り
に
お
は
す
る
が
、
顔
ば
か
り
、
み
や
ら
れ
た
り
。
あ

は
れ
に
人
ば
な
れ
て
、
い
づ
こ
と
も
な
く
て
、
お
は
す
る

仏
か
な
と
、
う
ち
見
や
り
て
す
ぎ
ぬ
。
こ
ゝ
ら
の
、
国
々
を

49　
（
々 

ナ
シ
）
の 

 

﹇
御
］
所
の
（
々 

ナ
シ
）

50　

で

」（
十
三
・
オ
）

過
ぎ
ぬ
る
に
、
駿
河
の
清
見
が
関
と
、
相
坂
の
関
と
ば
か

り
は
、
な
か
り
け
り
。
い
と
暗
く
な
り
て
、
三
条
の
宮
の
、
西

な
る
所
に
、
つ
き
ぬ
。
ひ
ろ
〴
〵
と
あ
れ
た
る
所
の
、
過
ぎ

来51
つ
る
、
山
々
に

52〰

も
お
と
ら
ず
、
お
ほ
き
に
、
お
そ
ろ
し
げ

な
る
、
深
山
木
ど
も
の
や
う
に
て
、
母
な
く
な
り
に
し
、
め

ひ
ど
も
も
、
う
ま
れ
し
よ
り
ひ
と
つ
に
て
、
よ
る
は
、
左
右

に
ふ
し
お
き
す
る
も
、
あ
は
れ
に
、
お
も
ひ
出
で
ら
れ
な

ど
し
て
、
心
も
そ
ら
に
、
な
が
め
く
ら
さ
る
。
た
ち
ぎ
ゝ
、
か

い
ま
む
人
の
、
け
は
ひ
し
て
、
い
と
、
い
み
じ
く
物
つ
ゝ
ま

51　

来 

ナ
シ

52　

し

①
【
二
十
八
・
ウ
３ 

「
都
の
う
ち
と
も
」
に
続
く
】

⑧
【
十
七 
・
ウ
５ 

「
覚
ゆ
」
よ
り
続
く
】

」（
十
三
・
ウ
）

【
①
】【
⑧
】
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し
。
十
日
ば
か
り
あ
り
て
、
ま
か
で
た
れ
ば
、
て
ゝ
は
ゝ
、
す

び
つ
に
、
火
な
ど
お
こ
し
て
、
ま53
ち
ゐ
た
り
け
り
。
車
よ
り

お
り
た
る
を
、
う
ち
見
て
、
お
は
す
る
時
こ
そ
、
ひ
と
め
も

見
え
、
さ
ぶ
ら
ひ
な
ど
も
、
あ
り
け
れ
。
こ
の
日
ご
ろ
は
、
人

ご
ゑ
も
せ
ず
、
ま
へ
に
、
人
か
げ
も
み
え
ず
、
い
と
心
ぼ
そ

く
、
わ
び
し
か
り
つ
る
。
か
う
て
の
み
も
、
ま
ろ
が
身
を
ば
、

い
か
ゞ
せ
む
と
か
す
る
と
、
う
ち
な
く
を
見
る
も
、
い
と
か

な
し
。
つ
と
め
て
も
、
今
日
は
、
か
く
て
お
は
す
れ
ば
、
内
外
、

人
お
ほ
く
、
こ
よ
な
く
に
ぎ
は

5ゝ4
し
く
も
、
な
り
た
る
か

な
と
、
う
ち
い
ひ
て
、
む
か
ひ
ゐ
た
る
も
、
い
と
あ
は
れ
に
、

53　

た

54　

ゝ 

ナ
シ

」（
十
四
・
オ
）

わ
び
し
か
り
つ	

る
の
下
に
は
、
に8	

文
字
の
あ
る
べ	

き
を
、
省
け
り
。

な
に
の
に
ほ
ひ
の55
、
あ
る
に
か
と
、
涙
ぐ
ま
し
う
き
こ
ゆ
。

ひ
じ
り
な
ど
す
ら
、
さ
き
の
世
の
こ
と
、
夢
に
見
る
は
、
い

と
か
た
か
な
る
を
、
い
と
か
う
、
あ
と
は
か
な
い
や
う
に
、

は
か
〴
〵
し
か
ら
ぬ
心
地
に
、
夢
に
見
る
や
う
、
清
水
の
、
ら

い
堂
に
ゐ
た
れ
ば
、
別
当
と
お
ぼ
し
き
人
、
い
で
来
て
、

そ
こ
は
、
さ
き
の
生
に
、
こ
の
御
寺
の
僧
に
て
、
な
ん
あ
り

し
。
仏
師
に
て
、
仏
を
い
と
お
ほ
く
、
作
り
た
て
ま
つ
り
し
、

功
徳
に
よ
り
て
、
あ
り
し
す
ぞ
う
ま
さ
り
て
、
人
と
生
れ
た

る
な
り
。
こ
の
、
み
だ
う
の
東
に
、
お
は
す
る
丈
六
の
仏
は
、

そ
こ
の
、
作
り
た
り
し
な
り
。
は
く
を
お
し
さ
し
て
、
な
く

55　

ナ
シ

」（
十
四
・
ウ
）

な
く
な
り
に
し	

ぞ
と
の
下
に
、
い	

ふ
に
な
ど
の
文	

字
を
、
添
へ
て
聞	

く
べ
し
。
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な
り
に
し
ぞ
と
、
あ
な
い
み
じ
、
さ
は
、
あ
れ
に
、
は
く
お
し

奉
つ
ら
む
と
い
へ
ば
、
な
く
な
り
に
し
か
ば
、
こ
と
人
は
く

お
し
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
と
人
、
供
養
も
し
て
し
と
み
て

の
ち
、
清
水
に
ね
む
ご
ろ
に
参
り
仕
う
ま
つ
ら
ま
し

か
ば
、
さ
き
の
世
に
、
そ
の
み
て
ら
に
、
仏
ね
ん
じ
ま
う

し
け
ん
ち
か
ら
に
、
お
の
づ
か
ら
、
よ
う
も
、
を
が
ま
し
く

見
え
し
か
ば
、
わ
れ
は
、
か
く
て
、
と
ぢ
こ
も
り
ぬ
べ
き
ぞ

と
、
の
こ
り
な
げ
に
、
世
を
お
も
ひ
い
ふ
め
る
に
、
心
ぼ
そ

さ56
堪
へ
ず
。
東
は
、
野
の
、
は
る
〴
〵
と
あ
る
に
、
ひ
ん
が
し
の

山
ぎ
は
ゝ
、
ひ
え
の
山
よ
り
し
て
、
稲
荷
な
ど
い
ふ
山
ま

⑨
【
十
九
・
ウ
５ 

「
あ
く
れ
ば
た
ち
」 

に
続
く
】

⑥
【
二
十
八
・
ウ
３ 

「
ま
じ
ら
ひ
し
は
」
よ
り
続
く
】

56　

き

し
て
し
は
、
し
て	

き
と
い
は
で
は
、	

て
に
を
は
調
ひ	

が
た
し
。
傳
写
の	

誤
り
に
も
や

」（
十
五
・
オ
）

【
⑨
】【
⑥
】

で
、
あ
ら
は
に
見
え
わ
た
り
、
西
は
、
な
ら
び
の
岡
の
松
風
、

い
と
耳
ち
か
う
、
心
ぼ
そ
く
聞
え
て
、
内
に
は
、
い
た
ゞ
き

の
も
と
ま
で
、
田
と
い
ふ
も
の
ゝ
、
ひ
た
ひ
き
な
ら
す
、
音

な
ど
、
田
舎
の
こ
ゝ
ち
し
て
、
い
と
お
か
し
き
に
、
月
の
あ
か

き
夜
な
ど
は
、
い
と
お
も
し
ろ
き
を
な
が
め
、
あ
か
し
く

ら
す
に
、
し
り
た
り
し
人
、
さ
と
遠
く
な
り
て
、
お
と
も
せ

ず
。
便
り
に
つ
け
て
、
何
事
か
あ
ら
む
と
、
つ
た
ふ
る
人
に

お
ど
ろ
き
て
、

 
 

お
も
ひ
い
で
て
、
人
こ
そ
と
は
ね
、
山
ざ
と
の
、
ま
が

き
の
を
ぎ
に
、
秋
風
ぞ
ふ
く
、
と
い
ひ
て
や
る
。
十
月
に
な

り
て
、
京
に
う
つ
ろ
ふ
。
母
、
尼
に
な
り
て
、
お
な
じ
家
の
内

な
れ
ど
、
か
た
こ
と
に
、
す
み
は
な
れ
て
あ
り
。
て
ゝ
は
、
た
ゞ

」（
十
五
・
ウ
）
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わ
れ
を
お
と
な
に
し
す
ゑ
て
、
我
は
、
世
に
も
い
で
ま
じ

ら
は
ず
、
か
げ
に
か
く
れ
た
ら
む
や
う
に
て
、
ゐ
た
る
を

見
る
も
、
た
の
も
し
げ
な
く
、
心
ぼ
そ
く
お
ぼ
ゆ
る
に
、
き

こ
し
め
す
ゆ
か
り
あ
る
と
こ
ろ
に
、
何
と
な
く
、
つ
れ
〴
〵

に
心
ぼ
そ
く
て
、
あ
ら
ん
よ
り
は
と
め
す
を
、
こ
だ
い
の

お
や
は
、
宮
づ
か
へ
人57
は
、
い
と
う
き
こ
と
な
り
と
思
ひ

て
、
す
ぐ
さ
す
る
を
、
今
の
世
の
人
は
、
さ
の
み
こ
そ
は
、
い

で
た
て
。
さ
て
も
、
お
の
づ
か
ら
、
よ
き
た
め
し
も
あ
り
。
さ

て
も
、
こ
こ
ろ
み
よ
と
い
ふ
人
々
あ
り
て
、
し
ぶ
〳
〵
に
い

だ
し
た
て
ら
る
。
ま
づ
、
一
夜
ま
ゐ
る
。
菊
の
こ
く
う
す
き
、

57　

人 

ナ
シ

」（
十
六
・
オ
）

八
ば
か
り
に
、
こ
き
掻
練
を
、
う
へ
に
着
た
り
。
さ
こ
そ
、
物

が
た
り
に
の
み
、
心
を
入
れ
て
、
そ
れ
を
見
る
よ
り
外
に
、

ゆ
き
か
よ
ふ
る
ゐ
、
し
ぞ
く
な
ど
だ
に
、
こ
と
に
な
く
、
古

代
の
親
ど
も
の
、
か
げ
ば
か
り
に
て
、
月
を
も
、
花
を
も
、
み

る
よ
り
外
の
、
事
は
な
き
慣
ひ
に
、
立
ち
い
づ
る
ほ
ど
の

心
地
、
あ
れ
か58
に
も
あ
ら
ず
。
現
と
も
お
ぼ
え
で
、
暁
に
は

ま
か
で
ぬ
。
さ
と
び
た
る
心
地
に
は
、
な
か
〳
〵
、
定59
ま
り
た

ら
む
、
里
ず
み
よ
り
は
、
お
か
し
き
こ
と
を
も
、
見
聞
き
て
、
心

も
、
慰
み
や
せ
む
と
、
思
ふ
を
り
〳
〵
、
あ
り
し
を
、
い
と
は

し
た
な
く
、
悲
し
か
る
べ
き
事
に
こ
そ
、
あ
べ
か
め
れ
と

58　

み

59　

ま
た

」（
十
六
・
ウ
）
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思
へ
ど
、
い
か
が
せ
む
。
極
月
に
な
り
て
、
又
、
ま
ゐ
る
。
局
し

て
、
此
度
は
、
日
頃
さ
ぶ
ら
ふ
。
う
へ
に
は
、
時
々
、
よ
る
〳
〵
も

の
ぼ
り
て
、
し
ら
ぬ
人
の
中
に
、
う
ち
臥
し
て
、
つ
ゆ
ま
ど

ろ
ま
れ
ず
。
恥
か
し
う
、
物
の
つ
ゝ
ま
し
き
ま
ゝ
に
、
忍
び
て

う
ち
泣
か
れ
つ
ゝ
、
暁
に60
は
、
夜
ふ
く
お
り
て
、
ひ
く
ら

し
て
、

61〰

こ
の
老
い
衰
へ
て
、
わ
れ
を
子
と
し62
も
、
頼
も
し

か
ら
む
、
か
げ
の
や
う
に
、
思
ひ
頼
み
、
向
ひ
ゐ
た
る
に
、

恋
し
く
、
お
ぼ
つ
か
な
く
の
み
覚
ゆ
。
く
ち
ほ
し
、
い
か
に
、

よ
し
な
か
り
け
る
心
な
り
と
、
思
ひ
し
み
は
て
ゝ
、
ま
め

60　

に 

ナ
シ

61　
﹇
御
］
ゝ

62　

と

⑦
【
十
四
・
オ
１ 

「
母
な
く
な
り
に
し
」
に
続
く
】

⑫
【
二
十
一
・
オ
５ 

「
あ
な
、
物
ぐ
」
よ
り
続
く
】

」（
十
七
・
オ
）

【
⑦
】【
⑫
】

〳
〵
し
く
、
過
す
と
な
ら
ば
、
さ
て
も
、
有
り
果
て
ず
。
ま
ゐ

り
そ
め
し
所
に
も
、
か
く
、
か
き
籠
り
ぬ
る
を
、
ま
こ
と
と

も
、
お
ぼ
し
め
し
た
ら
ぬ
さ
ま
に
、
人
々
も
つ
げ
、
絶
え
ず
、

め
し
な
ど
す
る
中
に
も
、
わ
ざ
と
め
し
て
、
わ
か
い
人
、
参

ら
せ
よ
と
、
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
え
さ
ら
ず
、
出
だ
し
た
つ
る

に
ひ
か
さ
れ
て
、
又
、
時
々
い
で
だ
て
ど
、
過
ぎ
に
し
方
の

や
う
な
る
、
あ
い
な
だ
の
み
の
、
心
を
ご
り
を
だ
に
、
す
べ

き
や
う
も
な
く
て
、
さ
す
が
に
、
若
い
人
に
ひ
か
れ
て
、
を

り
〳
〵
、
さ
し
出
づ
る
に
も
、
馴
れ
た
る
人
は
、
こ
よ
な
く
、
何

事
に
つ
け
て
も
、
あ
り
つ
き
が
ほ
に
、
我
は
、
い
と
、
わ
か
う

ど
に
有
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
又
、
お
と
な
に
せ
ら
る
べ

」（
十
七
・
ウ
）
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き
、
お
ぼ
え
も
な
く
、
時
々
の
ま
ら
う
と
に
、
さ
し
は
な
た63

れ
て
、
す
ゞ
ろ
な
る
や
う
な
れ
ど
、
ひ
と
へ
に
、
そ
な
た
一

つ
を
、
頼
む
べ
き
な
ら
ね
ば
、
我
よ
り
増
る
、
人
あ
る
も
、
羨

ま
し
く
も
あ
ら
ず
。
な
か
〳
〵
心
易
く
お
ぼ
え
て
、
さ
る
べ

き
折
節
、
ま
ゐ
り
て
、
つ
れ
〴
〵
慰64
む
べ
き
人
と
、
物
語
り
な

ど
し
て
、
愛
た
き
こ
と
ど
も
、
お
か
し
く
、
お
も
し
ろ
き
折

々
も
、
我
身
は
、
か
や
う
に
た
ち
交
り
、
い
た
く
人
に
も
、
み

し
ら
れ
む
に
も
、
憚
り
あ
ん
べ
け
れ
ば
、
た
ゞ
大
方
の
事

に
の
み
、
聞
き
つ
ゝ
過
ぐ
す
に
、
内
の
御
供
に
参
り
た
る

を
り
、
有
明
の
月
、
い
と
あ
か
き
に
、
わ
が
ね
ん
じ
申
す
、
天

63　

た 

ナ
シ

64　
﹇
御
］
な
る
さ
ん
へ
き
人

」（
十
八
・
オ
）

照
御
神
は
、
内
に
ぞ
、
在
し
ま
す
な
る
か
し
。
か
ゝ
る
を
り

に
参
り
て
、
を
が
み
奉
ら
ん
と
思
ひ
て
、
四
月
ば
か
り
の
、

月
の
明
か
き
に
、
い
と
忍
び
て
参
り
た
れ
ば
、
は
か
せ
の

命
婦
は
、
し
る
便
り
あ
れ
ば
、
と
う
ろ
の
火
の
、
い
と
ほ
の

か
な
る
に
、
あ
さ
ま
し
く
、
お
い
神
さ
び
て
、
さ
す
が
に
、
い

と
よ
う
、
物
な
ど
い
ひ
ゐ
た
る
が
、
人
と
も
お
ぼ
え
ず
。
神

の
あ
ら
は
れ
給
へ
る
か
と
、
お
ぼ
ゆ
。
又
の
夜
も
、
月
の
い

と
あ
か
き
に
、
藤
壺
の
、
ひ
ん
が
し
の
戸
を
、
お
し
あ
け
て
、

さ
べ
き
人
々
、
物
が
た
り
し
つ
ゝ
、
月
を
な
が
む
る
に
、
梅

壺
の
女
御
、
の
ぼ
ら
せ
給
ふ
な
る
、
お
と
な
ひ
、
い
み
じ
う

心
に
く
ゝ
優
な
る
に
も
、
故
宮
の
、
在
し
ま
す
世
な
ら
ま
し

か
ば
、
か
や
う
に
の
ぼ
ら
せ
給
は
ま
し
な
ど
、
人
々
、
い
ひ
出

」（
十
八
・
ウ
）
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づ
る
、
げ
に
、
い
と
あ
は
れ
な
り
か
し
。

 
 

天
の
戸
を
、
雲
居
な
が
ら
も
、
よ
そ
に
見
て
、
む
か
し

の
跡
を
、
こ
ふ
る
月
か
な
、
冬
に
な
り
て
、
月
な
く
雪
も
降

ら
ず
な
が
ら
、
星
の
光
に
、
空
、
さ
す
が
に
、
く
ま
な
く
、
さ

え
わ
た
り
た
る
夜
の
か
ぎ
り
、
殿
の
御
か
た
に
、
さ
ぶ
ら
ふ

人
々
と
、
物
語
り
し
、
明
か
し
つ
ゝ
、
あ
く
れ
ば
、
た
ち
や
あ

ら
ま
し
。
い
と
、
い
ふ
か
ひ
な
く
、
ま
う
で
つ
か
う
ま
つ
る

こ
と
も65
な
く
て
、
や
み
に
き
。
十
二
月
廿
五
日
、
宮
の
御
仏
名

に
、
め
し
あ
れ
ば
、
其
夜
ば
か
り
と
、
思
ひ
て
、
参
り
ぬ
。
白
き

き
ぬ
ど
も
に
、
濃
き
か
い
ね
り
を
、
み
な
着
て
、
四
十
餘
人

⑬
【
四
十
三
・
オ
５ 

「
わ
か
れ
」
に
続
く
】

⑩
【
十
五
・
ウ
１ 

「
よ
う
も
」
よ
り
続
く
】

65　

も 

ナ
シ

」（
十
九
・
オ
）

た
ち
や
あ
ら
ま	

し
は
、
誤
脱
も
や	

あ
る
ら
ん
。数
本
、	

み
な
、
斯
く
の
ご	

と
く
な
れ
ど
も
、	

意
さ
だ
か
な
ら	

ず
。

【
⑬
】【
⑩
】

ば
か
り
、
出
で
ゐ
た
り
。
し
る
べ
し
い
で
し
人
の
、
か
げ
に
隠

れ
て
、
あ
る
が
中
に
、
う
ち
ほ
の
め
い
て
、
暁
に
は
、
ま
か

づ
。
雪
う
ち
散
り
て
、
い
み
じ
く
烈
し
く
、
さ
え
氷
る
、
暁
方

の
月
の
、
ほ
の
か
に
、
こ
き
掻
練
の
袖
に
、
移
れ
る
も
、
げ
に

濡
る
ゝ
か
ほ
な
り
。
道
す
が
ら
、

 
 

年
は
く
れ
、
夜
は
明
け
方
の
、
月
か
げ
の
、
袖
に
う
つ

れ
る
、
程
ぞ
は
か
な
き
、
か
う
立
ち
出
で
ぬ
と
な
ら
ば
、
さ

て
も
宮
づ
か
へ
の
か
た
に
も
、
た
ち
馴
れ
、
世
に
ま
ぎ
れ

た
る
も
、
ね
ぢ
け
が
ま
し
き
お
ぼ
え
も
、
な
き
ほ
ど
は
、
お

の
づ
か
ら
、
人
の
や
う
に
も
、
お
ぼ
し
、
も
て
な
さ
せ
給
ふ

や
う
も
、
あ
ら
ま
し
。
親
た
ち
も
、
い
と
心
得
ず
。
ほ
ど
も
な

く
、
こ
め
す
ゑ
つ
。
さ
り
と
て
、
そ
の
有
様
の
、
忽
ち
に
、
き
ら

」（
十
九
・
ウ
）

」（
二
十
・
オ
）
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〳
〵
し
き
勢
ひ
な
ど
、
あ
ん
べ
い
や
う
も
な
く
、
い
と
よ
し

な
か
り
け
り
。
す
ゞ
ろ
心
に
て
も
、
こ
と
の
外
に
、
違
ひ
ぬ
る

有
様
な
り66
か
し
。

 
 

い
く
千
度
、
水
の
田
芹
を
つ
み
し
か
ど
、
思
ひ
し
こ

と
の
、
つ
ゆ
も
か
な
は
ぬ
、
と
ば
か
り
、
ひ
と
り
ご
た
れ
て
、

や
み
ぬ
。
そ
の
後
は
、
何
と
な
く
、
ま
ぎ
ら
は
し
き
に
、
物
語
の

こ
と
も
、
打
ち
た
え
、
忘
ら
れ
て
、
物
ま
め
や
か
な
る
さ
ま

に
、
心
も
な
り
果
て
ゝ
ぞ
、
な
ど
て
、
多
く
の
年
月
を
、
い
た

づ
ら
に
て
、
臥
し
起
き
し
に
、
行
ひ
を
も
、
物
ま
う
で
を
も
、

せ
ざ
り
け
む
。
こ
の
あ
ら
ま
し
ご
と
と
て
も
、
思
ひ
し
こ
と

66　

つ

な
り
果
て
ゝ
ぞ	

の
、
ぞ8

文
字
、お
ち	

つ
か
ず
。
ひ
と
つ	

の
動
詞
、
お
ち
た	

る
な
る
べ
し
。

」（
二
十
・
ウ
）

ど
も
は
、
こ
の
世
に
あ
ん
べ
か
り
け
る
こ
と
ど
も
な
り
や
。

光
源
氏
ば
か
り
の
人
は
、
此
世
に
、
お
は
し
け
り
や
は
。

薫
る
大
将
の
、
宇
治
に
か
く
し
す
ゑ
、
給
ふ
べ
き
も
、
な
き

世
な
り
。あ
な
、物
ぐ
る
ほ67
し68
や
。国
に
て
、物
詣
で
を
、わ
づ

か
に
し
て
も
、
は
か
〴
〵
し
く
、
人
の
や
う
な
ら
む
と
も
、
ね

ん
ぜ
ら
れ
ず
。
此
頃
の
、
世
の
人
は
、
十
七
八
よ
り
こ
そ
、
経

よ
み
、
行
ひ
も
す
れ
。
さ
る
こ
と
、
思
ひ
か
け
ら
れ
ず
。
か
ら

う
じ
て
、
思
ひ
よ
る
こ
と
は
、
い
み
じ
く
、
や
ん
ご
と
な
き69

か
た
ち
、
有
様
、
物
語
に
あ
る
、
光
る
源
氏
な
ど
や
う
に
、
在

⑪
【
十
七
・
ウ
５ 

「
覚
ゆ
」
に
続
く
】

④
【
四
十
三
・
オ
５ 

「
思
ひ
つ
ゞ
く
」
よ
り
続
く
】

67　
﹇
御
］
を
役
に
て

68　

し 

ナ
シ

69　
﹇
御
］
く

【
⑪
】【
④
】

」（
二
十
一
・
オ
）
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せ
ん
人
を
、
年
に
一
度
に
て
も
、
通
は
し
奉
り
て
、
浮
舟
の

女
君
の
や
う
に
、
山
里
に
、
か
く
し
す
ゑ
ら
れ
て
、
花
、
紅
葉
、

月
、
雪
を
な
が
め
て
、
い
と
心
ぼ
そ
げ
に
て
、
め
で
た
か
ら

ん
、
御
文
な
ど
を
、
時
々
、
待
ち
見
な
ど
こ
そ
せ
め
と
、
ば
か

り
思
ひ
つ
ゞ
け
、
あ
ら
ま
し
ご
と
に
も
、
お
ぼ
え
け
り
。
親
と

な
り
な
ば
、
い
み
じ
う
や
む
ご
と
な
く
、
我
身
も
な
り
な

ん
な
ど
、
た
ゞ
、
行
く
へ
な
き
こ
と
を
、
う
ち
思
ひ
過
す
に
、

親
、
か
ら
う
じ
て
、
は
る
か
に
、
遠
き
あ
づ
ま
に
な
り
て
、
年

頃
は
、
い
つ
し
か
思
ふ
や
う
に
、
近
き
所
に
、
な
り
た
ら
ば
、

ま
づ
、
胸
あ
く
ば
か
り
、
か
し
づ
き
立
て
ゝ
、
ゐ
て
く
だ
り
て
、

海
山
の
け
し
き
も
み
せ
、
そ
れ
を
ば
さ
る
も
の
に
て
、
我

が
身
よ
り
も
、
高
う
も
て
な
し
か
し
づ
き
て
、
見
ん
と
こ

」（
二
十
一
・
ウ
）

そ
思
ひ
つ
れ
。
我
も
人
も
、
宿
世
の
、
拙
な
か
り
け
れ
ば
、
あ

り
〳
〵
て
、
か
く
、
遙
か
な
る
国
に
、
な
り
に
た
り
。
幼
な
か
り

し
時
、
東
の
国
に
、
ゐ
て
く
だ
り
て
だ
に
、
心
地
も
、
い
さ
ゝ
か

あ
し
け
れ
ば
、
是
を
や
、
此
国
に
見
捨
て
ゝ
、
ま
ど
は
ん
と

す
ら
ん
と
思
ふ
。
人
の
国
の
、
お
そ
ろ
し
き
に
つ
け
て
も
、

我
が
身
、
一
つ
な
ら
ば
、
安
ら
か
な
ら
ま
し
を
、
所
せ
う
、
ひ

き
俱
し
て
、
い
は
ま
ほ
し
き
事
も
、
え
い
は
ず
、
せ
ま
ほ
し

き
事
も
、
え
せ
ず
な
ど
あ
る
が
、
わ
び
し
う
も
あ
る
か
な
と
、

心
を
く
だ
き
し
に
、
今
は
、
ま
い
て
、
お
と
な
に
な
り
に
た

る
を
、
将70
て
く
だ
り
て
、
わ
が
命
も
知
ら
ず
、
京
の
中
に
て
、

70　

ゐ 
 

﹇
御
］
ゐ

」（
二
十
二
・
オ
）
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さ
す
ら
へ
む
は
、例
の
事
、東
の
国
、
田
舎

71〰

人
に
成
り
て
、
ま

ど
は
む
は
、
い
み
じ
か
る
べ
し
。
京
と
て
も
、
た
の
も
し
う

迎
へ
と
り
て
ん
と
思
ふ
、
類
、
親
族
も
な
し
。
さ
り
と
て
、
わ

づ
か
に
、
な
り
た
る
国
を
、
辞
し
申
す
べ
き
に
も
あ
ら
ね
ば
、

京
に
と
ゞ
め
て
、
長
き
別
れ
に
て
、
や
み
ぬ
べ
き
な
り
。
京

に
も
、
さ
る
べ
き
さ
ま
に
も
て
な
し
て
、
止
め
ん
と
は
、
思

ひ
よ
る
こ
と
に
も
あ
ら
ず
と
、
よ
る
ひ
る
な
げ
か
る
ゝ

を
、
聞
く
心
地
、
花
、
紅
葉
の
思
ひ
も
、
み
な
忘
れ
て
、
悲
し
く
、

い
み
じ
く
思
ひ
嘆
か
る
れ
ど
、
い
か
が
は
せ
ん
。
七
月
十

三
日
に
下
だ
る
。
五
日
、
か
ね
て
は
、
見
ん
も
、
中
々
成
る
べ

71　

に

」（
二
十
二
・
ウ
）

け
れ
ば
、
う
ち
に
も
参72
ら73
ず
。
ま
い
て
其
日
は
、
立
ち
騒
ぎ

て
、
時
成
り
ぬ
れ
ば
、
今
は
と
て
、
す
だ
れ
を
引
き
あ
け
て
、

う
ち
見
合
せ
て
、
涙
を
、
ほ
ろ
〳
〵
と
お
と
し
て
、
や
が
て

出
で
ぬ
る
を
、
見
送
る
心
ち
、
目
も
く
れ
ま
ど
ひ
て
、
や
が

て
ふ
さ
れ
ぬ
る
に
、
と
ま
る
男
の74
、
送
り
し
て
帰
る
に
、
ふ

と
こ
ろ
紙
に
、

 
 

思
ふ
こ
と
、
心
に
か
な
ふ
、
身
な
り
せ
ば
、
秋
の
別
れ

を
深
く
し
ら
ま
し
、
と
ば
か
り
か
ゝ
れ
た
る
を
、
え
見
や

ら
れ
ず
。
こ
と
よ
ろ
し
き
、
時
こ
そ
、
こ
し
を
れ
が
ゝ
り
た

72　
﹇
御
］
い

73　

こ

74　

を

」（
二
十
三
・
オ
）
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る
事
も
、
思
ひ
つ
ゞ
け

7ゝ5
れ
。
と
も
か
く
も
、
い
ふ
べ
き
か
た

も
、
お
ぼ
え
ぬ
ま
ゝ
に
、

 
 

か
け
て
こ
そ
、
思
は
ざ
り
し
か
、
此
世
に
て
、
し
ば
し

も
君
に
、
別
る
べ
し
と
は
、
と
や
か
ゝ
れ
に
け
ん
。
い
と
ゞ
人

目
も
、
見
え
ず
、
淋
し
く
心
ぼ
そ
く
、
う
ち
な
が
め
つ
ゝ
、
い

づ
こ
ば
か
り
と
、
明
暮
思
ひ
や
る
。
道
の
程
も
、
し
り
に
し

か
ば
、
は
る
か
に
恋
ひ
し
く
、
心
細
き
事
、
限
り
な
し
。
明

る
よ
り
、
暮
る
ゝ
ま
で
、
東
の
山
際
を
な
が
め
て
、
す
ご

す
。
八
月
ば
か
り
に
、
う
づ
ま
さ
に
籠
る
に
、
一
条
よ
り
詣

づ
る
道
に
、
男
車
、
二
つ
ば
か
り
、
ひ
き
た
て
ゝ
、
物
へ
行
く
に
、

75　

け
れ
ど
も
。
か
く
も

」（
二
十
三
・
ウ
）

諸
共
に
、
来
べ
き
人
、
待
つ
な
る
べ
し
。
過
ぎ
て
行
く
に
、
従

身
だ
つ
も
の
を
、
お
こ
せ
て
、

 
 

花
み
に
行
く
と
、
君
を
み
る
か
な
、
と
い
は
せ
た
れ
ば
、

か
ゝ
る
ほ
ど
の
事
は
、
い
ら
へ
ぬ
も
、
便
な
し
な
ど
、
あ
れ

ば
、

 
 

ち
ぐ
さ
な
る
、
心
な
ら
ひ
に
、
秋
の
野
の
、
と
ば
か
り

い
は
せ
て
、
い
き
過
ぎ
ぬ
。
七
日
、
侍76
ふ
ほ
ど
も
、
た
ゞ
東
路

の
み
、
思
ひ
や
ら
れ
て
、
よ
し
な
し
。

77 
と
か
く
し
て
、
は
な
れ

て
平
ら
か
に
、
あ
ひ
見
せ
給
へ
と
申
す
は
、
仏
も
あ
は
れ

と
、
聞
き
い
れ
さ
せ
給
ひ
け
ん
か
し
。
冬
に
な
り
て
、
日
暮

76　

候 
 

﹇
御
］
さ
ふ
ら

77　
﹇
御
］
こ
と
か
ら
う
し
て

」（
二
十
四
・
オ
）
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ら
し
、
雨
ふ
り
く
ら
い
た
る
夜
、
雲
か
へ
る
風
烈
し
う
打

ち
吹
き
て
、
空
晴
れ
て
、
月
い
み
じ
う
、
あ
か
う
成
り
て
、
軒

近
き
荻
の
、
い
み
じ
う
風
に
ふ
か
れ
て
、
く
だ
け
ま
ど
ふ

が
、
い
と
あ
は
れ
に
て
、

 
 

秋
を
い
か
に
思
ひ
い
づ
ら
ん
、
冬
ふ
か
み
、
嵐
に
ま
ど

ふ
、
荻
の
か
れ
葉
は
、
東
よ
り
、
人
来
た
る
。
神
拝
と
い
ふ
わ

ざ
し
て
、
国
の
中
、
あ
り
き
し
に
、
水
お
か
し
く
流
れ
た
る

野
の
、
は
る
〴
〵
と
あ
る
に
、
森78
の
あ
る
、
お
か
し
き
所
か
な
、

み
せ
て
と
、
先
づ
思
ひ
い
で
ゝ
、
こ
ゝ
は
、
い
づ
こ
と
か
い
ふ

と
問
へ
ば
、
こ
し
の
び
の
森
と
な
ん
、
申
す
と
答
へ
た
り

78　

木
む
ら

森
云
々
よ
り
、
問	

へ
ば
の
間
に
、
詞	

お
ち
た
る
べ
し
。

意
た
し
か
に
、
き	

こ
え
が
た
し
。

」（
二
十
四
・
ウ
）

し
が
、
身
に
よ
そ
へ
ら
れ
て
、
い
み
じ
く
悲
し
か
り
し
か

ば
、
馬
よ
り
お
り
て
、
そ
こ
に
ふ
た
時
な
ん
、
な
が
め
ら
れ

し
。

 
 

と
ゞ
め
お
き
て
、
我
が
ご
と
物
や
、
思
ひ
け
ん
、
み
る
に

悲
し
き
、
こ
し
の
び
の
森
、
と
な
む
お
ぼ
え
し
と
、
あ
る
を

み
る
心
地
、
い
へ
ば
更
な
り
。
返
り
ご
と
に
、

 
 

こ
し
の
び
を
、
聞
く
に
つ
け
て
も
、
留
め
お
き
し
、

ち
ゝ
ぶ
の
山
の
、
つ
ら
き
東
路
、
か
う
て
、
つ
れ
〴
〵
と
な
が
む

る
に
、
な
ど
か
、
物
ま
う
で
も
、
せ
ざ
り
け
ん
。
母
、
い
み
じ
か

り
し
、
古
代
の
人
に
て
、
初
瀬
に
は
、
あ
な
お
そ
ろ
し
、
奈
良

坂
に
て
、
人
に
と
ら
れ
な
ば
、
い
か
が
せ
む
、
石
山
、
関
山
こ
え

て
、
い
と
お
そ
ろ
し
。
鞍
馬
は
、
さ
る
山
、
ゐ
て
出
で
ん
、
い
と

返
り
ご
と
は
、
か	

へ
し
と
あ
る
べ	

き
こ
と
、
教
科
書	

三
の
巻
、
四
丁
に	

い
へ
る
が
如
し
。

」（
二
十
五
・
オ
）
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お
そ
ろ
し
や
。
親
登
り
て
、
と
も
か
く
も
と
、
さ
し
は
な
ち

た
る
、
人
の
や
う
に
、
わ
づ
ら
は
し
が
り
て
、
わ
づ
か
に
、
清

水
に
、
ゐ
て
籠
り
た
り
。
そ
れ
に
も
、
例
の
く
せ
は
、
ま
こ
と

し
か
べ
い
こ
と
も
、
思
ひ
申
さ
れ
ず
。
彼
岸
の
ほ
ど
に
て
、

い
み
じ
う
、
騒
が
し
う
お
そ
ろ
し
き
ま
で
、
お
ぼ
え
て
、

う
ち
ま
ど
ろ
み
入
り
た
る
に
、
御
帳
の
方
の
、
い
ぬ
ふ
せ

ぎ
の
う
ち
に
青
き
織
物
の
衣
を
着
て
、
錦
を
頭
に
も

か
づ
き
、
足
に
も
は
い
た
る
、
そ
う
の
、
別
当
と
お
ぼ
し
き

が
、
よ
り
来
て
、
ゆ
く
さ
き
の
、
あ
は
れ
な
ら
む
も
知
ら
ず
。

さ
も
、
よ
し
な
し
事
を
の
み
と
、
う
ち
む
つ
か
り
て
、
御
帳

の
内
に
、
入
り
ぬ
と
み
て
も
、
打
驚
き
て
も
、
か
く
な
ん
見
え

つ
る
と
も
、
語
ら
ず
。
心
に
も
、
思
ひ
と
ゞ
め
で
、
ま
か
で
ぬ
。
母
、

ま
こ
と
し
か
べ
い	

は
、
ま
こ
と
し
か	

る
べ
き
を
、
或	

ひ
は
約
め
、
或
ひ	

は
音
便
に
し
て
、	

い
ひ
な
し
た
る	

な
り
。

」（
二
十
五
・
ウ
）

一
尺
の
、
鏡
を
い
さ
せ
て
、
え
ゐ
て
参
ら
せ
ぬ
、
か
は
り
に

と
て
、
そ
う
を
い
だ
し
た
て
ゝ
、
初
瀬
に
詣
で
さ
す
め
り
。

三
日
、
侍
ひ
て
、
此
人
の
、
あ
べ
か
ら
む
さ
ま
、
夢
に
見
せ
給

へ
な
ど
、
い
ひ
て
、
ま
う
で
さ
す
る
な
め
り
。
其
程
は
、
精
進

せ
さ
す
。
こ
の
憎
、
帰
り
て
、
夢
を
だ
に
見
で
、
ま
か
で
な
ん

が
、
本
意
な
き
こ
と
、
い
か
ゞ
帰
り
て
も
、
申
す
べ
き
と
、
い

み
じ
う
、
ぬ
か
づ
き
行
ひ
て
、
寝
た
り
し
か
ば
、
御
帳
の
か

た
よ
り
、
い
み
じ
う
け
だ
か
う
、
清
げ
に
在
す
る
女
の
、
麗

は
し
う79
さ
う
ぞ
き
給
へ
る
が
、
奉
り
し
鏡
を
ひ
き
さ
げ

て
、
此
鏡
に
は
、
文
や
そ
へ80
た
り
し
と
、
問
ひ
給
へ
ば
、
か
し
こ

79　
﹇
御
］
く

80　
﹇
御
］
ひ

」（
二
十
六
・
オ
）

申
す
べ
き
の
下

は
、
ぞ8

文
字
を
省	

き
た
る
な
り
。
べ	

き
に
て
、
切
れ
た	

る
に
は
、あ
ら
ず
。
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ま
り
て
、
文
も
さ
ぶ
ら
は
ざ
り
き
。
此
鏡
を
な
ん
、
奉
れ
と

侍
り
し
と
、
答
へ
奉
れ
ば
、
あ
や
し
か
り
け
る
事
か
な
。
文

そ
ふ
べ
き
も
の
を
と
て
、
此
鏡
を
、
こ
な
た
に
移
れ
る
影

を
見
よ
。
こ
れ
見
れ
ば
、
あ
は
れ
に
悲
し
き
ぞ
と
て
、
さ
め

〴
〵
と
泣
き
給
ふ
を
、
見
れ
ば
、
ふ
し
ま
ろ
び
泣
き
な
げ

き
た
る
影
、
移
れ
り
。
此
影
を
み
れ
ば
、
い
み
じ
う
悲
し
な
。

こ
れ
見
よ
と
て
、
い
ま
か
た
つ
方
に
、
移
れ
る
影
を
、
み
せ

給
へ
ば
、
御
簾
ど
も
、
青
や
か
に
、
木
帳
お
し
出
で
た
る
、
下

よ
り
、
い
ろ
〳
〵
の
、
き
ぬ
こ
ぼ
れ
い
で
ゝ
、
梅
桜
、
咲
き
た
る

に
、
鶯
、
こ
づ
た
ひ
鳴
き
た
る
を
、
み
せ
て
、
こ
れ
を
、
見
る
は
、

嬉
し
な
ど
、
宣
ふ
と
、
な
む
、
み
え
し
と
か
た
る
な
り
。
い
か

」（
二
十
六
・
ウ
）

に
見
え
け
る
ぞ
と
だ
に
耳81
も
と
ど
め
ず
。
物
は
か
な
き

心
に
も
、
つ
ね
に
、
天
照
る
御
神
を
、
念
じ
申
せ
と
い
ふ
、
人

あ
り
。
い
づ
く
に
在
し
ま
す
、
神
仏
に
か
は
な
ど
、
さ
は
い

へ
ど
、
や
う
〳
〵
思
ひ
わ
か
れ
て
、
人
に
問
へ
ば
、
神
に
在
し
ま

す
。
伊
勢
に
在
し
ま
す
。
紀
伊
国
に
、
き
の
こ
く
さ
う
と
申

す
は
、
此
御
神
な
り
。
さ
て
は
、
内
侍
所
に
、
す
べ
ら
神
と
な

ん
、
在
し
ま
す
と
い
ふ
。
伊
勢
の
国
ま
で
は
、
思
ひ
か
く
べ

き
に
も
、
あ
ら
ざ
な
り
。
内
侍
所
に
も
、
い
か
で
か
は
、
参
り

を
が
み
た
て
奉
ら
ん
。
空
の
光
を
、
ね
む
じ
申
す
べ
き
に
こ
そ

は
な
ど
、
う
き
て
お
ぼ
ゆ
。
し
ぞ
く
な
る
人
、
尼
に
成
り
て
、

81　

見

神
仏
に
か
は
な	

ど
の
、
か
は
ハ
、
反	

辞
に
は
あ
ら
ず
。

神
仏
に
か
あ
ら	

ん
さ
る
は
な
ど	

い
ふ
べ
き
を
、
斯	

く
は
、
略
せ
し
な	

る
べ
し
。
此
た
ぐ	

ひ
、此
ご
ろ
の
、書
ど	

も
に
、
多
し
。

」（
二
十
七
・
オ
）
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す
が
く
院
に
入
り
ぬ
る
に
、
冬
頃
、

 
 

な
み
だ
さ
へ
、
ふ
り
は
へ
つ
ゝ
ぞ
、
お
も
ひ
や
る
、
あ

ら
し
吹
く
ら
ん
、
ふ
ゆ
の
や
ま
ざ
と
。

か
へ
し

 
 

わ
け
て
、
と
ふ
、
心
の
ほ
ど
の
、
見
ゆ
る
か
な
、
木
か
げ

を
ぐ
ら
き
、
夏
の
し
げ
り
を
、
あ
づ
ま
に
下
り
し
、
親
か

ら
う
じ
て
、
登
り
て
、
西
山
な
る
所
に
、
お
ち
つ
き
た
れ
ば
、

そ
こ
に
、
み
な
渡
り
て
、
見
る
に
、
い
み
じ
う
嬉
し
き
に
、
月

の
あ
か
き
夜
、
ひ
と
夜
、
物
が
た
り
な
ど
し
て
、

 
 

か
ゝ
る
世
も
、
有
り
け
る
も
の
を
、
か
ぎ
り
と
て
、
君
に

別
れ
し
、
秋
は
い
か
に
ぞ
、
と
い
ひ
た
れ
ば
、
い
み
じ
く
な

き
て
、

」（
二
十
七
・
ウ
）

 
 

思
ふ
こ
と
、
か
な
は
ず
な
ぞ
と
、
い
と
ひ
こ
し
、
命
の

ほ
ど
も
、
今
ぞ
嬉
し
き
。
こ
れ
ぞ
、
別
れ
の
か
ど
で
と
、
い
ひ

知
ら
せ
し
ほ
ど
の
、
悲
し
さ
よ
り
は
、
平
ら
か
に
、
待
ち
つ

け
た
る
、
嬉
し
さ
も
、
か
ぎ
り
な
け
れ
ど
、
人
の
う
へ
に
て

も
見
し
に
、
老
い
衰
へ
て
、
世
に
、
い
で
ま
じ
ら
ひ
し
は
、
都

の
う
ち
と
も
見
え
ぬ
、
所
の
さ
ま
な
り
。
あ
り
も
つ
か
ず
、

い
み
じ
う
物
騒
が
し
け
れ
ど
も
、
い
つ
し
か
と
、
思
ひ
し

事
な
れ
ば
、
物
詰
も
と
め
て
、
見
せ
よ
、
〳
〵
と
、
母
を
せ
む

れ
ば
、
三
条
の
宮
に
、
親
族
な
る
人
の
、
衛
門
の
命
婦

と
て
、
侍
ら
ひ
け
る
、
尋
ね
て
、
文
や
り
た
れ
ば
、
珍
ら
し
が

」（
二
十
八
・
オ
）

【
⑤
】【
②
】

侍
ら
ひ
け
る
の	

下
に
は
、
を8

文
字	

の
あ
る
べ
き
を
、	

省
け
り
。
お
ろ	

し
た
る
の
下	

に
は
、
ぞ8

文
字

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
【
十
五
・
ウ
１ 

「
よ
う
も
」
に
続
く
】

②
【
十
四
・
オ
１ 

「
や
う
に
て
」
よ
り
続
く
】
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り
て
、
悦
び
て
、
御
前
の
を
、
お
ろ
し
た
る
と
て
、
わ
ざ
と
、
愛

た
き
さ
う
し
ど
も
、
硯
の
箱
の
ふ
た
に
い
れ
て
、
お
こ
せ

た
り
。
嬉
し
く
い
み
じ
く
て
、
夜
昼
、
こ
れ
を
見
る
よ
り
、
う

ち
は
じ
め
、
ま
た
〳
〵
も
、
見
ま
ほ
し
き
に
、
あ
り
も
つ
か
ぬ
、

都
の
ほ
と
り
に
、
誰
か
は
、
物
が
た
り
も
と
め
、
見
す
る
人

の
あ
ら
ん
。
継
母
な
り
し
人
は
、
み
や
づ
か
へ
せ
し
が
、
下

り
し
な
れ
ば
、
思
ひ
し
に
あ
ら
ぬ
、
こ
と
ど
も
な
ど
、
あ
り

て
、
世
の
中
恨
め
し
げ
に
て
、
外
に
渡
る
と
て
、
五
つ
ば
か

り
な
る
、
ち
ご
ど
も
な
ど
し
て
、
あ
は
れ
な
り
つ
る
、
心
の

ほ
ど
な
ん
、
忘
れ
ん
世
あ
る
ま
じ
き
な
ど
、
い
ひ
て
、
梅
の

木
の
、
つ
ま
近
く
て
、
い
と
お
ほ
き
な
る
を
、
こ
れ
が
、
花
の

を
省
け
る
な
り
。	

た
る
よ
り
、
直
ち	

に
と
て
に
、
か
け	

た
る
に
は
あ
ら	

ず
。

」（
二
十
八
・
ウ
）

咲
か
ん
折
は
、
来
ん
よ
と
い
ひ
お
き
て
、
渡
り
ぬ
る
を
、
心

の
内
に
、
恋
し
く
、
あ
は
れ
な
り
と
思
ひ
つ
ゝ
、
忍
び
ね
を

の
み
泣
き
て
、
其
年
も
帰
り
ぬ
。
い
つ
し
か
、
梅
咲
か
な

ん
。
来
む
と
有
り
し
を
、
さ
や
あ
る
と
、
目
を
か
け
て
、
待
ち

渡
る
に
、
花
も
、
み
な
咲
き
ぬ
れ
ど
、
音
も
せ
ず
。
思
ひ
わ

び
て
、
花
を
を
り
て
や
る
。

 
 

た
の
め
し
を
、
猶
や
待
つ
べ
き
、
霜
枯
れ
し
、
梅
を

も
春
は
、
忘
れ
ざ
り
け
り
、
と
い
ひ
や
り
た
れ
ば
、
あ
は
れ

な
る
事
ど
も
か
き
て
、

 
 

な
ほ
た
の
め
、
梅
の
立
枝
は
、
契
り
お
か
ぬ
、
思
ひ
の

外
の
、
人
も
と
ふ
な
り
。
其
春
、
世
の
中
、
い
み
じ
う
騒
が
し

」（
二
十
九
・
オ
）

」（
二
十
九
・
ウ
）
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う82
て
、
ま
つ
ざ
と
の
わ
た
り
の
月
影
、
あ
は
れ
に
見
し
、
め

の
と
も
、
三
月
朔
日
に
な
く
な
り
ぬ
。
せ
ん
か
た
な
く
、
思

ひ
な
げ
く
に
、
物
が
た
り
の
ゆ
か
し
さ
も
、
お
ぼ
え
ず
な

り
ぬ
。
い
み
じ
く
泣
き
暮
ら
し
て
、
見
い
だ
し
た
れ
ば
、

夕
日
の
、
い
と
は
な
や
か
に
、
さ
し
た
る
に
、
桜
の
花
、
残
り

な
く
散
り
み
だ
る
。

 
 

散
る
花
も
、
又
こ
ん
春
は
、
み
も
や
せ
ん
、
や
が
て
別

れ
し
、
人
ぞ
恋
し
き
。
ま
た
聞
け
ば
、
侍
従
の
大
納
言
の

御
む
す
め
、
な
く
な
り
給
ひ
ぬ
な
り
。
殿
の
中
将
の
、
お
ぼ

し
な
げ
く
な
る
さ
ま
、
我
が
物
の
悲
し
き
、
を
り
な
れ
ば
、

82　

う 

ナ
シ

」（
三
十
・
オ
）

い
み
じ
く
あ
は
れ
な
り
と
聞
く
。
の
ぼ
り
つ
き
た
り
し

時
、
こ
れ
、
手
本
に
せ
よ
と
て
、
此
姫
君
の
、
御
て
を
と
ら
せ

た
り
し
を
、
小
夜
ふ
け
て
、
ね
ざ
め
ざ
り
せ
ば
、
な
ど
か
き

て
、
鳥
辺
山
、
谷
に
け
ぶ
り
の
、
も
え
た
ら83
ば
、
は
か
な
く
見

え
し
、
我
と
し
ら
な
む
と
、
い
ひ
し
ら
ず
、
お
か
し
げ
に
、
め

で
た
く
書
き
給
へ
る
を
、
見
て
、
い
と
ゞ
涙
を
そ
へ
増
る
。

か
く
の
み
、
思
ひ
く
ん
じ
た
る
を
、
心
も
慰
め
ん
と
、
心
ぐ

る
し
が
り
て
、
母
、
物
語
な
ど
求
め
て
、
見
せ
給
ふ
に
、
げ
に
、

お
の
づ
か
ら
慰
み
行
く
。
紫
の
ゆ
か
り
を
見
て
、
つ
ゞ
き

の
見
ま
ほ
し
く
、
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
人
か
た
ら
ひ
な
ど
も
、
え

83　
﹇
御
］
ゝ

」（
三
十
・
ウ
）
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せ
ず
。
さ
れ
ど
、
い
ま
だ
、
都
馴
れ
ぬ
ほ
ど
に
て
、
え
見
つ
け

ず
。
い
み
じ
く
心
も
と
な
く
、
ゆ
か
し
く
お
ぼ
ゆ
る
ま
ゝ

に
、
こ
の
源
氏
の84
物
語
、
一
の
巻
よ
り
し
て
、
み
な
見
せ
給
へ

と
、
心
の
中
に
祈
る
。
親
の
、
う
づ
ま
さ
に
籠
も
給
へ
る
に

も
、
異
事
な
く
、
此
事
を
申
し
て
、
い
で
ん
ま
ま
に
、
此
物
語

見
は
て
む
と
思
へ
ど
、
見
え
ず
。
い
と
口
惜
し
く
、
思
ひ
な
げ

か
る
ゝ
に
、
叔
母
な
る
人
の
、
田
舎
よ
り
、
の
ぼ
り
た
る
所
に
、

渡
い
た
れ
ば
、
い
と
、
う
つ
く
し
う
お
ひ
な
り
に
け
り
な

ど
、
あ
は
れ
が
り
珍
ら
し
が
り
て
、
帰
る
に
、
何
を
か
奉
ら

ん
、
ま
め
〳
〵
し
き
物
は
、
ま
だ85
な
か
り
な
ん
。
ゆ
か
し
く

84　

の 

ナ
シ 

 

﹇
御
］
の
物
か
た
り

85　
﹇
御
］
さ

」（
三
十
一
・
オ
）

し
給
ふ
な
る
も
の
を
、
奉
ら
ん
と
て
、
源
氏
の
五
十
余
巻
、

櫃
に
入
り
な
が
ら
、
ざ
い
中
将
、
と
ほ
ぎ
み
、
せ
り
川
、
し
ら
ゝ
、

あ
さ
う
づ
な
ど
い
ふ
物
語
ど
も
、
一
袋
、
と
り
入
れ
て
、
え

て
帰
る
心
地
の
、
嬉
し
さ
ぞ
、
い
み
じ
き
や
。
は
し
な
く
、
わ

づ
か
に
見
つ
ゝ
、
心
も
え
ず
、
心
も
と
な
く
思
ふ
、
源
氏
を
、

一
の
巻
よ
り
し
て
、
人
も
ま
じ
ら
ず
、
木
丁
の
う
ち
に
、
打

ち
ふ
し
て
、
ひ
き
い
で
つ
ゝ
見
る
心
地
、
后
の
位
も
、
何
に
か
は

は
せ
む
。
昼
は
、
日
ぐ
ら
し
、
よ
る
は
、
目
の
さ
め
た
る
か
ぎ

り
、
火
を
近
く
と
も
し
て
、
是
を
、
見
る
よ
り
外
の
事
、
な
け

れ
ば
、
お
の
づ
か
ら
、
名86
な87
ど
は
、
そ
ら
に
覚
え
浮
か
ぶ
を
、
い

86　
﹇
御
］
名 

ナ
シ

87　

な 
ナ
シ

」（
三
十
一
・
ウ
）
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み
じ
き
事
に
思
ふ
に
、
夢
に
、
い
と
清
げ
な
る
僧
の
、
黄
な

る
地
の
袈
裟
、
着
た
る
が
来
て
、
法
花
経
五
巻
を
、
と
く
習

へ
と
い
ふ
と
、
見
れ
ど
、
人
に
も
語
ら
ず
。
習
は
む
と
も
、
思

ひ
か
け
ず
。
物
が
た
り
の
事
を
の
み
、
心
に
し
め
て
、
我
は

此
頃
わ
ろ
き
ぞ
か
し
。
盛
り
に
な
ら
ば
、
か
た
ち
も
、
か

ぎ
り
な
く
よ
く
、
髪
も
、
い
み
じ
く
長
く
な
り
な
ん
。
ひ
か

る
源
氏
の
、
夕
顔
、
宇
治
の
大
将
の
、
う
き
舟
の
、
女
君
の

や
う
に
こ
そ
、
あ
ら
め
と
、
思
ひ
け
る
心
、
ま
づ
い
と
は
か

な
く
あ
さ
ま
し
。
五
月
つ
い
た
ち
頃
、
つ
ま
近
き
花
橘
の
、

い
と
白
く
散
り
た
る
を
な
が
め
て
、

 
 

時
な
ら
ず
、
ふ
る
雪
か
と
ぞ
、
な
が
め
ま
し
、
花
橘
の
、

か
を
ら
ざ
り
せ
ば
。
足
柄
と
い
ひ
し
、
山
の
麓
に
、
く
ら
が

」（
三
十
二
・
オ
）

り
渡
り
た
り
し
、
木
の
や
う
に
、
茂
れ
る
所
な
れ
ば
、
十
月

ば
か
り
の
紅
葉
、
四
方
の
山
辺
よ
り
も
、
げ
に
、
い
み
じ
く

お
も
し
ろ
く
、
錦
を
ひ
け
る
や
う
な
る
に
、
外
よ
り
、
来
た

る
人
の
、
今
、
参
り
つ
る
道
に
、
紅
葉
の
、
い
と
お
も
し
ろ
き

所
の
、
有
り
つ
る
と
い
ふ
に
、
ふ
と
、

 

い
づ
こ
に
も
、
お
と
ら
じ
も
の
を
、
我
が
宿
の
、
よ

を
あ
き
は
つ
る
、
け
し
き
ば
か
り
は
、
物
語
り
の
事
を
、
ひ

る
は
、
日
暮
ら
し
、
思
ひ
つ
ゞ
け
、
よ
る
も
、
目
の
さ
め
た
る

か
ぎ
り
は
、
是
を
の
み
、
心
に
か
け
た
る
に
、
夢
に
見
ゆ
る

や
う
、
此
ご
ろ
、
皇
太
后
宮
の
、
一
品
の
宮
の
御
れ
う
に
、
六

角
堂
に
、
や
り
水
を
な
ん
つ
く
る
と
、
い
ふ
人
あ
る
を
、
そ

は
、
い
か
に
と
問
へ
ば
、
天
照
る
御
神
を
、
ね
ん
じ
ま
せ
と
、

有
り
つ
る
と
は
、	

有
り
つ
な
ど
と	

あ
り
し
を
、
誤
写	

せ
し
な
る
べ
し
。	

つ
る
よ
り
、
と8

に	

か
ゝ
ら
ざ
る
は
、	

い
ふ
も
更
な
れ
ど

も
、
た
と
へ
、
か	

く
と
し
て
も
、
詞	

た
ら
ぬ
こ
ゝ
ち	

せ
ら
る
。

」（
三
十
二
・
ウ
）



(38)久保貴子   下田歌子の『和文教科書 六之巻 更科日記』
107

い
ふ
と
見
て
、
人
に
も
語
ら
ず
。
何
と
も
思
は
で
、
や
み
ぬ

る
、
い
と
い
ふ
か
ひ
な
し
。
春
毎
に
、
此
一
品
の
宮
を
、
な
が

め
や
り
つ
ゝ
、

 
 

咲
く
と
ま
ち
、
散
り
ぬ
と
な
げ
く
、
春
は
た
ゞ
、
我
が

宿
が
ほ
に
、
花
を
見
る
か
な
。
三
月
つ
ご
も
り
が
た
、
つ
ち

い
み
に
、
人
の
も
と
に
、
渡
り
た
る
に
、
桜
の
盛
り
に
、
お
も

し
ろ
く
、
今
ま
で
、
散
ら
ぬ
も
、
あ
り
。
か
へ
り
て
、
又
の
日
、

 
 

あ
か
ざ
り
し
、
や
ど
の
桜
を
、
春
く
れ
て
、
散
り
が
た

に
し
も
、
ひ
と
り
見
み
し
か
な
、
と
い
ひ
に
や
る
。
花
の
咲
き

散
る
を
り
ご
と
に
、
乳
母
、
な
く
成
り
し
、
折
ぞ
か
し
と
の

み
、
あ
は
れ
な
る
に
、
同
じ
を
り
、
な
く
成
り
給
ひ
し
、
侍
従

大
納
言
の
、
御
む
す
め
の
、
書
を
見
つ
ゝ
、
す
ゞ
ろ
に
、
あ
は

」（
三
十
三
・
オ
）

れ
な
る
に
、
五
月
ば
か
り
、
夜
ふ
く
る
ま
で
、
物
が
た
り
を

よ
み
て
、
起
き
居
た
れ
ば
、
来
つ
ら
ん
方
も
、
見
え
ぬ
に
、

猫
の
、
い
と
長
う
な
い
た
る
を
、
驚
き
て
見
れ
ば
、
い
み
じ

う
を
か
し
げ
な
る
、
猫
あ
り
。
い
づ
く
よ
り
、
来
つ
る
猫
ぞ

と
、
見
る
に
、
姉
な
る
人
、
あ88
な
が
ま
。
人
に
聞
か
す
な
。
い
と

お
か
し
げ
な
る
、
猫
な
り
。
か
は
む
と
あ
る
に
、
い
み
じ
う
、

人
馴
れ
つ
ゝ
、
か
た
は
ら
に
う
ち
ふ
し
た
り
。
尋
ぬ
る
人

や
は
と
、
是
を
か
く
し
て
か
ふ
に
、
す
べ
て
、
下
司
の
あ
た
り

に
も
、
よ
ら
ず
。
つ
と
、
前
に
の
み
あ
り
て
、
も
の
も
、
き
た
な

げ
な
る
は
、
外
ざ
ま
に
、
顔
を
む
け
て
、
く
は
ず
。
姉
お
と
ゝ

88　

あ
な
か
ま 

 

﹇
御
］
あ
な
か
ま

」（
三
十
三
・
ウ
）
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の
中
に
、
つ
と
、
ま
と
は
れ
て
、
お
か
し
が
り
、
ら
う
た
が
る

ほ
ど
に
、
姉
の
、
な
や
む
事
あ
る
に
、
物
騒
が
し
く
て
、
此
猫

を
、
北
お
も
て
に
の
み
、
あ
ら
せ
て
、
呼
ば
ね
ば
、
か
し
が
ま

し
く
、
な
き
の
ゝ
し
れ
ど
も
、
な
ほ
さ
る
に
て
こ
そ
は
と
、

思
ひ
て
、
あ
る
に
、
わ
づ
ら
ふ
姉
、
驚
き
て
い
づ
ら
、
猫
は
、
こ

ち
、
ゐ
て
こ
と
あ
る
を
、
な
ど
ゝ
問
へ
ば
、
夢
に
、
此
猫
の
、
側

ら
に
来
て
、
お
の
れ
は
、
侍
従
の
大
納
言
殿
の
、
御
む
す
め

の
、
か
く
な
り
た
る
な
り
。
さ
る
べ
き
え
ん
の
、
い
さ
ゝ
か

有
り
て
、
こ
の
中
の
君
の
、
す
ゞ
ろ
に
あ
は
れ
と
、
思
ひ
出

で
給
へ
ば
、
た
ゞ
し
ば
し
、
こ
ゝ
に
有
る
を
、
此
頃
、
下
司
の

中
に
あ
り
て
、
い
み
じ
う
わ
び
し
き
事
と
、
い
ひ
て
、
い
み

じ
う
泣
く
さ
ま
は
、
あ
て
に
、
お
か
し
げ
な
る
人
と
、
見
え

」（
三
十
四
・
オ
）

て
、
打
ち
驚
き
た
れ
ば
、
此
猫
の
声
に
て
、
有
り
つ
る
が
、
い

み
じ
く
あ
は
れ
な
る
な
り
と
、
か
た
り
給
ふ
を
聞
く
に
、

い
み
じ
く
あ
は
れ
な
り
。
其
後
は
、
此
猫
を
、
北
面
に
も
出

だ
さ
ず
。
思
ひ
か
し
づ
く
、
た
ゞ
ひ
と
り
居
た
る
所
に
、
此

猫
が
、
向
ひ
居
た
れ
ば
、
か
ひ
な
で
つ
ゝ
、
侍
従
大
納
言
の
、

姫
君
の
、
座
す
る
な
。
大
納
言
殿
に
し
ら
せ
奉
ら
ば
や
と
、

い89
ひ
か
く
れ
ば
、
顔
を
う
ち
ま
も
り
つ
ゝ
、
な90
ご
う
な
く

も
、
心
の
思
ひ
な
し
、
目
の
う
ち
つ
け
に
、
例
の
猫
に
は
、
あ

ら
ず
、
聞
き
し
り
が
ほ
に
、
あ
は
れ
な91
り
。
世
の
中
に
、
長
恨

歌
と
い
ふ
文
を
、
物
が
た
り
に
か
き
て
あ
る
所
、
あ
ん
な

89　

語
れ
ば

90　

な
か
よ

91　

や
（
り 
ナ
シ
）

」（
三
十
四
・
ウ
）
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り
と
聞
く
に
、
い
み
じ
く
ゆ
か
し
け
れ
ど
、
え
い
ひ
よ
ら

ぬ
に
、
さ
る
べ
き
便
り
を
尋
ね
て
、
七
月
七
日
、
い
ひ
や
る
。

 
 

ち
ぎ
り
け
ん
、
む
か
し
の
、
今
日
の
、
ゆ
か
し
さ
に
、
あ
、

ま
の
か
は
な
み
、
打
ち
出
つ
る
か
な

返
し
、

 
 

立
ち
い
づ
る
、
天
の
河
辺
の
、
ゆ
か
し
さ
に
、
常
は

ゆ
ゝ
し
き
、
こ
と
も
忘
れ
ぬ
。
そ
の
、
十
三
日
の
夜
の
月
、
い

み
じ
く
、
く
ま
な
く
あ
か
き
に
、
皆
人
も
、
寝
た
る
、
夜
中
ば

か
り
に
、
縁
に
出
で
ゐ
て
、
姉
な
る
人
、
空
を
つ
く
〴
〵
と
な

が
め
て
、
只
今
、
ゆ
く
へ
な
く
、
飛
び
う
せ
な
ば
、
い
か
ゞ
思

ふ
べ
き
と
、
問
ふ
に
、
な
ま
お
そ
ろ
し
と
、
思
へ
る
け
し
き

」（
三
十
五
・
オ
）

思
ふ
べ
き
の
下	

に
は
、
ぞ8

文
字
の	

あ
る
べ
き
を
、
省	

け
り
。

を
見
て
、
異
事
に
い
ひ
な
し
て
、
笑
ひ
な
ど
し
て
、
き
け
ば
、

か
た
は
ら
な
る
所
に
、
さ
き
お
ふ
車
、
と
ま
り
て
、
荻
の
葉

〳
〵
と
、
呼
ば
す
れ
ど
、
答
へ
ざ
な
り
。
呼
び
わ
づ
ら
ひ
て
、
笛

を
、
い
と
お
か
し
く
吹
き
す
ま
し
て
、
す
ぎ
ぬ
な
り
。

 
 

笛
の
音
の
、
た
ゞ
秋
風
と
、
き
こ
ゆ
る
に
、
な
ど
荻
の

葉
の
、
そ
よ
と
こ
た
へ
ぬ
、
と
い
ひ
た
れ
ば
、
げ
に
と
て
、

 
 

荻
の
葉
の
、
こ
た
ふ
る
ま
で
も
、
吹
き
寄
ら
で
、
た
ゞ

に
過
ぎ
ぬ
る
、
笛
の
音
ぞ
う
き
。
か
や
う
に
、
あ
く
る
ま
で
、

な
が
め
あ
ひ
て
、
夜
明
け
て
ぞ
、
み
な
人
、
寝
ぬ
る
。
そ
の
か

へ
る
年
、
四
月
の
夜
中
ば
か
り
に
、
火
の
事
あ
り
て
、
大
納

言
殿
の
姫
君
と
、
思
ひ
か
し
づ
き
し
、
猫
も
焼
け
ぬ
。
大
納

言
殿
の
姫
君
と
、
呼
び
し
か
ば
、
聞
き
し
り
が
ほ
に
な
き

」（
三
十
五
・
ウ
）

」（
三
十
六
・
オ
）



(41) 実践女子大学下田歌子記念女性総合研究所 年報 第 7 号 2021. 3
104

て
、
あ
ゆ
み
来
な
ど
せ
し
か
ば
、
て
ゝ
な
り
し
人
も
、
め
づ

ら
か
に
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
な
り
。
大
納
言
に
、
申
さ
む
な

ど
、
あ
り
し
程
に
、
い
み
じ
う
、
あ
は
れ
に
口
惜
し
く
お
ぼ

ゆ
。
ひ
ろ
〴
〵
と
、
物
深
き
、
深
山
の
や
う
に
は
、
あ
り
な
が

ら
、
花
、
紅
葉
の
を
り
は
、
四
方
の
山
辺
も
、
何
な
ら
ぬ
を
、
見

な
ら
ひ
た
る
に
、
た
ど
し
く92
な
く
、
せ
ば
き
所
の
庭
の
、
ほ

ど
も
な
く
、
木
な
ど
も
な
き
に
、
い
と
心
う
き
に
、
向
ひ
な

る
所
に
、
梅

93〰

こ
う
ば
い
な
ど
、
咲
き
み
だ
れ
て
、
風
に
つ
け

て
、
か
を
り
く
る
に
、
つ
け
て
も
、
往
み
馴
れ
し
故
郷
、
か
ぎ
り

な
く
思
ひ
出
で
ら
る
。

92　

へ 
 

﹇
御
］
へ

93　

の

」（
三
十
六
・
ウ
）

 
 

匂
ひ
く
る
隣
の
風
を
身
に
し
め
て
あ
り
し
軒
端

の
、
梅
ぞ
恋
し
き
、
其
五
月
の
朔
日
に
、
姉
な
る
人
、
子
、
産

み
て
、
な
く
な
り
ぬ
。
よ
そ
の
事
だ
に
、
幼
く
よ
り
、
い
み
し

く
あ
は
れ
と
、
思
ひ
渡
る
に
、
ま
し
て
、
い
は
ん
方
な
く
、
あ

は
れ
悲
し
と
、
思
ひ
な
げ
か
る
。
母
な
ど
は
、
み
な
な94
く
、
成

り
た
る
方
に
、
あ
る
に
、
か
た
み
に
と
ま
り
た
る
、
幼
き
人
々

を
、
左
右
に
ふ
せ
た
る
に
、
荒
れ
た
る
、
板
屋
の
ひ
ま
よ
り
、

月
の
も
り
来
て
、
ち
ご
の
顔
に
あ
た
り
た
る
が
、
い
と
ゆ
ゝ

し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
袖

95〰

う
ち
お
ほ
ひ
て
、
今
ひ
と
り
を
も
、

か
き
よ
せ
て
、
思
ふ
ぞ
い
み
じ
き
や
。
其
程
過
ぎ
て
、
し
ぞ

94　

で
（
く 

ナ
シ
）

95　

を 
 

﹇
御
］
を

風
を
身
に
し
め	

て
は
、
風
の
身
に	

し
み
て
の
、
誤
り	

に
は
あ
ら
ぬ
か
。

し
め
て
と
い
へ	

ば
、
下
句
の
恋
ひ	

し
き
を
、
他
動
の	

語
に
か
へ
で
は
、	

自
他
の
語
脈
と	

ゝ
の
ひ
が
た
し
。

此
日
記
、
誤
脱
多	

け
れ
ば
、
う
ち
思	

は
る
ゝ
ま
ゝ
を	

な
ん
。

」（
三
十
七
・
オ
）
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く
な
る
人
の
も
と
よ
り
、
昔
の
人
の
、
必
ず
求
め
て
、
お
こ

せ
よ
と
、
有
り
し
か
ば
、
も
と
め
し
に
、
其
を
り
は
、
え
見
出

で
ず
成
り
に
し
を
、
今
し
も
、
人
の
、
お
こ
せ
た
る
が
、
あ
は

れ
に
悲
し
き
事
と
て
、
か
ば
ね
尋
ぬ
る
宮
と
い
ふ
、
物

語
を
、
お
こ
せ
た
り
。
ま
こ
と
に
ぞ
、
あ
は
れ
な
る
や
。
返
り

事
に
、

 
 

埋
も
れ
ぬ
、
か
ば
ね
を
何
に
、
尋
ね
け
ん
、
苔
の
下
に

は
、
身
こ
そ
成
り
ぬ
れ
、
乳
母
な
り
し
人
、
今
は
、
何
に
つ
け

て
か
な
ど
、
な
く
〳
〵
、
も
と
、
あ
り
け
る
所
に
、
帰
り
渡
る
に
、

 
 

故
郷
に
、
か
く
こ
そ
人
は
、
帰
り
け
れ
、
あ
は
れ
い
か

な
る
、
別
れ
な
り
け
ん
、
昔
の
か
た
み
に
は
、
い
か
で
と
な

ん
思
ふ
、
な
ど
か
き
て
、
硯
の
水
の
こ
ほ
れ
ば
、
み
な
と
ぢ

か
へ
り
ご
と
は
、	

か
へ
し
と
あ
る	

べ
き
事
、
上
に
い	

へ
る
が
如
し
。

」（
三
十
七
・
ウ
）

ら
れ
て
、
と
ゞ
め
つ
と
、
い
ひ
た
る
に
、

 
 

か
き
流
す
、
跡
は
つ
ら
ゝ
に
、
閉
ぢ
て
け
り
、
何
を
忘

れ
ぬ
、
か
た
み
と
か
見
ん
、
と
い
ひ
や
り
た
る
、
返
り
事
に
、

 
 

な
ぐ
さ
む
る
、
か
た
も
渚
の
、
浜
千
鳥
、
何
か
う
き
世

に
、
跡
も
と
ゞ
め
む
。
此
乳
母
、
墓
所
見
て
、
な
く
〳
〵
か
へ
り

た
り
し
。

 
 

登
り
け
む
、
野
辺
は
烟
も
、
な
か
り
け
り
、
い
づ
こ
を

は
か
と
、
尋
ね
て
か
見
し
。
是
を
聞
き
て
、
継
母
な
り
し
人
、

 
 

そ
こ
は
か
と
、
知
り
て
行
か
ね
ど
、
先
に
立
つ
、
涙
ぞ

道
の
、
し
る
べ
な
り
け
る
、
か
ば
ね
尋
ぬ
る
宮
、
お
こ
せ
た

り
し
人
、

 
 

往
み
馴
れ
ぬ
、
野
辺
の
笹
原
、
あ
と
は
か
も
、
な
く
〳
〵

か
へ
り
ご
と
は
、	

上
に
い
へ
る
が	

如
し
。

た
り
し
は
、
た
り	

き
な
ら
で
は
、
て	

に
を
は
調
ひ
が	

た
し
。
例
の
誤
写	

な
る
べ
し
。

」（
三
十
八
・
オ
）
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い
か
に
、
尋
ね
わ
び
け
ん
、
是
を
見
て
、
せ
う
と
は
、
そ
の
夜
、

お
く
り
に
い96
き
た
り
し
か
ば
、

 
 

見
し
ま
ゝ
に
、
燃
え
し
烟
は
、
つ
き
に
し
を
、
い
か
ゞ

尋
ね
し
、
野
べ
の
笹
は
ら
、
雪
の
、
日
を
経
て
降
る
頃
、
吉
野

山
に
住
む
尼
君
を
、
思
ひ
や
る
。

 
 

雪
ふ
り
て
、
ま
れ
の
人
目
も
、
絶
え
ぬ
ら
ん
、
吉
野
の

山
の
、
峯
の
か
け
道
、
か
へ
る
年
、
正
月
の
つ
か
さ
め
し
に
、

親
の
よ
ろ
こ
び
す
べ
き
事
あ
り
し
に
、
か
ひ
な
き
、
つ
と

め
て
、
同
じ
心
に
、
思
ふ
べ
き
人
の
、
許
よ
り
、
さ
り
と
も
と
、

思
ひ
つ
ゝ
、
あ
く
る
を
待
ち
ゐ
る
、
心
も
と
な
さ
な
ど
、
い
ひ

96　

い 

ナ
シ

」（
三
十
八
・
ウ
）

て
、

 
 

明
く
る
ま
つ
、
鐘
の
声
に
も
、
夢
さ
め
て
、
秋
の
百
夜

の
、
心
地
せ
し
か
な
、
と
い
ひ
た
る
、
返
り
事
に
、

 
 

あ
か
つ
き
を
、
何
に
ま
ち
け
ん
、
思
ふ
事
、
な
る
と
も

き
か
ぬ
、
か
ね
の
音
ゆ
ゑ
、
四
月
つ
ご
も
り
、
が
た
、
さ
る
べ

き
ゆ
ゑ
あ
り
て
、
東
山
な
る
所
へ
移
つ
ろ
ふ
。
道
の
ほ
ど
、
田

の
、
苗
代
水
、
ま
か
せ
た
る
も
、
植
た
る
も
、
何
と
な
く
青
み
、

お
か
し
く
見
え
渡
り
た
る
山
の
、
か
げ
く
ろ
う
、
ま
へ
近
く

見
え
て
、
心
ぼ
そ
く
ぞ97
あ
は
れ
な
る
。
夕
暮
、
水
鶏
い
み
じ

く
鳴
く
、

97　

ぞ 
ナ
シ 

 

﹇
御
］
ぞ 

ナ
シ

か
へ
り
ご
と
は
、	

上
に
い
へ
る
が	

如
し
。

」（
三
十
九
・
オ
）
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た
ゝ
く
と
も
、
誰
れ
か
水
鶏
の
、
く
れ
ぬ
る
に
、
山
路

を
ふ
か
く
、
尋
ね
て
は
来
ん
、
霊
山
近
き
所
な
れ
ば
、
ま
う

で
ゝ
を
が
み
奉
る
に
、
い
と
く
る
し
け
れ
ば
、
山
寺
な
る

石
井
に
よ
り
て
、
手
に
結
び
つ
ゝ
、
の
み
て
、
此
水
の
、
あ
か
ず

お
ぼ
ゆ
る

98〰

な
ど
、
い
ふ
人
の
あ
る
に
、

 
 

奥
山
の
、
石
間
の
水
を
、
結
び
あ
げ
て
、
あ
か
ぬ
も
の

と
は
、
今
の
み
や
し
る
、
と
い
ひ
た
れ
ば
、
水
の
む
人
、

 
 

山
の
井
の
、
雫
に
濁
る
、
水
よ
り
も
、
こ
は
な
ほ
あ
か

ぬ
、
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ
、
帰
り
て
、
夕
日
け
ざ
や
か
に
さ
し

た
る
に
、
都
の
か
た
も
、
残
り
な
く
み
や
ら
る
ゝ
に
、
此
雫

98　

か 
 

﹇
御
］
か

」（
三
十
九
・
ウ
）

に
濁
る
人
は
、
京
に
帰
る
と
て
、
心
ぐ
る
し
げ
に
思
ひ
て
、

ま
た
つ
と
め
て
、

 
 

山
の
端
に
、
入
日
の
影
は
、
い
り
は
て
ゝ
、
心
ぼ
そ
く

ぞ
、
な
が
め
や
ら
ま
し
、
念
仏
す
る
僧
の
、
暁
に
ぬ
か
づ
く

音
の
、
尊
く
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
戸
を
お
し
あ
け
た
れ
ば
、
ほ
の

〴
〵
と
明
け
ゆ
く
、
山
ぎ
は
こ
ぐ
ら
き
、
梢
ど
も
、
霧
り
渡
り
て
、

花
、
紅
葉
の
盛
り
よ
り
も
、
何
と
な
く
茂
り
わ
た
れ
ば
、
空

の
け
し
き
、
く99
も
ら
は
し
く
お
か
し
き
に
、
郭
公
さ
へ
、
い

と
近
き
梢
に
、
あ
ま
た
度
な
い
た
り
。

 
 

誰
に
み
せ
、
誰
れ
に
き
か
せ
ん
、
山
里
の
、
此
暁
も
、
を

99　

く
も
ゝ
は
し
〳
〵
お
か
し
き
に

」（
四
十
・
オ
）
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ち
か
へ
る
音
も
、
此
つ
ご
も
り
の
日
、
谷
の
か
た
な
る
木
の

上
に
、
郭
公
、
か
し
が
ま
し
く
な
い
た
り
。

 
 

都
に
は
、
待
つ
ら
ん
も
の
を
、
子
規
、
け
ふ
ひ
ね
も
す

に
、
な
き
く
ら
す
か
な
、
な
ど
の
み
、
な
が
め
つ
ゝ
、
も
ろ
と

も
に
あ
る
人
、
只
今
、
京
に
も
、
聞
き
た
ら
ん
人
、
あ
ら
ん
や
。

か
く
て
な
が
む
ら
ん
と
、
思
ひ
お
こ
す
る
人
、
あ
ら
ん
や
、

な
ど
い
ひ
て
、

 
 

山
ふ
か
く
、
た
れ
か
思
ひ
は
、
お
こ
す
べ
き
、
月
み
る

人
は
多
か
ら
め
ど
も
、
と
い
へ
ば
、

 
 

深
き
夜
に
、
月
見
の
を
り
は
、
し
ら
ね
ど
も
、
ま
づ
山

里
ぞ
、
思
ひ
や
ら
る
ゝ
、
暁
に
な
り
や
し
ぬ
ら
ん
と
、
思
ふ

ほ
ど
に
、
山
の
方
よ
り
、
人
あ
ま
た
く
る
音
す
。
驚
き
て
、
み

」（
四
十
・
ウ
）

や
り
た
れ
ば
、
鹿
の
、
え
ん
の
も
と
ま
で
来
て
、
う
ち
な
い

た
る
、
近
う
て
は
な
つ
か
し
か
ら
ぬ
、
も
の
ゝ
声
な
り
。

 
 

秋
の
夜
の
妻
こ
ひ
か
ぬ
る
、
鹿
の
ね
は
、
遠
山
に
こ
そ
、

き
く
べ
か
り
け
れ
、
し
り
た
る
人
の
、
近
き
ほ
ど
に
、
来
て

帰
り
ぬ
と
、
聞
く
に
、

 
 

ま
だ
人
目
、
し
ら
ぬ
山
べ
の
、
松
風
も
、
音100
し
て
か
へ

る
、
物
と
こ
そ
き
け
、
八
月
に
な
り
て
、
廿
余
日
の
暁
方
の

月
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
に
、
山
の
方
は
、
こ
ぐ
ら
く
、
瀧
の
音

ど
も
、
似
る
物
な
く

101〰

の
み
、
な
が
め
ら
れ
て
、

 
 

思
ひ
し
る
、
人
に
見
せ
ば
や
、
山
里
の
、
秋
の
夜
深
き
、

100　

落 
 

﹇
御
］
を
と

101　

て

」（
四
十
一
・
オ
）
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有
明
の
月
、
京
に
帰
り
出
づ
る
に
、
わ
た
り
し
時
は
、
水
ば

か
り
見
え
し
、
田
ど
も
ゝ
、
み
な
、
刈
り
は
て
け
り
。

 
 

苗
代
の
、
水
か
げ
ば
か
り
、
み
え
し
田
の
、
か
り
は
つ

る
ま
で
、
な
が
居
し
に
け
り
、
十
月
つ
ご
も
り
が
た
に
、
あ

か
ら
さ
ま
に
来
て
、
見
れ
ば
、
こ
ぐ
ら
う
し
れ
り
し
、
木

の
葉
ど
も
、
残
り
な
く
散
り
み
だ
れ
て
、
い
み
じ
く
あ
は

れ
げ
に
、
見
え
渡
り
て
、
心
地
よ
げ
に
、
さ
ゝ
ら
ぎ
流
れ
し

水
も
、
木
の
葉
に
埋
も
れ
て
、
跡
ば
か
り
み
ゆ
。

 
 

水
さ
へ
に
、
す
み
た
え
に
け
り
、
木
葉
ち
る
、
嵐
の
山

の
、
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
さ102
に
、
そ
こ
な
る
尼
に
、
春
ま
で
命
あ
ら

102　

き

」（
四
十
一
・
ウ
）

ば
、
必
ず
来
む
。
花
盛
り
は
、
ま
ち
つ
げ
よ
、
な
ど
い
ひ
て
、
帰

り
に
し
を
、
年
帰
り
て
、
三
月
十
余
日
に
な
る
ま
で
、
音
も

せ
ね
ば
、

 
 

契
り
お
き
し
、
花
の
さ
か
り
を
、
つ
げ
ぬ
か
な
、
春
や

ま
だ
来
ぬ
、
花
や
匂
は
ぬ
、
旅
な
る
所
に
来
て
、
月
の
頃
、
竹

の
も
と
近
く
て
、
風
の
音
に
、
目
の
み
さ
め
て
、
う
ち
と
け
て

て
、
ね
ら
れ
ぬ
頃
、

 
 

竹
の
葉
の
、
そ
よ
ぐ
夜
毎
に
、
ね
ざ
め
し
て
、
何
と
も

な
き
に
、
物
ぞ
悲
し
き
、
秋
の
頃
、
そ
こ
を
立
ち
て
、
外
へ
移

ろ
ひ
て
、
そ
の
あ
る
じ
に
、

 
 

い
づ
こ
と
も
、
露
の
あ
は
れ
は
、
わ
か
れ
じ
を
、
浅
茅

が
原
の
、
秋
ぞ
こ
ひ
し
き
、
継
母
な
り
し
人
、
く
だ
り
し
国

」（
四
十
二
・
オ
）
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の
名
を
、
宮
に
も
い
は
る
る
に
、
こ
と
人
通
は
し
て
、
後
も

な
ほ
、
其
名
を
い
は
る
と
き
ゝ
き
て
、
お
や
の
今
は
、
あ
い
な

き
よ
し
、
い
ひ
に
や
ら
ん
と
、
有
る
に
、

 
 

あ
さ
く
ら
や
、
今
は
雲
居
に
、
聞
く
物
を
、
な
ほ
き

の
ま
ろ
が
、
名
の
り
を
ば103
す
る
、
か
や
う
に
、
そ
こ
は
か
と

な
き
事
を
、
思
ひ
つ
ゞ
く
、
わ
か
れ
〳
〵
し
つ
ゝ
、
ま
か
で
し

を
、
思
ひ
出
で
け
れ
ば
、

 
 

月
も
な
く
、
花
も
み
ざ
り
し
、
冬
の
夜
の
、
心
に
し
み

て
、
こ
ひ
し
き
や
な
ぞ
、
わ
れ
も
さ
思
ふ
事
な
る
を
、
同
じ

心
な
る
も
、
お
か
し
う
て
、

103　
﹇
御
］
や

③
【
二
十
一
・
オ 

「
る
ほ
し
や
。
国
ゝ
て
」
に
続
く
】

⑭
【
十
九
・
ウ
５ 

「
た
ち
」
よ
り
続
く
】

」（
四
十
二
・
ウ
）

【
③
】【
⑭
】

 
 

さ
え
し
夜
の
、
氷104
は
袖
に
ま
た
と
け
て
、
冬
の
夜
な

が
ら
、
音
を
こ
そ
は
な
け
、
御
前
に
ふ
し
て
き
け
ば
、
池
の

鳥
ど
も
の
、
よ
も
す
が
ら
、
声
々
は
ぶ
き
騒
く
、
音
の
す
る

に
、
目
も
さ
め
て
、

 
 

わ
が
ご
と
ぞ
、
水
の
う
き
ね
に
、
あ
か
し
つ
ゝ
、
上
毛

の
霜
を
、
は
ら
ひ
わ
ぶ
な
る
、
と
ひ
と
り
ご
ち
た
る
を
、
か

た
は
ら
に
ふ
し
給
へ
る
人
、
聞
き
つ
け
て
、

 
 

ま
し
て
思
へ
、
水
の
か
り
ね
の
、
ほ
ど
だ
に
ぞ
、
う
は
げ

の
霜
を
、
払
ひ
わ
び
け
る
、
か
た
ら
ふ
人
ど
ち
、
局
の
へ
だ

て
な
る
、
や
り
戸
を
あ
け
あ
は
せ
て
、
物
語
な
ど
し
く
ら

104　

別

」（
四
十
三
・
オ
）
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す
日
、
又
、
か
た
ら
ふ
人
の
、
う
へ
に
も
の
し
給
ふ
を
、
度
々
よ

び
お
ろ
す
に
、
せ
ち
に
こ
と
あ
ら
ば
、
い
か
む
と
あ
る
に
、

枯
れ
た
る
薄
の
、
あ
る
に
つ
け
て
、

 
 

冬
が
れ
の
、
し
の
ゝ
小
薄
、
袖
た
ゆ
み
、
ま
ね
き
も
よ

せ
じ
、
風
に
ま
か
せ
ん
、
上
達
部
、
殿
上
人
な
ど
に
、
対
面
す

る
人
は
、
定
ま
り
た
る
や
う
な
れ
ば
、
う
ひ
〳
〵
し
き
里
人

は
、
あ
り
な
し
を
だ
に
、
し
ら
る
べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
に
、
十

月
つ
い
た
ち
ご
ろ
の
、
い
と
く
ら
き
夜
、
ふ
だ
ん
、
経
に
、
声

よ
き
人
々
、
よ
む
ほ
ど
な
り
と
て
、
そ
な
た
近
き
戸
口
に

二
人
ば
か
り
、
た
ち
出
で
ゝ
、
聞
き
つ
ゝ
、
物
が
た
り
し
て
、

よ
り
ふ
し
て
あ
る
に
、
参
り
た
る
人
の
あ
る
を
、
に
げ
入

り
て
、
局
な
る
人
々
、
呼
び
あ
げ
な
ど
せ
ん
も
、
み
ぐ
る
し
。

」（
四
十
三
・
ウ
）

」（
四
十
四
・
オ
）

さ
ば
れ
、
た
ゞ
、
を
り
か
ら
こ
そ
。
か
く
て
だ105
に
と
い
ふ
。
い

ま
一
人
の
あ
れ
ば
、
側
ら
に
て
、
聞
き
居
た
る
に
、
お
と
な

し
く
、
し
づ
や
か
な
る
け
は
ひ
に
て
、
物
な
ど
言
ふ
。
く
ち

を
し
か
ら
ざ
な
り
。
い
ま
一
人
は
、
な
ど
と
ひ
て
、
世
の
つ

ね
の
、
う
ち
つ
け
の
け
さ
う
び
て
な
ど
も
、
い
ひ
な
さ
ず
。

世
の
中
の
、
あ
は
れ
な
る
こ
と
ゞ
も
な
ど
、
細
や
か
に
、
い

ひ
出
で
ゝ
、
さ
す
が
に
き
び
し
う
、
ひ
き
い
る106
か
た
は107
、
ふ

し
〴
〵
あ
り
て
、
我
も
人
も
、
笞
へ
な
ど
す
る
を
、
ま
だ
し
ら

ぬ
人
の
、
あ
り
け
る
な
ど
、
め
づ
ら
し
が
り
て
、
と
み
に
た

つ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
ほ
ど
、
星
の
光
り
だ
に
見
え
ず
、
く
ら

105　
﹇
御
］
た
ゞ
（
と
い
ふ
）

106　
﹇
御
］
り

107　
﹇
御
］
い

く
ち
を
し
か
ら	

ざ
な
り
は
、
口
を	

し
か
ら
ざ
る
な	

り
と
い
ふ
べ
き	

を
省
け
る
な
り
。

」（
四
十
四･

ウ
）
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き
に
、
う
ち
し
ぐ
れ
つ
ゝ
、
木
の
葉
に
か
ゝ
る
音
の
、
お
か

し
き
を
、
中
々
に
、
え
ん
に
お
か
し
き
夜
か
な
、
月
の
、
く
ま

な
く
あ
か
ゝ
ら
ん
も
、
は
し
た
な
く
、
ま
ば
ゆ
か
り
ぬ
べ

か
り
け
り
。
春
秋
の
事
な
ど
い
ひ
て
、
時
に
し
た
が
ひ
、
見

る
毎
に
は
、
春
霞
お
も
し
ろ
く
、
空
も
、
の
ど
か
に
か
す
み
、

月
の
お
も
て
も
、
い
と
あ
か
う
も
あ
ら
ず
、
遠
う
な
が
る
ゝ

や
う
に
み
え
た
る
に
、
琵
琶
の
ふ
か
う
、
て
う
、
ゆ
る
ら
か

に
ひ
き
な
ら
し
た
る
、
い
と
い
み
じ
く
、
聞
こ
ゆ
る
に
、
ま

た
、
秋
に
な
り
て
、
月
い
み
し
う
あ
か
き
に
、
空
は
霧
渡
り

た
れ
ど
、
手
に
と
る
ば
か
り
、
さ
や
か
に
す
み
渡
り
た
る

に
、
風
の
音
、
虫
の
声
、
と
り
あ
つ
め
た
る
、
心
ち
す
る
に
、
筝

」（
四
十
五
・
オ
）

の
琴
、
か
き
な
ら
さ
れ
た
る
、
平108
調
の
、
吹
き
す
ま
さ
れ
た

る
は
、
何
の
春
と
お
ぼ
ゆ
か
し
。
又
、
さ
か
と
思
へ
ば
、
冬
の

夜
の
、
空
さ
へ
さ
え
渡
り
、
い
み
じ
き
に
、
雪
の
降
り
積
り
、

光
り
あ
ひ
た
る
に
、
ひ
ち
り
き
の
、
わ
な
ゝ
き
い
で
た
る

は
、
春
秋
も
、
み
な
、
忘
れ
ぬ
か
し
と
、
い
ひ
つ
ゞ
つ
け
て
、
い
づ

れ
に
か
、
御
心
と
ゞ
ま
る
と
と
ふ
に
、
秋
の
夜
に
、
心
を
よ

せ
て
、
こ
た
へ
給
ふ
を
、
さ
の
み
同
じ
さ
ま
に
は
、
い
は
じ

と
て
、

 
 

あ
さ
み
ど
り
、
花
も
ひ
と
つ
に
、
か
す
み
つ
ゝ
、
お
ぼ

ろ
に
見
ゆ
る
、
春
の
よ
の
月
、
と
こ
た
へ
た
れ
ば
、
返
す
〳
〵
、

108　
﹇
御
］
横
笛

」（
四
十
五
・
ウ
）
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う
ち
ず
ん
じ
て
、
さ
は
、
秋
の
夜
は
、
お
ぼ
し
す
て
つ
る
な

な
り
な
。

 
 

今
宵
よ
り
、
後
の
命
の
、
も
し
も
あ
ら
ば
、
さ
は
春
の

夜
を
、
か
た
み
と
思
は
ん
、
と
い
ふ
に
、
秋
に
心
寄
せ
た
る

人
、

 
 

人
は
み
な
、
春
に
心
を
、
よ
せ
つ
め
り
、
わ
れ
の
み
や

見
ん
、
秋
の
夜
の
月
、
と
あ
る
に
、
い
み
じ
う
興
じ
、
思
ひ
わ

づ
ら
ひ
け
る
、
け
し
き
に
て
、
も
ろ
こ
し
な
ど
に
も
、
昔
よ

り
、
春
秋
の
さ
だ
め
は
、
え
し
侍
ら
ざ
な
る
を
、
こ
の
、
か
う
、

お
ぼ
し
わ
か
せ
給
ひ
け
ん
、
御
心
ど
も
、
思
ふ
に
、
ゆ
ゑ
侍

ら
ん
か
し
。
わ
が
心
の
な
び
き
、
そ
の
を
り
の
、
あ
は
れ
と

も
、
お
か
し
と
も
、
思
ふ
事
の
あ
る
時
、
や
が
て
、
そ
の
を
り

な
ゝ
り
な
は
、
な	

り
な
と
あ
り
し	

を
、
伝
写
の
誤
り	

に
て
、な8

文
字
、ひ	

と
つ
、
書
き
添
へ	

た
る
に
は
あ
ら	

ぬ
か
。

」（
四
十
六
・
オ
）

の
、
空
の
け
し
き
も
、
月
も
花
も
、
心
に
そ
め
ら
る
ゝ
に
こ

そ
、
あ
べ
か
め
れ
。
春
秋
を
、
知
ら
せ
給
ひ
け
ん
こ
と
の
、
ふ

し
な
む
、
い
み
じ
う
承
ら
ま
ほ
し
き
。
冬
の
夜
の
月

は
、
昔
よ
り
、
す
さ
ま
じ
き
物
の
例
に
、
ひ
か
れ
て
、
侍
り
け

る
に
、
ま
た
い
と
寒
く
な
ど
し
て
、
こ
と
に
み
ら
れ
ざ
り

し
を
、
斎
宮
の
、
御
裳
着
の
勅
使
に
て
、
く
だ
り
し
に
、
暁

に
の
ぼ
ら
む
と
て
、
日
頃
、
ふ
り
つ
み
た
る
雪
に
、
月
の
い

と
あ
か
き
に
、
旅
の
空
と
さ
へ
、
思
へ
ば
、
心
ぼ
そ
く
お
ぼ

ゆ
る
に
、
ま
か
り
申
し
に
、
参
り
た
れ
ば
、
よ
の
所
に
も
、
似

ず
。
思
ひ
な
し
さ
へ
、
け
お
そ
ろ
し
き
に
、
さ
べ
き
所
に
め

し
て
、
円
融
院
の
御
世
よ
り
、
参
り
た
り
け
る
人
の
、
い
と

い
み
じ
く
、
神
さ
び
ふ
る
め
い
た
る
、
け
は
ひ
の
、
い
と
よ

あ
べ
か
め
れ
は
、	

あ
る
べ
か
る
め	

れ
を
省
き
し
な	

り
。

」（
四
十
六
・
ウ
）

さ
べ
き
は
、
さ
る	

べ
き
を
省
き
し	

な
り
。
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し
ふ
か
く
、
昔

109〰

ふ
る
こ
と

110〰

も
、い
ひ
い
で
、
う
ち
泣
き
な
ど

し
て
、
よ
う
調
べ
た
る
、
琵
琶
の
御
こ
と
を
、
さ
し
い
で
ら

れ
た
り
し
は
、
こ
の
世
の
事
と
も
、
お
ぼ
え
ず
、
夜
の
明
け

な
ん
も
、
を
し
う
、
京
の
こ
と
も
、
思
ひ
た
え
ぬ
ば
か
り
、
お

ぼ
え
侍
り
し
よ
り
な
む
、
冬
の
夜
の
、
雪
ふ
れ
る
夜
は
、
思

ひ
し
ら
れ
て
、
火
桶
な
ど
を
い
だ
き
て
も
、
必
ず
、
い
で
居

て
な
ん
、
見
ら
れ
侍
る
。
お
ま
へ
た
ち
も
、
必
ず
、
さ
お
ぼ
す

ゆ
ゑ
、
侍
ら111
む
か
し
。
さ
ら
ば
、
今
宵
よ
り
は
、
く
ら
き
喑
の

夜
の
、
し
ぐ
れ
う
ち
せ
ん
は
、
又
、
心
に
し
み
侍
り
な
ん
か

109　
﹇
御
］
の

110　
﹇
御
］
と

111　

る

」（
四
十
七
・
オ
）

し
。
斎
宮
の
雪
の
夜
に
、
お
と
る
べ
き
心
ち
も
、
せ
ず
、
な
ど

い
ひ
て
、
別
れ
に
し
後
は
、
誰
れ
と
し
ら
れ
じ
と
、
思
ひ112
し

を
、
又
の
年
の
八
月
に
、
内
へ
入
ら
せ
給
ふ
に
、
夜
も
す
が

ら
、
殿
上
に
て
、
御
遊
び
あ
り
け
る
に
、
こ
の
人
の
、
さ
ぶ
ら

ひ
け
る
も
、
し
ら
ず
、
そ
の
夜
は
、
し
も
に
あ
か
し
て
、
細
殿

の
や
り
戸
を
、
お
し
あ
け
て
、
見
い
だ
し
た
れ
ば
、
暁
方
の

月
の
、
あ
る
か
な
き
か
に
、
お
か
し
き
を
見
る
に
、
靴
の
声

き
こ
え
て
、
読
経
な
ど
す
る
人
も
、
有
り
。
読
経
の
人
は
、
こ

の
や
り
戸
口
に
、
立
ち
と
ま
り
て
、
も
の
な
ど
い
ふ
に
、
答

へ
た113
れ
ば
、
ふ
と
思
ひ
出
で
ゝ
、
時
雨
の
夜
こ
そ
、
片
時
忘

112　

ふ

113　

こ

」（
四
十
七
・
ウ
）
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れ
ず
、
こ
ひ
し
く
侍
れ
、
と
い
ふ
に
、
こ
と
長
う
こ
た114
ふ
べ

き
ほ
ど
な
ら
ね
ば
、

 
 

何
さ
ま
で
、
思
ひ
出
で
け
ん
、
等
閑
の
、
木
の
葉
に
か

け
し
、
時
雨
ば
か
り
を
、
と
も
い
ひ
や
ら
ぬ
を
、
人
々
、
又
来

あ
へ
ば
、
や
が
て
、
す
べ
り
い
り
て
、
そ
の
夜
さ
り
、
ま
か
で

に
し
か
ば
、
も
ろ
と
も
な
り
し
人
、
尋
ね
て
、
か
へ
し

115〰

た

り
し
な
ど
も
、
後
に
ぞ
き
く
。
あ
り
し
時
雨
の
、
や
う
な
ら

ん
に
、
い
か
で
、
琵
琶
の
音
の
、
お
ぼ
ゆ
る
か
ぎ
り
、
ひ
き
て

聞
か
せ
ん
と
な
ん
、
あ
る
と
き
く
に
、
ゆ
か
し
く
て
、
我
も

さ
る
べ
き
を
り
を
待
つ
に
、
更
に
な
し
。
春
ご
ろ
、
の
ど
や

114　

た 

ナ
シ

115　

し 
 

﹇
御
］
し

」（
四
十
八
・
オ
）

か
な
る
夕
つ
か
た
、
参
り
た
な
り
と
聞
き
て
、
そ
の
夜
、
も

ろ
と
も
な
り
し
人
と
、
ゐ
ざ
り
い
づ
る
に
、
と
に
、
人
々
ま

ゐ
り
、
う
ち
に
も
、
例
の
人
々
あ
れ
ば
、
い
で
さ
い
て
い
り

ぬ
。
あ
の
人
も
、
さ
や
思
ひ
ん
。
し
め
や
か
な
る
夕
暮
を
、

お
し
は
か
り
て
、
参
り
た
り
け
る
に
、
騒
が
し
か
り
け
れ

ば
、
ま
か
づ
め
り
。

 
 

か
し
ま
見
て
、
な
る
と
の
浦
に
、
こ
が
れ
出
づ
る
、
心

は
え
き
や
、
磯
の
あ
ま
人
、
と
ば
か
り
に
て
や
み
に
け
り
。

あ
の
人
が
ら
も
、
い
と
す
く
よ
か
に
、
世
の
常
な
ら
ぬ

人
に
て
、
そ
の
人
は
、
か
の
人
は
な
ど
も
、
尋
ね
と
は
で
過

き
ぬ
。
今
は
昔
の
よ
し
な
し
心
も
、
く
や
し
か
り
け
り
と

の
み
、
思
ひ
知
り
は
て
、
親
の
、
も
の
へ
ゐ
て
参
り
な
ど
せ

」（
四
十
八
・
ウ
）
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で
、
や
み
に
し
も
、
も
ど116
か
し
く
思
ひ
い
で
ら
る
れ
ば
、
今

は
ひ
と
へ
に
、
ゆ
た
か
な
る
勢
ひ
に
な
り
て
、
二
葉
の
人

を
も
、
思
ふ
さ
ま
に
、
か
し
づ
き
お
ほ
し
た
て
、
わ
が
身
も
、

み
く
ら
の
山
に
、
積
み
余
る
ば
か
り
に
て
、
後
の
世
ま
で

の
、
事
を
も
、
思
は
ん
と
、
思
ひ
は
げ
み
て
、
霜
月
の
廿
余
日
、

石
山
に
ま
ゐ
る
。
雪
う
ち
ふ
り
つ
ゝ
、
道
の
ほ
ど
さ
へ
、
お

か
し
き
に
、
逢
坂
の
関
を
見
る
に
も
、
昔
越
え
し
も
、
冬
ぞ

か
し
と
、
思
ひ
出
で
ら
る
ゝ
に
、
そ
の
ほ
ど
し
も
、
い
と
あ

ら
う
吹
い
た
り
。

 
 

逢
坂
の
、
関
の
山
風
、
吹
く
声
は
、
昔
聞
き
し
に
、
か
は

116　

て

」（
四
十
九
・
オ
）

ら
ざ
り
け
り
。
関
寺117
の
、
い
か
め
し
う
造
ら
れ
た
る
を
、
見

る
に
も
、
そ
の
を
り
、
あ
ら
づ
く
り
の
、
御
顔
ば
か
り
、
み
ら

れ
し
を
り
、
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
年
月
の
過
ぎ
に
け
る
も
、

い
と
あ
は
れ
な
り
。
打
出
の
浜
の
ほ
ど
な
ど
、
見
し
に
も

変
は
ら
ず
。
暮
れ
か
ゝ
る
ほ
ど
に
、
ま
う
で
つ
き
、
ゆ
や
に
お

り
て
、
御
堂
に
の
ぼ
る
に
、
人
声
も
せ
ず
。
山
風
お
そ
ろ
し

う
お
ぼ
え
て
、
行
ひ
さ
し
て
、
打
ま
ど
ろ
み
た
る
夢
に
、
中

堂
よ
り
、
御
か
う
給
は
り
ぬ
。
と
く
、
か
し
こ
へ
つ
げ
よ
と
、

い
ふ
人
、
あ
る
に
、
う
ち
驚
き
た
れ
ば
、
夢
な
り
け
り
と
思

ふ
に
、
よ
き
事
な
ら
ん
か
し
と
思
ひ
て
、
行
ひ
あ
か
す
。
ま

117　

守

」（
四
十
九
・
ウ
）
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た
の
日
も
、
い
み
じ
く
、
雪
ふ
り
あ
れ
て
、
宮
に
か
た
ら
ひ

聞
こ
ゆ
る
人
の
、
ぐ
し
た
ま
へ
る
と
、
物
が
た
り
し
て
、
心
ぼ

そ
さ
を
慰
む
。
三
日
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
ま
か
で
ぬ
。
そ
の
か
へ

る
年
の
、
十
月
廿
五
目
、
大
嘗
会
、
御
禊
と
の
ゝ
し
る
に
、
初

瀬
の
精
進
、
始
め
て
、
そ
の
日
、
京
を
出
づ
る
に
、
さ
る
べ
き

人
々
、
一
代
に
、
一
度
の
、
見
物
に
て
、
田
舎
世
界
の
人
だ
に
、

み
る
も
の
を
、
月
日
お
ほ
か
り
。
そ
の
日
し
も
、
京
を
ふ
り

出
で
ゝ
、
い
か
む
、

〰118
い
と
、
こ119
と
の
く
る
ほ
し
く
、
な
が
れ
て

の
、
物
語
と
も
、
な
り
ぬ
べ
き
、
事
や
な
ど
、
は
ら
か
ら
な
る

人
は
、
言
ひ
は
ら
だ
て
ど
、
ち
ご
ど
も
の
、
親
な
る
人
は
、
い

118　

と 
 

﹇
御
］
も

119　
﹇
御
］
も
の
く
る
ほ
し
く

ぐ
し
給
へ
る
は
、	

ぐ
し
給
へ
る
ぞ	

と
い
ふ
べ
き
、
ぞ8

文
字
を
省
け
り
。

」（
五
十
・
オ
）

か
に
も
〳
〵
、
心
に
こ
そ
あ
ら
め
と
て
、
い
ふ
に
、
し
た
が

ひ
て
、
い
だ
し
た
つ
る120
心
ば
へ
も
、
あ
は
れ
な
り
。
と
も
に

行
く
人
々
も
、
い
と
い
み
じ
く
、
物
ゆ
か
し
げ
な
る
は
、
い

と
ほ
し
け
れ
ど
、
も
の
見
て
、
何
に
か
は
せ
ん
。
か
ゝ
る
を

り
に
、
ま
う
で
ん
志
を
、
さ
り
と
も
、
お
ぼ
し
な
ん
。
必

ず
、
仏
の
御
し
る
し
を
見
ん
と
、
思
ひ
立
ち
て
、
そ
の
暁
、
京

を
い
づ
る
に
、
二
条
の
大
路
を
、
お121
し
渡
り
て
、
い
く
に
、
さ

よ122
に
み
あ
か
し
も
た
せ
、
と
も
の
人
々 

浄
衣
姿
な
る
を
、

そ
こ
ら
、
さ
じ
き
ど
も
に
、
移
る
と
て
、
い
き
ち
が
ふ
、
馬
も

120　

る 

ナ
シ

121　
﹇
御
］
し
も

122　

き 
 

﹇
御
］
き

」（
五
十
・
ウ
）
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車
も
、
か
ち
人
も
、
あ
れ
ば
、
な
ぞ
、123〰

こ
と
や
す
か
ら
ず
、
い
ひ

驚
き
、
あ
ざ
み
笑
ひ
、
あ
ざ
け
る
も
の
ど
も
ゝ
あ
り
。
良
頼

の
、
兵
衛
の
か
み
と
申
し

1ゝ24
人
の
、
家
の
ま
へ
を
、
す
ぐ
れ

ば
、
そ
れ
、
さ
じ
き
へ
渡
り
給
ふ
な
る
べ
し
。
門
ひ
ろ
う
お

し
あ
け
て
、
人
々
、
た
て
る
が
、
あ
れ
ば
、
物
ま
う
で
人
な
め

り
な
。
月
日
し
も
こ
そ
、
世
に
多
か
れ
と
、
笑
ふ
中
に
、
い
か

な
る
心
あ
る
人
に
か
、
一
時
が
目
を
こ
や
し
て
、
何
に
か

は
せ
ん
。
い
み
じ
く
お
ぼ
し
た
ち
て
、
仏
の
御
徳
、
必
ず
見

給
ふ
べ
き
、
人
に
こ
そ
あ
め
れ
。
よ
し
な
し
か
し
。
物
み
で
、

か
う
こ
そ
、
思
ひ
た
つ
べ
か
り
け
れ
と
、
ま
め
や
か
に
、
い

123　

こ 

ナ
シ 

 

﹇
御
］
〳
〵 

 

こ 

ナ
シ

124　

ゝ 

ナ
シ

」（
五
十
一
・
オ
）

ふ
人
、
ひ
と
り
ぞ
あ
る
。
み
ち
け
ん
そ
う
な
ら
ぬ
、
さ125き
に

と
、
夜
深
う
出
で
し
か
ば
、
立
ち
お
く
れ
た
る
、
人
々
も
、
待

ち
、
い
と
お
そ
ろ
し
う
、
深
き
霧
を
も
、
す
こ
し
は
る
け
ん

と
て
、
法
性
寺
の
大
門
に
、
た
ち
と
ま
り
た
る
に
、
田
舎
よ

り
、
物
見
に
、
の
ぼ
る
、
も
の
ど
も
、
水
の
流
る
ゝ
や
う
に
ぞ

見
ゆ
る
や
。
す
べ
て
、
道
も
さ
り
あ
へ
ず
。
物
の
心
し
り
げ

も
な
き
、
あ
や
し
の
わ
ら
は
ベ
ま
で
、
ひ
き
よ
き
て
、
行
き

過
ぐ
る
を
、
車
を
驚
き
あ
さ
み
た
る
こ
と
、
か
ぎ
り
な
し
。

是
等
を
み
る
に
、
げ
に
、
い
か
に
出
で
た
ち
し
、
道
な
り
と

も
、
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
ひ
た
ぶ
る
に
、
仏
を
ね
ん
じ
奉
り
て
、
う

125　

御
き

」（
五
十
一
・
ウ
）
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ぢ
の
わ
た
り
に
い
き
つ
き
ぬ
。
そ
こ
に
も
、
猶
し
も
、
こ
な

た
ざ
ま
に
、
渡
り
す
る
も
の
ど
も
、
立
ち
こ
み
た
れ
ば
、
船

の
、
か
ぢ
と
り
た
る
男
ど
も
、
舟
を
ま
つ
、
人
の
数
し
ら
ぬ

に
、
心
お
ご
り
し
た
る
け
し
き
に
て
、
袖
を
か
い
ま
く
り

て
、
顔
に
あ
て
ゝ
、
竿
に
お
し
か
ゝ
り
て
と
み
に
舟
も
よ

せ
ず
。
う
そ
ぶ
い
て
、
み
ま
は
し
、
い
と
い
み
じ
う
、
す
み
た

る
さ
ま
な
り
。
む
ご
に
え
渡
ら
で
、
つ
く
〴
〵
と
、
み
る
に
、
紫

の
物
が
た
り
に
、
う
ぢ
の
宮
の
、
む
す
め
ど
も
の
、
事
あ
る

を
、
い
か
な
る
所
な
れ
ば
、
そ
こ
に
し
も
、
住
ま
せ
た
る
な

ら
む
と
、
ゆ
か
し
く
思
ひ
し
所
ぞ
か
し
。
げ
に
、
お
か
し
き

」（
五
十
二
・
オ
）

所
哉
と
、
思
ひ
つ
ゝ
、
か
ら
う
じ
て
、
渡
り
て
、
殿
の
さ126
ぶ
ら

う
所
の
、
う
ち
殿
を
、
い
り
て
み
る
に
も
、
う
き
ふ
ね
の
女

君
の
、
か
ゝ
る
所
に
や
、
あ
り
け
ん
な
ど
、
ま
づ
思
ひ
出
で

ら
る
。
夜
深
く
出
で
し
か
ば
、
人
々
、
こ
う
じ
て
や
ひ
ろ
う

ち
と
云
ふ
所
に
、
と
ゞ
ま
り
て
、
物
く
ひ
な
ど
す
る
ほ
ど

に
し
も
、
供
な
る
も
の
ど
も
、
か
う
み
や
う
の
、
く
り
こ
ま

山
に
は
、
あ
ら
ず
や
。
日
も
、
く
れ
が
た
に
、
な
り
ぬ
め
り
。
ぬ

し
た
ち
、
調
度
、
と
り
お
は
さ
う
せ
よ
や
と
い
ふ
を
、
い
と

物
お
そ
ろ
し
う
き
く
。
そ
の
山
、
越
え
は
て
ゝ
、
に
へ
の
ゝ

他
の
ほ
と
り
へ
、
い
き
つ
き
た
る
ほ
ど
、
日
は
、
山
の
端
に

126　
﹇
御
］
御
領
所

」（
五
十
二
・
ウ
）
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か
ゝ
り
に
た
り
。
今
は
、
や
ど
と
れ
と
て
、
人
々
あ
が
れ
て
、

や
ど
求
む
る
所
、
は
し
た
に
て
、
い
と
あ
や
し
げ
な
る
、
下

司
の
、
小
家
な
ん
あ
る
と
、
い
ふ
に
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
と
て
、

そ
こ
に
宿
り
ぬ
。
み
な
人
々
、
京
に
ま
か
り
ぬ
と
て
、
あ
や

し
の
男
、
ふ
た
り
ぞ
居
た
る
、
そ
の
夜
も
、
い
も
ね
ず
。
此
男
、

い
で
い
り
し
あ
り
く
を
、
奥
の
か
た
な
る
、
女
ど
も
、
な
ど

か
く
し
あ
り
か
る
ゝ
ぞ
と
、
と
ふ
な
れ
ば
、
い
な
や
、
心
も

し
ら
ぬ
人
を
、
や
ど
し
奉
り
て
、
か
ま
は
し
も
、
ひ
き
ぬ
か

れ
な
ば
、
い
か
に
す
べ
き
ぞ
と
、
思
ひ
て
、
え
ね
で
、
ま
は
り

あ
り
く
ぞ
か
し
と
、
ね
た
る
と
思
ひ
て
い
ふ
。
き
く
に
、
い

と
、
む
く
〳
〵
し
く
を
か
し
。
つ
と
め
て
、
そ
こ
を
た
ち
て
、
東

大
寺
に
よ
り
て
、
を
が
み
奉
る
。
い
そ
の
か
み
も
、
ま
こ
と

」（
五
十
三
・
オ
）

ね
た
る
と
思
ひ	

て
は
、
ね
た
る
こ	

と
と
思
ひ
て
と	

い
ふ
べ
き
こ
と	

の
文
字
を
省
け	

る
な
り
。

に
ふ
り
に127
け
る

128〰

事
、
思
ひ
や
ら
れ
て
、
む
げ
に
あ
れ
は
て

に
け
り
。
そ
の
夜
、
山
の
べ
と
い
ふ
所
の
、
寺
に
や
ど
り
て
、

い
と
苦
し
け
れ
ど
、
経
す
こ
し
よ
み
奉
り
て
、
打
ち
や
す
み

た
る
夢
に
、
い
み
じ
く
や
む
ご
と
な
く
、
き
よ
ら
な
る
女

の
、
在129
は
す
る
に
、
ま
ゐ
り
た
れ
ば
、
風
い
み
じ
う
吹
く
。
み

つ
け
て
、
う
ち
ゑ
み
て
、
何
し
に
お
は
し
つ
る
ぞ
と
、
と
ひ

給
へ
ば
、
い
か
で
か
は
、
参
ら
ざ
ら
ん
と
、
申
せ
ば
、
そ
こ
は
、

う
ち
に
こ
そ
あ
ら
ん
と
す
れ
。
は
か
せ
の
命
婦
を
こ
そ
、

よ
く
か
た
ら
は
め
と
、
宣
ふ
と
思
ひ
て
、
嬉
し
く
た
の
も

し
く
て
、
い
よ
〳
〵
、
ね
ん
じ
奉
り
て
、
初
瀬
川
な
ど
、
う
ち
過

127　

に 

ナ
シ

128　

に

129　

お 
 

﹇
御
］
お

」（
五
十
三
・
ウ
）
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ぎ
て
、
そ
の
夜 

御
寺
に
ま
う
で
つ
き
ぬ
。
は
ら
へ
な
ど
し

て
、
の
ぼ
る
。
三
日
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
暁
に
ま
か
で
む
と
て
、
う

ち
ね
ぶ
り
た
る
に
、
よ
さ
り
み
だ
う
の
方
よ
り
、
す
は
、
稲

荷
よ
り
た
ま
は
る
、
し
る
し
の
杉
よ
と
て
、
物
を
、
な
げ
い

づ
る
や
う
に
、
す
る
に
、
う
ち
驚
き
た
れ
ば
、
夢
な
り
け
り
。

暁
よ
ぶ
か
く
出
で
ゝ
、
え
と
ま
ら
ね
ば
、
な
ら
ざ
か
の
こ

な
た
な
る
家
を
、
尋
ね
て
や
ど
り
ぬ
。
是
も
、
い
み
じ
げ
な

る
小
家
な
り
。
こ
ゝ
は
、
け
し
き
も
あ
る
所
な
め
り
。
ゆ
め130
い

ぬ
な
、
れ
う
か
い
の
こ
と
あ
ら
ん
に
、
あ
な
か
し
こ
、
お
び

え
騒
が
せ
給
ふ
な
。
い
き
も
せ
で
、
ふ
さ
せ
給
へ
と
、
云
ふ

130　

か

」（
五
十
四
・
オ
）

れ
う
か
い
一
本	

に
は
、
う
か
ゞ
い	

と
も
あ
り
、
孰
れ	

に
て
も
、
意
さ
だ	

か
な
ら
ず
。
伝
写	

の
誤
り
も
や
あ	

る
へ
か
ら
ん
。

を
き
く
に
も
、
い
と
い
み
じ
う
、
わ
び
し
く
お
そ
ろ
し
う

て
、
夜
を
あ
か
す
ほ
ど
、
千
歳
を
す
ぐ
す
こ
ゝ
ち
す
。
か
ら

う
じ
て
、
明
け
た
つ
ほ
ど
に
、
こ131
れ
は
、
ぬ
す
人
の
家
な
り
。

あ
る
じ
の
女
、
け
し
き
あ
る
こ
と
を
し
て
な
む
、
あ
り
け

る
と
い
ふ
。
い
み
じ
う
、
風
の
吹
く
日
、
宇
治
の
渡
り
を
、
す

る
に
、
網
代
い
と
近
う
、
こ
ぎ
よ
り
た
り
。

 
 

音
に
の
み
、
き
ゝ
わ
た
り
こ
し
、
宇
治
川
の
、
網
代
の

浪
も
、
け
ふ
ぞ
か
ぞ
ふ
る
、
二
三
年
、
四
五
年
、
へ
だ
て
た
る

こ
と
を
、
し
だ
い
も
な
く
、
か
き
つ
ゞ
く
れ
ば
、
や
が
て
、
つ
ゞ

き
だ
ち
た
る
、
修
行
者
め
き
た
れ
ど
、
さ
に
は
あ
ら
ず
。
年

131　

す

」（
五
十
四
・
ウ
）
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月
へ
だ
ゝ
れ
る
事
な
り
。
春
頃
、
鞍
馬
に
籠
り
た
り
。
山
ぎ

は
、
霞
わ
た
り
、
の
ど
や
か
な
る
に
、
山
の
か
た
よ
り
、
わ
づ

か
に
、
と
こ
ろ
な
ど
、
ほ
り
も
て
く
る
も
、
を
か
し
。
い
づ
る

道
は
、
花
も
、
み
な
、
散
り
は
て
に
け
れ
ば
、
何
と
も
な
き
を
、

十
月
ば
か
り
に
、
も
う
づ
る
に
、
道
の
ほ
ど
、
山
の
け
し
き
、

此
頃
は
、
い
み
じ
う
ぞ
、
ま
さ
る
物
な
り
け
る
。
山
の
は
、
錦

を
、
ひ
ろ
げ
た
る
や
う
な
り
。
た
ぎ
り
て
、
流
れ
ゆ
く
水
、
水

晶
を
、
ち
ら
す
や
う
に
、
わ
き
か
へ
る
な
ど
、
い
づ
れ
に
も
、

す
ぐ
れ
た
り
。
ま
う
で
つ
き
て
、
僧
坊
に
い
き
つ
き
た
る

ほ
ど
、
か
き
し
ぐ
れ
た
る
、
紅
葉
の
、
た
ぐ
ひ
な
く
ぞ
、
み
ゆ

る
や
。

」（
五
十
五
・
オ
）

 
 

奥
山
の
、
紅
葉
の
錦
、
外
よ
り
も
、
い
か
に
し
ぐ
れ
て
、
ふ

か
く
そ
め
け
む
、
と
ぞ
み
や
ら
る
ゝ
。
二
年
ば
か
り
あ
り

て
、
又
、
石
山
に
籠
り
た
れ
ば
、
夜
も
す
が
ら
、
雨
ぞ
、
い
み
じ

く
ふ
る
。
旅
居
は
、
雨
、
い
と
む
つ
か
し
き
、
も
の
と
き
ゝ
て
、

し
と
み
お
し
あ
け
て
、
み
れ
ば
、
有
明
の
月
の
、
谷
の
そ
こ

さ
へ
、
曇
り
な
く
す
み
わ
た
り
、
雨
と
聞
こ
え
つ
る
は
、
木

の
ね
よ
り
、
水
の
流
る
ゝ
音
な
り
。

 
 

谷
川
の
、
流
れ
は
雨
と
、
聞
こ
ゆ
れ
ど
、
外
よ
り
け
な

る
、
有
明
の
月
、
ま
た
、
初
瀬
に
ま
う
づ
れ
ば
、
は
じ
め
に
、
こ

よ
な
く
物
た
の
も
し
。
処
々
に
、
ま
う
け
な
ど
し
て
、
い
き

も
や
ら
ず
。
山
城
の
国
、
は
ゝ
そ
の
杜
な
ど
に
、
紅
葉
、
い
と

お
か
し
き
ほ
ど
な
り
。
初
瀬
川
わ
た
る
に
、

」（
五
十
五
・
ウ
）

」（
五
十
六
・
オ
）
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初
瀬
川
、
立
ち
帰
り
つ
ゝ
、
尋
ぬ
れ
ば
、
杉
の
し
る
し

も
、
こ
の
た
び
や
み
む
、
と
思
ふ
も
、
い
と
た
の
も
し
。
三
日

さ
ぶ
ら
ひ
て
、
ま
か
で
ぬ
れ
ば
、
例
の
な
ら
ざ
か
の
こ
な

た
に
、
小
家
な
ど
に
、
此
度
は
、
い
と
る
ゐ
ひ
ろ
け
れ
ば
、
え

や
ど
る
ま
じ
う
て
、
野
中
に
、
か
り
そ
め
に
庵
つ
く
り
て
、

す
ゑ
た
れ
ば
、
人
は
た
ゞ
、
野
に
ゐ
て
、
夜
を
明
か
す
。
草
の

上
に
、
む
か
ば
き
な
ど
を
、
う
ち
し
き
て
、
う
へ
に
、
蓆
を
し

き
て
、
い
と
は
か
な
く
て
、
夜
を
あ
か
す
。
か
し
ら
も
、
し
と
ゞ

に
、
露
お
く
。
暁
が
た
の
月
、
い
と
い
み
じ
く
、
す
み
渡
り
て
、

よ
に
し
ら
ず
、
お
か
し
。

 
 

ゆ
く
へ
な
き
、
旅
の
空
に
も
、
お
く
れ
ぬ
は
、
都
に
て

み
し
、
有
明
の
月
、
何
事
も
、
心
に
か
な
は
ぬ
事
も
、
な
き

」（
五
十
六
・
ウ
）

ま
ゝ
に
、
か
や
う
に
、
た
ち
は
な
れ
た
る
、
物
ま
う
で
を
し

て
も
、
道
の
ほ
ど
を
、
お
か
し
と
も
、
苦
し
と
も
、
み
る
に
、
お

の
づ
か
ら
、
心
も
慰
め
、
さ
り
と
も
、
た
の
も
し
う
、
さ
し
あ

た
り
て
、
嘆
か
し
な
ど
、
お
ぼ
ゆ
る
こ
と
ど
も
、
な
い
ま
ゝ

に
、
た
ゞ
、
を
さ
な
き
人
々
を
、
い
つ
し
か
、
思
ふ
さ
ま
に
、
し

た
て
ゝ
見
ん
と
、
思
ふ
に
、
年
月
の
、
過
ぎ
行
く
を
、
心
も
と

な
く
、
た
の
む
人
だ
に
、
ひ
と
の
や
う
な
る
、
よ
ろ
こ
び
し

て
は
、
と
の
み
、
思
ひ
渡
す
心
ち
、
た
の
も
し
か
し
。
古
、
い
み

じ
う
か
た
ら
ひ
、
よ
る
ひ
る
、
歌
な
ど
、
よ
み
か
は
し
ゝ
人

の
、
あ
り
〳
〵
て
も
、
い
と
、
昔
の
や
う
に
こ
そ
あ
ら
ね
、
た
え

ず
い
ひ
渡
る
。
越
前
守
の
よ
め
に
て
、
く
だ
り
し
が
、
か
き

た
え
、
音
も
せ
ぬ
に
、
か
ら
う
じ
て
、
た
よ
り
尋
ね
て
、
こ
れ

」（
五
十
七
・
オ
）
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よ
り
、

 
 

た
え
ざ
り
し
、
思
ひ
も
今
は
、
た
え
に
け
り
、
こ
し
の

渡
り
の
、
雪
の
ふ
か
さ
に
、
と
い
ひ
た
る
、
返
り
こ
と
に
、

 
 

白
山
の
、
雪
の
下
な
る
、
さ
ゞ
れ
石
の
、
中
の
思
ひ
は
、

消
え
ん
物
か
は
、
や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
頃
に
、
西
山
の
、
奥

な
る
所
に
、
い
き
た
る
、
人
目
も
見
え
ず
、
の
ど
〳
〵
と
、
霞
み

わ
た
り
た
る
に
、
あ
は
れ
に
、
心
細
く
、
花
ば
か
り
咲
き
み

だ
れ
た
り
。

 
 

里
遠
み
、
あ
ま
り
奥
な
る
、
山
路
に
は
、
花
み
に
と
て

も
、
人
こ
ざ
り
け
り
、
世
の
中
、
む
つ
か
し
う
お
ぼ
ゆ
る
頃
、

う
づ
ま
さ
に
籠
り
た
る
に
、
宮
に
、
か
た
ら
ひ
聞
ゆ
る

返
り
ご
と
は
、
か	

へ
し
と
い
ふ
べ	

き
所
な
り
。

」（
五
十
七
・
ウ
）

い
き
た
る
の
下
に

は
、
に8

文
字
を	

省
け
り
。

人
の
、
御
も
と
よ
り
、
文
あ
る
、
返
り
ご
と

132〰

き
こ
ゆ
る
ほ
ど

に
、
鐘
の
音
の
、
聞
こ
ゆ
れ
ば
、

 
 

し
げ
か
り
し
、
う
き
世
の
こ
と
も
、
忘
ら
れ
ず
、
入
相

の
鐘
の
、
心
ば
そ
さ
に
、
と
か
き
て
、
や
り
つ
。
う
ら
〳
〵
と
の

ど
か
な
る
宮
に
て
、
同
じ
心
な
る
人
、
三
人
ば
か
り
、
物
語

な
ど
し
て
、
ま
か
で
ゝ
、
又
の
日
、
つ
れ
〴
〵
な
る
ま
ゝ
に
、
こ

ひ
し
う
、
思
ひ
出
で
ら
る
れ
ば
、
二
人
の
中
に
、

 

袖
ぬ
る
ゝ
、
あ
ら
磯
浪
と
、
し
り
な
が
ら
、
と
も
に
か

づ
き
を
、
せ
し
ぞ
こ
ひ
し
き
、
と
き
こ
え
た
れ
ば
、

 
 

あ
ら
磯
は
、
あ
さ
れ
ど
何
の
、
か
ひ
な
く
て
、
う
し
ほ

132　

と

」（
五
十
八
・
オ
）
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に
ぬ
る
ゝ
、
あ
ま
の
袖
か
な
、
い
ま
一
人
、

 
 

み
る
め
お
ふ
る
、
浦
に
あ
ら
ず
ば
、
あ
ら
磯
の
、
浪
ま

か
ぞ
ふ
る
、
あ
ま
も
あ
ら
じ
を
、
同
じ
心
に
、
か
や
う
に
、
い

ひ
か
は
し
、
世
の
中
の
、
う
き
も
つ
ら
き
も
、
お
か
し
き
も
、

か
た
み
に
、
い
ひ
か
た
ら
ふ
人
、
筑
前
に
く
だ
り
て
の
ち
、

月
の
、
い
み
じ
う
あ
か
き
に
、
か
や
う
成
り
し
夜
、
宮
に
参

り
て
、
あ
ひ
て
は
、
つ
ゆ
ま
ど
ろ
ま
ず
、
な
が
め
あ
か
い
し

も
の
を
、
恋
し
く
思
ひ
つ
ゝ
、
寝
い
り
に
け
り
。
宮
に
、
参

り
あ
ひ
て
、
う
つ
ゝ
に
あ
り
し
や
う
に
て
、
有
る
と
み
て
、

う
ち
驚
き
た
れ
ば
、
夢
な
り
け
り
。
月
も
、
山
の
端
近
う
な

り
に
け
り
。
さ
め
ざ
ら
ま
し
を
と
、
い
と
ゞ
な
が
め
ら
れ

て
、

」（
五
十
八
・
ウ
）

 
 

夢
さ
め
て
、
ね
ざ
め
の
床
の
う
く
ば
か
り
、
こ
ひ
き

と
つ
げ
よ
、
西
へ
行
く
月
、
さ
る
べ
き
や
う
あ
り
て
、
秋
の

こ
ろ
、
和
泉
に
く
だ
る
に
、
よ
ど
と
い
ふ
よ
り
し
て
、
道
の

ほ
ど
の
、
お
か
し
う
あ
は
れ
な
る
こ
と
、
い
ひ
つ
く
す
べ

う
も
、
あ
ら
ず
。
た
か
は
ま
と
い
ふ
所
に
、
と
ゞ
ま
り
た
る

夜
、
い
と
暗
き
に
、
夜
、
い
た
う
ふ
け
て
、
舟
の
か
ぢ
の
音
、
き

こ
ゆ
と
ふ
な
れ
ば
、
あ
そ
び
の
、
来
た
る
な
り
け
り
。
人
々

興
じ
て
、
舟
に
、
さ
し
つ
け
さ
せ
た
り
。
遠
き
火
の
ひ
か
り

に
、
ひ
と
へ
の
袖
、
長
や
か
に
、
扇
さ
し
か
く
し
て
、
歌
う
た

ひ
た
る
、
い
と
あ
は
れ
に
み
ゆ
。
又
の
日
、
山
の
端
に
、
日
の

か
ゝ
る
ほ
ど
、
住
吉
の
浦
を
す
ぐ
。
空
も
ひ
と
つ
に
、
霧
渡

」（
五
十
九
・
オ
）

と
ふ
な
れ
ば
ハ
、

と
い
ふ
な
れ
ば	

を
約
め
た
る
な	

り
。
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れ
る
、
松
の
梢
も
、
海
の
お
も
て
も
、
波
の
よ
せ
く
る
、
渚
の

ほ
ど
も
、
ゑ
に
か
き
て
も
、
お
よ
ぶ
べ
き
か
た
な
う
、
お
も

し
ろ
し
。

 
 

い
か
に
い
ひ
、
何
に
た
と
へ
て
、
か
た
ら
ま
し
、
秋
の

ゆ
ふ
べ
の
、
住
吉
の
浦
、
と
見
つ
ゝ
、
つ
な
で
引
き
過
ぐ
る

ほ
ど
、
か
へ
り
見
の
み
、
せ
ら
れ
て
、
あ
か
ず
お
ぼ
ゆ
。
冬
に

な
り
て
、
の
ぼ
る
に
、
お
ほ
え133
と
い
ふ
浦
に
、
舟
に
、
の
り
た

る
に
、
其
夜
、
雨
風
、
岩
も
動
く
ば
か
り
、
ふ
り
ふ
ゞ
き
て
、
紙

さ
へ
な
り
て
、
と
ゞ
ろ
く
に
、
浪
の
、
立
ち
く
る
音
な
ひ
、
風

の
、
吹
き
ま
ど
ひ
た
る
さ
ま
、
お
そ
ろ
し
げ
な
る
こ
と
、
命

133　
﹇
御
］
つ

」（
五
十
九
・
ウ
）

か
ぎ
り
つ
と
、
思
ひ
ま
ど
は
る
。
岡
の
う
へ
に
、
舟
を
、
ひ
き

あ
げ
て
、
夜
を
あ
か
す
。
雨
は
、
や
み
た
れ
ど
、
風
な
ほ
ふ
き

て
、
船
い
だ
さ
ず
。
ゆ
く
へ
も
な
き
岡
の
う
へ
に
、
五
六
日

を
す
ぐ
す
。
か
ら
う
じ
て
風
、
い
さ
さ
か
や
み
た
る
ほ
ど
、

舟
の
す
だ
れ
、
ま
き
あ
げ
て
、
見
渡
せ
ば
、
夕
汐
、
た
ゞ
み
ち

に
、
み
ち
く
る
さ
ま
、
と
り
も
あ
へ
ず
。
入
江
の
田
鶴
の
、
声

を
し
ま
ぬ
も
、
お
か
し
く
見
ゆ
。
く
に
の
人
々
、
集
ま
り
き
て
、

其
夜
、
こ
の
浦
を
、
い
で
さ
せ
給
ひ
て134
、
い
し
づ
に
、
つ
か
せ

給
へ
ら
ま
し
か
ば
、
や
が
て
、
此
御
舟
、
な
ご
り
な
く
、
な
り

な
ま
し
な
ど
い
ふ
、
心
細
う
聞
こ
ゆ
。

134　

て 
ナ
シ

」（
六
十
・
オ
）
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荒
る
ゝ
海
に
、
風
よ
り
さ
き
に
、
舟
出
し
て
、
い
し
づ

の
波
と
、
き
え
な
ま
し
か
ば
、
世
の
中
に
、
と
に
か
く
に
心

の
み
つ
く
す
に
、
宮
づ
か
へ
と
て
も
、
こ
と
は
ひ
と
す
ぢ

に
、
つ
か
う
ま
つ
り
つ
ゞ
、
か
は
や
い
か
ゞ
あ
ら
ん
、
時
々

立
ち
い
で
ば
、
何
な
る
べ
く
も
、
な
か
め
り
。
年
は
や

1ゝ35
さ136

だ
過
ぎ
行
く
に
、
わ
か
〳
〵
し
き
や
う
な
る
も
、
つ
き
な
う
、

お
ぼ
え
な
げ
か
る
ゝ
う
ち
に
、
身
の
病
ひ
、
い
と
重
く
な

り
て
、
心
に
ま
か
せ
て
、
物
ま
う
で
な
ど
せ
し
事
も
、
え
せ

ず
、
な
り
た
れ
ば
、
わ
く
ら
ば
の
立
ち
出
で
も
、
た
え
て
、
な

が
ら
ふ
べ
き
心
ち
も
、
せ
ぬ
ま
ゝ
に
、
幼
き
人
々
を
、
い
か

135　

く

136　

は

」（
六
十
・
ウ
）

こ
の
わ
た
り
誤	

脱
あ
り
げ
な
れ	

ば
、
異
本
ど
も
か	

れ
こ
れ
と
見
合	

せ
た
れ
ど
も
、
こ	

は
と
覚
ゆ
る
も
、	

な
け
れ
ば
、今
は
、	

さ
て
や
み
つ
。

に
も
〳
〵
、
わ
が
あ
ら
ん
よ
に
、
み
お
く
事
も
が
な
と
、
ふ

し
お
き
、
思
ひ
な
げ
き
、
頼
む
人
の
、
よ
ろ
こ
び
の
ほ
ど
を
、

心
も
と
な
く
、
待
ち
な
け
か
る
ゝ
に
、
秋
に
成
り
て
、
待
ち

い
で
た
る
や
う
な
れ
ど
、
思
ひ
し
に
は
あ
ら
ず
。
い
と
、
本

意
な
く
、
く
ち
を
し
。
親
の
を
り
よ
り
、
立
ち
帰
り
つ
ゝ
み

し
、
東
路
よ
り
は
、
近
き
や
う
に
、
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
い
か
ゞ
は

せ
ん
。
さ137
て
、
ほ
ど
も
な
く
、
く
だ
る
べ
き
事
ど
も
、
急
ぐ
に
、

か
ど
で
は
、
む
す
め
な
る
人
の
、
新
ら
し
く
、
渡
り
た
る
所

に
、
八
月
十
余
日
に
す
。
後
の
事
は
、
知
ら
ず
。
そ
の
ほ
ど
の

あ
り
さ
ま
は
、
物
騒
が
し
き
ま
で
、
人
、
多
く
い
き
ほ
ひ
た

137　

に

」（
六
十
一
・
オ
）
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り
。
廿
七
日
に
く
だ
る
に
、
男
な
る
は
、
そ
ひ
て
く
だ
る
。
紅

の
う
ち
た
る
に
、
萩
の
あ
を
、
紫
苑
の
お
り
も
の
ゝ
指
貫

き
て
、
た
ち
は
き
て
、
し
り
に
た
ち
て
あ
ゆ
み
い
づ
る
を
、138

そ
れ
も
、
お
り
物
の
あ139
を
に
、
緋
色
の
指
貫
、
狩
衣
き
て
、
ら

う
の
ほ
ど
に
て
、
馬
に
の
り
ぬ
。
の
ゝ
し
り
み
ち
て
、
く
だ

り
ぬ
る
後
、
こ
よ
な
う
、
つ
れ
〴
〵
な
れ
ど
、
い
と
い
た
う
、
遠

き
ほ
ど
な
ら
ず
と
、
き
け
ば
、
さ
き
〴
〵
の
や
う
に
、
心
細
く

な
ど
は
、
お
ぼ
え
で
あ
る
に
、
お
く
り
の
人
々
、
又
の
日
、
帰

り
て
、
い
み
じ
う
き
ら
〳
〵
し
う
て
、
く
だ
り
ぬ
な
ど
、
い
ひ

て
、
此
暁
に
、
い
み
じ
く
お
ほ
き
な
る
、
人
だ
ま
の
、
た
ち
て
、

138　

を 

ナ
シ

139　

あ
を
に
び
い
ろ

」（
六
十
一
・
ウ
）

京
ざ
ま
へ
な
む
き
ぬ
る
と
、
か
た
れ
ど
、
と
も
の
人
な
ど

の
に
こ
そ
は
と
思
ひ
、
ゆ
ゝ
し
き
さ
ま
に
、
思
ひ
だ
に
よ

ら
む
や
は
。
い
ま
は
い
か
で
、
此
若
き
人
々
、
お
と
な
び
さ

せ
ん
と
、
思
ふ
よ
り
外
の
、
事
な
き
に
、
か
へ
る
年
の
、
四
月

に
の
ぼ
り
来
て
、
夏
秋
も
過
ぎ
ぬ
。
九
月
廿
五
日
よ
り
、
わ

づ
ら
ひ
い
で
ゝ
、
十
月
五
目
に
夢
の
や
う
に
、
み
な
い
て

思
ふ
心
ち
、
世
の
中
に
、
ま
た
た
ぐ
ひ
あ
る
事
と
も
、
お
ぼ

え
ず
。
初
瀬
に
、
鏡
奉
り
し
に
、
ふ
し
ま
ろ
び
、
な
き
た
る
影

の
、
み
え
け
ん
は
、
是
に
こ
そ
は
あ
り
け
れ
。
嬉
し
げ
な
り

け
ん
影
は
、
き
し
か
た
も
、
な
か
り
き
。
今
行
く
末
は
、
あ
べ

い
や
う
も
な
し
。
廿
三
日
、
は
か
な
く
も
、
煙
に
な
す
夜
、
去

年
の
秋
、
い
み
じ
く
し
た
て
、
か
し
づ
か
れ
て
、
う
ち
そ
ひ

」（
六
十
二
・
オ
）

」（
六
十
二
・
ウ
）
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て
く
だ
り
し
を
、
見
や
り
し
を
、
い
と
黒
き
衣
の
う
へ
に
、

ゆ
ゝ
し
げ
な
る
物
を
き
て
、
車
の
と
も
に
、
な
く
〳
〵
、
あ
ゆ

み
出
で
ゝ
行
く
を
、
見
い
だ
し
て
、
思
ひ
い
づ
る
こ
ゝ
ち
、

す
べ
て
、
た
と
へ
む
か
た
な
き
ま
ゝ
に
、
や
が
て
、
夢
路
に

ま
ど
ひ
て
ぞ
思
ふ
に
、
其
人
や
み
に
け
ん
か
し
。
昔
よ
り
、

よ
し
な
き
物
語
、
歌
の
事
を
の
み
、
心
に
し
め
で
、
よ
る
ひ

る
思
ひ
て
、
行
ひ
を
せ
ま
し
か
ば
、
い
と
か
ゝ
る
夢
の
世

を
ば
、
見
ず
も
や
あ
ら
ま
し
。
初
瀬
に
て
、
ま
へ
の
た
び
は
、

稲
荷
よ
り
給
ふ
、
し
る
し
の
杉
よ
と
て
、
な
げ
出
で
ら
れ

し
を
、
い
で
し
ま
ゝ
に
、
稲
荷
に
、
ま
う
で
た
ら
ま
し
か
ば
、

か
ゝ
ら
ず
や
あ
ら
ま
し
。
年
頃
、
天
照
御
神
を
ね
ん
じ
奉

れ
ど
、
み
ゆ
る
夢
は
、
人
の
御
め
の
と
し
て
、
内
わ
た
り
に

」（
六
十
三
・
オ
）

あ
り
。
帝
、
后
の
、
御
影
に
、
か
く140
る
べ
き
さ
ま
を
の
み
、
夢
と

き
も
あ
は
せ
し
か
ど
も
、
其
事
は
、
ひ
と
つ
か
な
は
で
、
や

み
ぬ
。
た
ゞ
、
悲
し
げ
な
り
と
み
し
、
鏡
の
影
の
み
、
た
が
は

ぬ
、
あ
は
れ
に
、
心
う
し
。
か
う
の
み
、
心
に
、
物
の
か
な
ふ
方

な
う
て
、
や
み
ぬ
る
人
な
れ
ば
、
功
徳
も
、
つ
く
ら
ず
な
ど

し
て
、
た
ゞ
よ
ふ
。
さ
す
が
に
、
命
は
、
憂
き
に
も
、
た
え
ず
、

な
が
ら
ふ
め
れ
ど
、
後
の
世
も
、
思
ふ
に
か
な
は
ず
ぞ
、
あ

ら
ん
か
し
と
ぞ
、
う
し
ろ
め
た
き
に
、
た
の
む
事
ひ
と
つ

ぞ
あ
り
け
る
。
天
喜
三
年
、
十
月
十
三
日
の
夜
の
夢
に
、
ゐ

た
る
所
の
屋
の
つ
ま
の
庭
に
、
阿
弥
陀
仏
た
ち
給
へ
り
。

140　

ゝ

」（
六
十
三
・
ウ
）
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さ
だ
か
に
は
、
み
え
た
ま
は
ず
。
霧
ひ
と
へ
、
隔
た
れ
る
や

う
に
、
す
き
て
み
え
給
ふ
を
、
せ
め
て
、
た
え
ま
に
見
奉
れ

ば
、
蓮
花
の
座
の
、
つ
ち
を
あ
が
り
た
る
、
高
さ
三
四
尺
、
仏

の
御
た
け
、
六
尺
ば
か
り
に
て
、
金
色
に
、
ひ
か
り
か
ゞ
や

き
給
ひ
て
、
御
手
、
か
た
つ
か
た
を
ば
、
ひ
ろ
げ
た
る
や
う

に
、
い
ま
、
か
た
つ
か
た
に
は
、
ゐ
ん
を
つ
く
り
給
ひ
た
る

を
、
こ
と
人
の
目
に
は
、
見
つ
け
奉
ら
ず
。
我
一
人
、
見
奉
り

て
、
さ
す
が
に
、
い
み
じ
く
け
お
そ
ろ
し
け
れ
ば
、
す
だ
れ

の
も
と
、
近
く
よ
り
て
も
、
え
見
奉
ら
ね
ば
、
仏
、
さ
は
、
此
度

は
、か
へ
り
て
後
、141〰

む
か
へ
に142
来
ん
と
、
宣
ふ
声
、
わ
が
耳
、
ひ

141　

に 
 

﹇
御
］
に

142　

に 

ナ
シ

」（
六
十
四
・
オ
）

と
つ
に
聞
き
ゐ
て
、
人
は
、
え
聞
き
つ
け
ず
と
み
る
に
、
う

ち
驚
き
た
れ
ば
、
十
四
日
な
り
。
こ
の
夢
ば
か
り
ぞ
、
後
の

た
の
み
と
し
け
る
を
、
人
も
な
ど
ひ
と
所
に
て
、
朝
夕
み

る
に
、
か
う
あ
は
れ
に
悲
し
き
こ
と
の
、
後
は
、
所
々
に
な

り
な
ど
し
て
、
誰
れ
も
、
み
ゆ
る
こ
と
、
か
た
う
あ
る
に
、
い

と
暗
い
夜
、
六
は
ら
に
あ
な
る
、
を
ひ
の
来
た
る
に
、
め
づ

ら
し
う
お
ぼ
え
て
、

 
 

月
も
出
で
ゞ
、
闇
に
く
れ
た
る
、
姨
捨
に
、
何
と
て143

こ
よ
ひ
、
尋
ね
き
つ
ら
ん
、
と
ぞ
い
は
れ
に
け
る
。
懇
に
か

た
ら
ふ
人
の
、
か
う
て
後
、
音
づ
れ
ぬ
に
、

143　

し

」（
六
十
四
・
ウ
）
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今
は
世
に
、
あ
ら
じ
も
の
と
や
、
思
ふ
ら
ん
、
あ
は
れ

な
く
〳
〵
、
な
ほ
こ
そ
は
ふ
れ
。
十
月
ば
か
り
、
月
の
、
い
み

じ
う
あ
か
き
を
、
な
く
〳
〵
な
が
め
て
、

 

ひ
ま
も
な
き
、
涙
に
く
も
る
、
心
に
も
、
あ
か
し
と
み

ゆ
る
、
月
の
影
か
な
、
年
月
は
、
す
ぎ
ば144
か
り
ゆ
け
ど
、
夢
の

や
う
な
り
し
ほ
ど
を
、
思
ひ
い
づ
れ
ば
、
心
ち
も
ま
ど
ひ
、

目
も
か
き
く
ら
す
や
う
な
れ
ば
、
其
ほ
ど
の
事
は
、
ま
た
、

さ
だ
か
に
も
お
ぼ
え
ず
。
人
々
は
、
み
な
、
外
に
、
す
み
あ
が

れ
て
、
故
郷
に
ひ
と
り
、
い
み
じ
う
心
ぼ
そ
く
、
悲
し
く
て
、

な
が145
め
あ
か
し
わ
び
て
、
久
し
う
お
と
づ
れ
ぬ
人
に
、

144　

か
は
り
ゆ
け
ど

145　

詠

」（
六
十
五
・
オ
）

 
 

茂
り
ゆ
く
、
よ
も
ぎ
が
露
に
、
そ
ほ
ぢ
つ
ゝ
、
人
に
と

は
れ
ぬ
、
音
を
の
み
ぞ
な
く
、
あ
ま
な
る
人
な
り
。

 
 

世
の
つ
ね
の
、
や
ど
の
よ
も
ぎ
に
、
思
ひ
や
れ
、
そ
む

き
は
て
た
る
、
庭
の
く
さ
む
ら
、

和
文
教
科
書
六
之
巻 

終

 

明
治
十
九
年
十
二
月
十
七
日
版
権
免
許

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同 

二
十
年
一
月 

 
 
 

出 
 

版

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日
訂
正
印
刷
再
版

 

編 

者 
 
 
 
 
 
 
 

下
田
歌
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
四
谷
尾
張
町
九
番
地

 

発
行
兼 

 
 
 
 
 
 
 

宮
川
保
全

 

印
刷
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
日
本
橋
区
通
塩
町
八
番
地

 

発
行
所 

 
 
 
 
 
 
 

中 
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堂
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同 
 

所

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

」
刊
記
（
裏
見
返
し
）

」（
六
十
五
・
ウ
）

 
 
 

和
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第
三
帙
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壹
帙 
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価
金
五
十
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第
二
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十
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」（
裏
表
紙
）

（
く
ぼ
・
た
か
こ
／
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所 

専
任
研
究
員
）
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Shimoda Utako’s Japanese Textbooks Volume 6: 

The Sarashina Diary — Annotations and Reprints

KUBO Takako

The distinguishing characteristic of  this body of  work is Shimoda Utako’s emphasis on education for 

women and the learning of  traditional Japanese waka poetry and texts or writings composed entirely of  

kana characters. This compilation, Textbook of  Japanese Writings, constitutes the first step toward clarifying 

Shimoda’s educational stance and truly offers a glimpse of  the expression of  her determination.

“Fujiwara no Teika Jihitsu Gyobutsubon,” which is considered the finest text in The Sarashina Diary, is 

known for its out-of-order pages due to an error in binding during the collation process. Textbook of  Japanese 

Writings contains texts from The Sarashina Diary that were included before anyone pointed out the error, 

and it presents the contents in their original order, along with revisions and annotations. In the context 

of  existing research, this document is a remarkable pioneering achievement that is worthy of  attention, 

as it focuses on The Sarashina Diary before the text was revised to correct the out-of-order pages due to 

the binding error. Furthermore, the textbook format further enhances this book’s value.


